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金
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与濫徹生試験所彙報

第五．＋入號

．食品の甘味料としてサヅカリン使用に歯する研究

　　、，：．．．1．　　（第1報）

サッカリンによる甘味補給の閉果に就て

技師石尾正文『技手．遠り藤與作一町争ノ」・幡利勝

畑野の雛剛期代膵して遡ゾ四駅都間に噸臆砂、昭和15年ρ．服
．繊綱に細る砂柳供給醐符醗常ロに即統御され1飾髄脳甘卿自由鰯は興さ、
るるの籐義無きに到れり．惟ふにサ署カリンは從聯帯景品として随時之が入手の可能存リレもξ）叛

．るが故に率先着眼されたものならんか殊に前大職時代敏米諸國に於てサヅカリンの使用を醗験せ

’騨邸よ既郷於ける代職掌の鷲昏払一方サ料り・の生物學腰明精細匹騨熱

たる今日なるを以て現下の國情に鑑みサヅカリンρ使用簡嗣を軍物せん÷すう炎第嫁葦し愛當醍昏

錫く，併棋罎雌鰍灘50ρ倍すとの購は動も舛ば≧醜果髄雄用によ喰即
嚇畔於ける不灘綾和するに充分なりとの想競帯す回れど棚實藤て砂ツゆ・り：幼

使用敷果は却て審知され回すと思料さるる理由あり．本報・三者等は豫て食品め調味にサヅカーゾンの

潜用さ三三蹴て議爆・賜儲件の複雑な・閉め撫噴騨鷲嘩だP〈三三せ

三人干甘葛と轡るものζはサ・・リ・の慾ヅ～レか及少チぞ礫剤之等踏嘆鄭

於て卿如く樺す㈱抄・・（リサ糊・は期上期可醐・を三品多1〈ρ揚含に

醐・鯛〉四這…を四三鯛梱鰍同一
ドに比し，有敷量は其の90％に減少するも水に封ずる溶解度はL1，5の好條件にあり，甘変は無

水物の場合に白糖の550倍なるに準じ475倍の敷力を認定しあり．唯三品は苦味を随螢するを鉄弓

ど姐・り競漁・痔◎〈＿〉・NH》C・」鵡》吻術唖勧…㌣幅組
成を看：し溶解度：は水に通して1『聾800・な一るが；ナルコ芦ル其他の『有機溶齊明にぼ苛｝戎に溶解し1就中鰭酸’

署ろデ矛に易溶な鉱『水に難溶性なるに由り使用町回は荻町なるを回れず自糖め．10％溶液庭回膏「

回る甘味◎強度を以て共の使用限界と云ばる6：．食品に添加して：之を煮沸するどぎぱ一言に於で糠解



鐸 石尾・山回・小幡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
し叢噸下する鮪翻し財騨韓紅蓼り・20q胤云陣サッカリンに劣るも競上に於
ては果味罎現を俘はす凄・本晶産繭《心隈腿て蘭藥に指定さる11（3）グ・・チンは

’蹴工〕誕…轡ヅ竺f四リー一一
ホン酸のナトリウム幽として製出され水には易溶なるも溶液を褐色に著色す．溶液態に於て分解し

職性眼て瀦よ上町礁髄りニー杢即下噸柳1騰劾と・
　右の記載た就て考劃すれば3種とも砂糖に比し甘味料としての使用目的に副はざる性質の存する

醍を認熾縫噸醐三嘆勘瑠夢ら謳歌雁の障蹴耀燭舜得す・例へば
サツカリ塞於ける苦味の如き右の素因たるも㊧妨ん・然れども一方サツカリ・に特有な譲甘

言の彊大なる性能は前記の敏黙紀抗して使用敷果め能牽を同復するに剰り在るべし・此の顯に關す

る疑問の解決は本問題に於ける先決事項と認めらるるを以て対等は最初に次の如き實験に著干せ

む．

　　　　　　　　　　　第1水溶液の賦態に於ける嚢甘力の比較

　本報告に於てはサッカリンの白糖に封ずる代用敷果を表示するに奏甘力なる名構を採用し白糖の

敷果に謝する倍数を似て之を表現す．奏甘力便の測定は等感甘度を有する白糖溶液とサッカリン溶

灘を翻し蔽の徽（％）比よ嘆即す・膿の規約の下にサ・カリ・勲三二回したる結

果は次の如し、　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　’・

サツカリフ他二隊料溶液の奏甘野人1定成績（第1表）

試料の
サ　　ツ　カ　リ　ン ヅ　　ル　　チ　　ン

試料

ﾔ號
濃　度

i％）

試料の検味

T　　　感

試料の

ﾌ　度

．試料と等

ｴ甘慶を
Lする白
恬n液の
Z度（％2

奏甘力

試料の検味

ﾔ　　感

試料の

ﾃ　後

試料と等
ｴ甘度を
Lする白
恬n液め
Z度（％）

㌦奏

ﾃ口

1　0言001甘聴不感

20．002副帯以外の
　　　　異聴不感、
』3　．0．CO5　　〃

4　0．01　　　〃

5　σ．02　　〃「

・・備蓄癩肇

7　Qρ5

8　0．1

9　6．皇

0．6

エ．2

1．8

’3，1

1．0

2．2

3．2

5．5

500

440

320

275

甘妹不啓
甘味以外の
異隊不盛

　　〃

〃

〃

〃

〃

〃

（、．6

1．4

2．8

3．4

ε．．8

4．0

4．5

1．0

2．5

5．0

6．0

6．7

7．0

8．0

グ　　ル　　チ

試料の検味

瓶　　　感

う00

500

500甘味以外の
　異味不感
300　　〃

220　　〃

140　　〃

．80

甘昧不感

　　〃

　　〃

濾味癩著

試料の

甘　度

0．＄

1．4

身．1

蓼．蛮

5．2

　　ン

試料と等
感甘度を
有する自
糖溶液の
濃度（％）

1。5

2．5

3．7

『6．0

9．0

奏
甘
力

150

125

122

12Q＝

go

　庫緯表に現れたる暫に猿れば奏賛力は書首昧料とも溶液の濃曳の増高に反じて低下し共の力債嫁

サツ・力望ンに在・りで鷹易75解50（｝2ジ～レ手．》！に在りては・βα’γ50Q，グルチγに1在りて，は9Q’）1う0∫の

慶簿風奪跨れり・聴の事實は奏昔力＠棚i念として彦に限定的なる数値を認定すること侭扇合理なる

毒早れ触貫．サツカリ’ンに就き周知なる唖OQ倍な，二十債は無論断片贋なるが敢に此の敬量を根榛とず

ざ　・・㌃’



食品の甘味料とし士サッヵ・リン使用1に闘する研：究　て第1…報） o 3

る立論々とは誤解あ・りと云は・んざ

　　　　　　　　　　　　第2甘味料の翻する三十鞭・．　，．．．．

　甘度と稽するは水溶液の有する甘味の強さを表現回せるものにして共の度激は白糖溶液を標準と

して其の箇々の與ふるボーメ．比重歎に一致す．甘味料による三度は白糖溶液に倣ふ．白糖溶液の場

合に就て豫め了解し置くを要する事實あり次に揚ぐ．

　1　白糖溶液の三度に就て

　所定の表現法に從へば白糖溶液の甘環は50度を以て最高とす・度数の低級なる場合（食品に特

有なる甘度を例示すれば通常果實汁は4～6度，珈排雪はサイダPは5～6度，汁粉はユQ～15度

なり）例へば15度未満のものに在りては味畳楡査に擦り甘度の増減1度毎に甘味の多少を．鑑別し

得るも（参考資料として白糖のみを含有すち溶液に於ける二度と濃度との相關關係を圖表を以て示

白糖溶液の濃一一田舞照．圖表

二5

墓4

33

墓2

11

ユ0

9

8

7

6

5

4

3

2

コ

0　1　2　3　4 5 6　0　1011！宕　13　蓋4　15 6　呈τ　1　1920 24 1，

奄ば挿圖の如し）15度を超過

する場合に侭度数に準鷹する

段階的相蓮：の鑑別は甚しく困

難なり．高級甘度の場合は當

該溶液の具現する粘度の感畳

’をも伺時に含味しつつ鑑定す

るの要あるが故なり・但廼常

糖液は昔度15度以下の磯現

を最も需要あるものとす．此，

の鮎は甘味料の使用に蘭し興

味ある事實と云はん．

，2　軍一成分としてサツカリンを含有する溶液の畿現する甘度に就て

　第1表上の記録を用ひて白糖及サッカリン其他に就き溶液の甘度と磯度との關係を圖表上に求む

れば挿圖（圖に於て縦軸は甘度，横軸は濃度の劃数を探る）に現はるるが如き様相を現出しサツカリ

　　　　　　　白糖及甘味料溶液の濃一骨度謝照圖表　　　　　　　、ン其の他の三曲線は：互に接近

『5

14

且3

22

量1

！0

8

8

7

6

5

4

3

：

●

即け　a隅　　α005　巳01　鵬

＿”ン　　　＿7覧砺トン
＿＿ツ瓦チγ　　　一ト＿岬＿臼編

『0星　03　　q5　匙o　ao　　O　40　30　　50㎏『

　　して1群を爲し，共の所在部1

　　位は白糖曲線（前項に於ける

　　圖表の直線と性質の相鷹する．

　　もの）より隔離し且っ長さに

　　於て短劣なるを看る．右の歌

　　勢は自糖とサッカリン；其の他

　　とは甘味料として性能型式を

　　相違することを指摘す．唯だ

　　甘度低級の場合に於セi封照型

。．式の認めらるる聯解脚

　　在るとき比較資癖を提供ナる



4 o 斜．1二・石．、景1マ〕轍羅で4ヤ当庵

ことを認知す・要するにサッカリンの白糖代用敷果は甘度3・1度迄Q算軍手墾1らる筒ζとを看取す

べし．

3サッカリンと白糖とを併角矛畿総衛議対屋臨きll沿「1心

計卿岡琴噸下露勘鱒雛晶出．愚、探騨腿十四禦蝉即有噸寧於て
脚％閃の：餌下味嘩舞興茸摩9嘩熱論騨髄転織些ρ時綜練叩搬矯
角けれ暗転の三度は次の如く雛す・　、マ∴・・1メ、・宇〆・、一∴．＿．，．、

　　　　　　　サッカリン及白糖の併用による調製溶液の甘度楡査成績「1（第2表）・・．

　　　試　　．料層歳　　績．

　　　　　　暮趨勘感・膿　　　備　　考
試験・

：番號．

「一 ｡’』

　2．・

4、、

サiソガリ

ンの含量
一（％）

’0．02　　　　5．0

0．02’　・　io．0

0。02　　　　1560」

、b．02　　20．0

．甘味以外の

果妹寄贈
・幽ｯ
．，’ G両、’

L．同．

　6・。2・

　9．0

．12．0

14＝5

等感態度を
’有すろ白糖

溶液の濃度
　（％）

ゴ1．0

16．0

21．0

『26．0

試料1009
qコ．うト』ツ’「カ…リ幽・

ンの代替白
糖9：段

660

6。0

690

6；0 等感倖度’を有する白糖溶液に比し粘度劣る

、．　．、、第3廿ツカリンの苦味に封ずち甘味，餓味5ζは酸味の干渉現象

・前記申に紅サッ短・野離脇力舶柳6燃灘増する・と軽めたり・’ ?ﾍ；サ
ッカリンの男性味の場合なるを以て挙と條件を異にしサッカリンの固有味と他種の風味とを混合す

る場合た於では共の結果は必ずしも前記と一致するや疑問なり．此の顯に就き次記の早言を行ふ．

蓋し砂砂歯応蝋乱て飾燃力・す場合はサ、塑・・凶漁は飾箇・嘱黙より

干渉さるるの回れあり，混味の結果に現出する甘度は無影響にては留牽らすと思椎さ多るを以てな1

り・　　　　　　　　　　　　・　．　』　・　1．　1　　’・』．、∴∴．『5∴．・、∵1’∴h．．

　　　　三甘味，下味又は酸味の影響によるサッカリンの苦味湘却二二．9（第β表）　一

試料． 成　　　　　績 　　ρ@　　　；レ．．
刳ｴ甘度を有
ｷる白糖三三

備　　考・　、

ﾔ號
サツカ・ツ・

ﾅ％）
，　，

1

・の

ｦ趨籔罐簸睡面一麻∴・度…職・簿・　　　　　　　　　　　　　　　　　“

サッカリンの
繿ﾖする白糖
X．量．、． 奏甘力旧債

ユー0、6ガ辱1・注0ね　　0．

2LO．03＝2　　　　　　0　七『

’3　’．6．馳讐．「20．0　　，．0　『．

∫4　　　　り〔．C3信・　　10　．‘　　　　1．0’　　㌃

：5　　　∫（』05．｛　∴　0『’　　　　1．0

‘6’1，．’ pllll’1　．〇二　・　．：、＝塾し。　・

・17・！q屯．1　　　凶伍1

　　　　　3；．ρ∵，こ1、◎．、

、3．．．　　　　0　　　0

i6’．’も．631辱0　0

　　　　　1、・』．　　．≧∫rご．

o　i苦味i著感

・li苦蜘感・・5・近・

1縁感鷲
・i葉縣憲・・

・i苦味・朗繋味彊き橘

・1葉出歯　同
0。061甘苦昧以外曳（イ）1。5
　　　　　　　　、硬）1・8彊　1異昧不感
0．0〔1　澁昧を感ず　　　＼翫、
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22。0

27．0

7．0

8．0

7。0

7．0

7．0

8．0

、曾30
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、幽

Q30

．、160
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　　註灘灘恒例禦薦舞垣隣窪鷺驚同量瑠望驚謬謙三鍔空ラ・．

．蔽学績を歯するには鱗十一蓼訂する曝あり・該厳はサ平・至味の寺子

鵬たるものに概の場合の比囎準統た翠し本表嘩け彿糠導3蝋糧サ・・熊
山三三a％魑黒撒で共通曜成を称之諒する畔に聯の灘職即しあり・然
ζに本表に於て聯鞭より・は苦味不感の結果耀膿とし釦鵬φ三二る・丘ヒ喘果よ・回

すれば甘味の作用はサッカソンの苦味を沿却するに微かながら敷果あるを認む．　・1

、本表に於ける第4號～第7號成績は蛾味0影響を寵する爲のものなるが第5籏，．第6號及第宅號

の場館戯する騨溶灘討て賠味嬢現購とあ恥のなり・之に反し本表坪於ては建直

鱒無冠赫也・晦鰍の灘時．勉・ゆ使肥紅鱒頗る樋なるを認タ・弘．郷『

酸味の干渉作用測定の爲に調製せる第8號以下の試料に就て共の成績を襯察するに．第8號はサッカ

リン含量の0・01％＝・な多場合に付・、螺準球績は無論苦味不感にレτ三度は1・8強の記録を有し本四『

に於ける　（ロ）の成績と一致す．（イ）の成績ほ心止低下し帰心に干渉による作用の徴候を暗示せり・

第蹴の諭す無慮禅ゆ画一の灘を心血照臨a1即瞭膿興し軽油上
陣は澁味蝉ど鱒10』號翻の澁味露なる峰能く．歩幅・、考等縣は塑．

七欝難醜態繕蝶灘推雲歪焦熱こ羨蕪二認豊幡≧と1ば・、

白糖との併用は代用敷果を白糖の7％迄向上し，食塵の添加ば更に8％出面場合に依φてほ夫れ以

上語誌得る場合の存することを認め・’杓鶴蝉騨嘆噸値を嘩斯叫q焼霜
時に於ては辛じて白糖の3％溶液に相比する感度を保持するに止まること』を知れり．盾6事績をザ

、ッヵリンの使用量を以て本旨搬舷舷ρ併町並⑳鞍壷鰹ρ添加はα1％若くは夫れ

以上迄用量の増加可能となることを認知す．右は食盤の特灌としてサッカリンの使用量に封し興味

ある事實6認識を得たざとを足る濁・旨労射ふる易谷庭奏てばサッガゾジゐ奏甘力は逐次減退し

0．05％・の場合は160倍の力郵亭後退・しαユ％の場合は二暦減少すべし

　　　　　　　　　　　　　丸F　　．’，・、　．，　　　導　：ン・・’、＿、　．・’ヅ　　　　∴、】二r9

　　　　　　　　　　　　第4甘味∵’料鴫．．の弔使用：條件．

．サ吻・其甑購燦旗：齢磯礁繭婚融騨細論多
少ど耀撫・舛等噂璽齢珍鯛購細めら鞘秘め鶴ご撒各夏用

聯討鱗脚聯騨で警4亨・然鞄鱗騨麟騨㌍察しζ
参陣㌔・・．・・「醗繍瀬上磁、鹸・傑、表ジ．・三1㌶

試 ～．・、料 ．鷺蠣満『：「目翻

甘’味料

誘1蹴
髪1rぞテ・

甘味料
の含「量
（％）

酸の．

添加

』o・02鮮、

0・02、伺

0．05・同

やH

同

同

外．w『親
’

無色澄明

同＝．7：

後褐色
澄’∴・明

瞭
3。1

134

同

外回 骨度

不1’攣・2・9

珂『、12・7

陰褐畠・2

一圏

O　　麹

．二日輕過

甘衡外魏 骨度

ll

：≡：目純過

外’魏 四度

耐久
性鑑
定．

一々
可
糟々

不良
稽々
可

◎
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三
三

過
の
影・

響・

酸

の

影

饗

馬’』

’サッカリン

　サッカリン

同

　ヅルチシ

同

　グルテン

同

．同

同．

0．1．

0。02

0，02

0．05

0．1

0・⑫

　同

．0．02

　同．‘

．0．d5

同

0．1

開

門

同

同

同1

同

酷酸

乳酸

酷酸

鋭酸

酷酸

乳酸

酷酸

乳酸

　’淡禍色同．、

　　澄「・．・・明

同　無色澄明

同　同

同素褐鶴
　　淡褐　色目
　　澄　　　明

4．8無．色澄明

4．5同

4．8同

4．5同

・・8覆蛋朗然

4．5同

・堅磐講
4．5同

5・2同

3．1

3．4

同

5．2

3ユ

同

3．4

同

同

同

52・

．亀8

不

同

淡赤褐色
澄
淡
澄

不

司

同

同

褐
明

色
明

淡赤禍色
面蛋由石臼

，同

赤褐．色
蛋白石濁
同

不麺

’． R．0

2．3

4．8

’不二

同

3．0

同

2．3

同

4．8

同

不

同‘

赤褐色

赤褐色
澄

澄

不

同

同

同

明

明

獲

赤褐色
蛋白石濁

同

赤褐色
1図　　濁

同

不簗

2乙8

1．1

3．7

不二

同

2．8

同

1．1

同

3．7

同

不

同’

赤褐色

赤褐色
澄

澄

不

同

同

同

明

明

・憂

赤褐色
滴

同

濁

赤褐色
沈澱少：壁

同

不墾

　2．6

　0．0

　2．3

不愛

同

　2．6

．同

　0．0

同

　2母

岡

田良

不可

不良

同．’

可良

同

不可

同

不良

同

同

同

　本丁の成績を綜合すればサッカリンの水溶液は加熱の影響を多少響くるも貯蓄中又は酸の作用に

封しては強固なる耐久性を現し，ヅルチン及グルテンは水溶液の二三に：於て中性乃至酸性の場合は

貯藏に回する性能を駅き殊にグルテンは短日間に攣質し三度を急激に降下す二三に饗する感受性は

ヅルチン猫り甚だしきを認む．以上の事事に基きサッカリ／は貯藏食品の甘味料に供し使用可能な

るもヅルチン及グルテンは然らす，僅に前者の厨房用に後者の食卓用に利用し得るを承認す多に止

まりサツカソンに卜し用途は極めて狭小なるを知れ鋸

　　　　　　　　　　　第5甘瞭と其の他の異種味との干渉作用

　前上g）成績に擦りサヅカ茅ンの奏甘内は共の用章の増減に俘ぴ攣動ずることを認知したり．此の

認識は興味ある事實とするも本現象の根源に横はる三相の究明は素より難業なるを疑はす，本來斯

る研究は主として心理學の分野に隷属すべきものに付き化學部門に於ける努力のみにては解析不充

分なり．今回の報告に於ては次記の記載を揚ぐるに止む．一

　サ7カリンは水溶液の駄態に点て甘味と苦味と塗併有す・若しサツカリと自髄に；於て苦味と甘味

とを磯i現する性能は相左に一町謬るものと考へ市も三者の即応干渉作用ゐ螢爲ありとせば，共の結

果として奏甘力の減縮現象は苦味の影響によるもみとも想像さる．右の假定の成立する場合には問

遮は甘味と苦味との干渉作用に露すべし此の著眼に基き之を十二十に追及するに方り一件を簡易

ならしむる爲め最初はサッカリンの供試を除外：し白糖溶液を材料ζし客ζ苦味物質を添加し以て甘

言との間に生起する干渉作用を封象として追試す．　　　　　　　　　　　　　　　　　’．．．＿＿

　　　　　　　　　　異種味を混有する自糖溶液：φ甘度成績　（第5表）　　　　　
．・・．

試料

ﾔ號

試　　　　　料 検　一味　成・績 備　　　　　考試鹸

D條件 囎副翻禁関の 異昧の麟1甘隻 転調閉網獅力
1 1　　　　　　　　　　　　　　【 レ　　　　　　　　【 1

11嬬：1騨蕪が三巴
薙　臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　o

3．1

3．7

6．5

6．5「

1．0

1．0
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す
る

揚
合

食
肇
暴1

撃

募

合

回す
のる

三三
薙合

［1

　．　　．　「

〔l

／

｛l1

5，5

8．0．

5，0

8．0

5．0

『8．0

8，0．

5。0

ヲ．0

硫酸キ昌一ネ10
萬分1量添加

粉

食：盛　　1．0

同

喰瞳12．o

同

食　肇　　4．0

杓騒酸　　0．06

同

サッカリンの
0・1％に二二

同

少しく戯映を
有す

1司

献妹稽、々顯著、

同

鹸味二三奢

酸味穂乱売著

同

　　3．1

　　4，5，

　　2，8

　　4．5

∫④2．8
、（ゆ．3？4

｛糞lil

鑑定不能

∫④2．75
廊）2．8

　　4．0

5．5

8．0

5．0

8．0

、5．0

6．0・．

7．0

8．0

9。0．

4．9

5．0

7．0

1．0’

1．0

1．0

1．0
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　本表の成績は甘味の張さと同時に苦味又は戯味若くは酸味の強さを三味し）セる場合の結果な軌

楡味は3～4名の楡査員によウて行ぴた多もQなるが其の域績に於て一致せる場合あり又相逮を生

ぜし場合あり．表中苦味の影響試験に充労せる試料は第1號～第4號なるが試験の結果としては苦

味の干渉による影響は之を承認するに至らす，

　戯味の影響試験に於ける試料の第5號～第9號拉酸味による試味に於ける第10號及第11號の

成績に擦れば，白糖溶液に固有なる甘度は円味叉は酸味により多少の影響を受くるが如き結果を出

せるも確實なる認識は把握されす，記録上に干ては戯味の干渉は不定の成績を表示し，酸味は二度

を幾分低下するやの傾向を指示す．要するに白糖溶液は苦味の爽雑によるも甘度に攣動を來たさざ

ることを験知したるにより，サツ卿ンの場合に於て甜味減退の事實燭する苦味の影響は絶篤

とは断ぜざるも微弱なるに疑無く，寧ろ右はサタカリ’ン自髄に於ける本質上の性態た基因するもの

と推測するを野営とせん・此の場合門門さるるは染料の三色現象に回する獲色團読の解繹なり．右の．

場合より類推して、サッカリンQ奏甘現象に就ても遣求すべき條件の想察さるるものありと難も，目

下余等は本問題に叩頭するの絵裕を有せざるにより以上の實瞼を以て今同の研究を牧束したり：．．

総 括

　本報告は主としてサッカリン¢）使用贋値を白糖塗標準として討究したる所を記述す．其の結果を’

要約ずればサッカリンと・白糖とは甘味源としての同一使用目的に封し適用範圃の條件に：於て著明の1

懸隔を有し，サツカリジ忙樹し全面的なる砂糖の代濡は希求し得ざることを認識せり．砂糖は吾人．

め生活上に於ける要求に癒じ食晶に封し甘味の強度を任意に供給するも，サッカリンに頼る場合に一

は硬用面に限界を生じ屡々利用不能の結果を來す．蓋し用量の増加に俘ぴ苦味の叢生塗招致し食品・

の調味を妨碍するが爲なり・．柏糖め絢6％溶液と等感三度を有するサッカリンの’0．02％溶液には

不快味無き覇前上め6．4％：溶液に肯度の相當する後者の0．0肪鯵溶液には苦味の登生あ．りて使用・

不適の歌i勢を具現す．右の量的響町ほサッ・カリンを軍た水に溶解しだる場合の標準にしてサジカリ1

ンを食晶め調味に供甫ナる場合に1七三の特有味による影響は避け難く，其の酸味に依りでは甘度

の低下傾向を招致し逆：に餓味に酔うては昂騰の結果を生ず・．随で食晶に使用する場合に於で敷果¢》

多寡は食品の種類に由て亭亭在るを冤れす．．1例としてコーヒー液の甘味補給に適用したる場合の’

＼
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　　　3　・　’ニ　コPヒ」液に封ずるナツカリンの敷果成績（第．6衷メ
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三三敷果1

備　　　考

番號 汝量 ：角砂糖、
．’

Tヅカリン
@（mg）P｝ 白静麟

サツカ幽り

i％）

　L

T　　　感
飲用適

ﾛ鑑別P

試料と睡感甘慶を有する白糖溶液「（白糖の％量を以て

ｦす）

サツ…カリ「シの

g用による白
怩ﾟ節約限度（相爵する白

ﾙ液の％量を以て示す）

代用二子

1茶碗山杯一箇’　0　　4・0～5・0

2同　　 00．019’）0．022
3同’　　一箇学－　　0　　「6．O’）7．5

4同．　　0，0．037～0．045－

5同　 二箇　 0　　8．0～1σ．0

6伺』　　　0．0．062（’『0．075

　　　け　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　
’7・向・　雫箇0．037～0．0451

』8・向L・そゴ三　「箇　　　　’0　　　　12．0’）15．0

9同　　　一箇牛0．037’）0、045

　　　背　度　低　級

、0．015『目卜度1號に同じ

　　　甘　慶　申　級

。』3 v�j采接叢

　　　昔　度　＝普　通

．・随・糖羅覇

6朋’T譲焼野雅
’” @』圃甘特高「級

。沿3汚濁灘野饗

適

適　　　　4．0パ．〆5．0　　　4．0（’5．0　　　1CO

好適’

女子適　．　6．0～，7。5　　．6」0（ノ7，5　　　100

　　　　　　　　　．ノ
好・遡

．不適　　　　　　　・旨・

亥子滴，　：P9．0ノ》1σ．6．．　『6。o！）7．5　・　．75、

適、

”ま産i＝　　i2．0！く’ゴ．5。0－　　二6。6ズ｛～7二5：　　　5σ

敵」r・絢騨125～150cc賎して鱗1騨騨榊・聖，，：．、・・，．．、恥、

＝本営コーヒ版液の甘度は第ユに飲用者の肝斑に依塵肺2にコ1』k：忙豆の品種k依要て相違する筈・

なる蔦．1本表の成綾に於ては磁杯のゴ弓ピ弓液に謝しサツ九リ．グは角砂糖の．1箇雫に声聞すゆを示㌔

現せり⊂・．帥ち砂糖に忘する⑳0％代用塩冶は1角砂糖2箇’には匹敵せ棋の意外に貧困なる．蚕と．を了・「

回す，．然れども本下上に観る如×ザ曳カゾンの維始角砂糖1．箇孚に代替し得．る七千は砂糖の．節約面、

に於て5q％口上の代用に奏判ずる場合の寡からざることに留意せしむ・術コrビー液の．場合にぱ，

サヅカツ、』シの最高代用値は白糖の：7．5％溶液に相著するも，本來ゴ門ヒ戸の固有味はサッカ坊ンの

苦味禁忌に謝し有利なる二む以てゴrセ’r液に於ける見合1は寧ろ特例ど認むべ1く，多くの揚合に於げ層

る代用敷力は恐らくは之より低下するものと考察さる．

　抑菱サッカリンの推畢論は其の奏甘力め甚大なる黒占に於そ之が使用の有利なるを想定し傾瀦せし

むるも¢回るが，・・峯繊のi三一三二ては原因不瞬なる寳宥の力債は使用時に於け穀添加量り槽準に

櫛逆に搬レ履勲三脚暢合幽玄・αo鰍・騨ρ婬髄三四4賄曝撒力．
（肯度は白糖の．1轟鉾溶浪に略相乱す）を蛮現究多も．．Qr嬢％ぐ白糖㊧約15％溶液に相回すゑも¢～）峰．

ては約、30P倍にi攣じ・0・05％，（白糖Q約＄％溶灘昌昌する’も¢｝）に於て麟約・・15q’倍ρ薙暴，を出史解、

過日す｝：二十の知見に基費砂糖の代用遂恥辱◎問題とセで考察す覧と．き墳Lサグカヅぞ㊧需要嫁毎

として砂搬4遍％似上の瀧高評為膿Q補絵に下樋暦く器財磯合離語駈る，
が如ぎ奏瞭；カ1‡到底期待L’得古ヂ假りに共Q際標華をβoq倍と講鴬，実る細t：朝：漱ダ≧Q潰葺量と

しで：ば略倍．額の豫糠超過を惹起肖る’ことを心得逐のこ要みり・ドご∵駅・：ξ．○官冷εll：『㌧、・’，1．ヒ，1『「．・：

二本報告噴三三にはゾン・ヵぞ表豹・デン燈一群：紬ρ綿甲織豊零使鼠艇難鰹質し易．く爲

めに共㊧隠忍偉各方爾に於餐阻吐庵纏町三女胆力叫叱と同謙に供三三得捧勘③喚七堂憂〕こ考を1了知

ぜかド・ごナ：、多；∴1・1：＝触1・豪il’（∴3・・鷺・・哨＝試」親｝三：．鐘・ご1’置溝昌昌‘獄・ンニ1、二ll∵i碁＝填・：ナ∵竃・版
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食晶の甘味料として、サッカリン使刷二熱する研究

　　　　　　　　　　　　　’〈第2報〉

澤庵越中サッカリンの試験法に就で

技師小川俊太郎
元囑託渡邊順豊

春手遠　藤　與　作

元助手　村　肚　謙　一

　澤庵漬のサッカリン問題に關し當所は昭和8年中共使用歌況を調査（1）したることあり．共結果に

依り當時に於て既に市販の澤鷹漬は概ねサッカリンを使用して製産することを露見したり．昭和9

年岩崎氏（2）は農林當局の委託を受け澤庵漬に回するサッカリンの敷果を試験し，堅漬大根18貫に

付き甘味料としてナッカリン4匁を添加して製したる品は風味保存の瓢に於て砂糖叉は味淋粕使用

の場合に比し有利なる旨の見解を凌表せり．爾後本問題は世攣の影響喝あ砂表面より隠回せる如き

経過を執れるも，現實に於ては禁止甘味料の公然使用さるること故之に謝しては近く適宜の措置講

ぜらるべく本報告は其丈に必要とするサッカリンの使用量に關する試駿法の原案に當るものなり．

　サッカリンの使用に依り澤庵漬中に存在するサヅカリ著の量は昭和8年の試瞼に於ては澤庵漬に

樹し重量比に干て8000分ノ1乃至与000分ノ1の範園内に在りしが今時は5000分ノ1乃至2000分

ノ1量を槍出せり．因に岩崎庇の使用例は約4500分ノ1量に相當す．而してサッカリンの試瞼に

凡て之を定量するには次の如き4種の方法あり，

・サー…試験蝶四脚・
i〕：器〉一一一オ・

ト安息香酸スルフイニイドのナトリウム化合物なるに付き之をサリチル酸に移行せしむることを得

るものにして本法は此の反磨を利用せるなり。現行日本藥局方葡萄酒の試験中サッカリンの定性に

は細部慮船用さる．

　2．硫酸として定量する法本法はサッカリンの組成中に於けるSに養鎖せる：方法にして前局方

（第4版）中に雪嵐されあり．

　3，アンモニアとして試験する法．本法はサッカリンの組成中に於けるHの存在を利駕する方法

にして英國藥局方のサッカリン試験は本法に洩れり．

　4．甘味検査によリ試験する法　化學反回に櫨らざるものなり．

　第1のサリチル酸法は前記昭和8年間調査に於て準用したるものなるが試駿の結果に於ては常に

サッカリンを過少に楡出せり．傍て共方法中に適宜の改良を：施すに非ざれば蹟臆し能はすと認む．

第2の硫酸法は古き経歴を有する定量法なるも實験上煩雑なる操作を要し簡易を旨とする場合の手

段に適ぜす．第3のアンモニア法は前記に比すれば後進のものなるも實験上滴定操作により成績を

求むる機構なるは限界量を検定する場合の形式を具備せるものとすべし，以主の如く槍討したる結

果余等は澤庵漬のサツカ7・ン試験に回しアンモユア法を選定せ拠第4の味畳による定量は舌頭試

験により甘味り強度を引しつつサッカリンの量を推定するの法にじて實験者之に召熟するときは意

外に可良なる結果を得るものなるも成績の統一を期待し難き猷鮎を有す㌔



食品の甘昧料として湧ツヵり・著使用に關する研究　（1第2報） 1工

　本來定量試験は目標とする物質の存在を確認したる後共測定に移るを常例とす・然多に三三騨の

場合はサ塑リン使用限界量の楡定山面の目的毒す壁以でサ助リンの存否鑑定は強ひて問ふ

所に非す三三性の爲め嘆験上韻携を累減る雌騨ざ砺なり・三見鰍基舗識
法に於ては味畳下下の極めて簡輩なる手段を以て定性の露置に三思せり．．．

　當試響町於ける定量分析は要するに男ンモニァの試瞼なり・而してアンモニアの測定には専ら呈

色反撃を利用する方法行はるるも今同は滴定形式に從ふ黙を重硯←て水蒸氣蒸溜法を準用せり．從ン

帯し被鞭液嘩サ効’・謄の鯵素有機撚親購に之抽もアン塑7即成さ歴．
ことあらば試験海の栂抵は全く輯齢すべしヌ想起し扇ぎ物質混在するときは水三三蒸溜の進行鷹

阻碍され屡々申絶するの飴儀なきに到る場合あり．之等の三三を麟寒して後に記す講験法案に於て．

は旧庵資より右の被蒸溜液を謁製するに…欠謁の如葦手融を加三二｝うサ署匝リツを三鷹濠より抽出

するには温湯浸出を行登不純物より分離ずるには酸性溶液妙サ・ッカリツを工同テ〃を以て港出

し土一テ・嘘理野作の進行珊珊らしむる騨噂φ雄液鳴溶律纏自測賃瞬を準

一・一歩・ez灘從趣て除去し嚇嚢氣蒸溜中の泡三筆は三朔・ゆり性眼で磐カリン抽

出液をエーテルにて虎即して其難を逃避す・．以串の如き紳：串乃至不純分の除去にば實験上営々手数’

を要するが如きも搾れの操作をる省降するこζ無く早行すれば澤摩町中に序在する爽雑物の影響を

殆ど降れサッカ．リンの含章は試駿著手掌日内に之を桧即するととを得ベレ

　澤庵漬に．して其製法並原料等の貼に幹て現布市販の昂と同一なる限りはサッカリンの試瞼は前記

の如き方針にてr騨もll嬰麗鷺脚て含日岡騨らぎ御三費さ
るるやの疑あるヅルチン　Duicin　l　l　　　　　・の混用ざるる場合あらば後文豫試聴之部に

　　　　　　　　　　　　　　　＼／N－HCONH2
記すが如く試験の結果は潰脅すべし．伍て本病町中には共場合の甲案をも掲ぐ．

　サッカリンの定量に就てRichmond及Hi11の雨戸（3）はサッ諏リ・ンの加水分解によるアンモニ

ウム慶への移行は酸の作用のみにては長時間の挙挙を要するが故に其似前にアルカリ分解の康階を

挙るを可なりと指摘し，英闘局方は此の改良法を国用せり・若媛早撃漬の試瞼に於て此の順序を履

むときは實験手敷は準々複雑化するを以て予等は右の反響に就き再撫討を行べるに當試験の場合に

はア、イレカ玲撃墜鍋も可麹ζと≧諦効㌧．

，本初眼て瞳騨靴豫瀬と奉瀬との二部粉女糊す・瀦堕罪笹野に瞬．

轡討の結糊騰聯繋雌咳P孝る灘鞍ρ鰯聯聯輯、

豫　　試　　験　　．之　　部’

　i新試験法の作成に當り予等はザジ垣サン測定成績の精密度に就き叉實験操作の軍一化其他に關し

諸種の事項に亘り楡労したり．i其∴はサツカリぞをナ渥モ昌ア法に擦りて定量する場合に於けるア

ル・・ ﾋ敷郷郷騨レ七洪二嗣塑ゆ三二に灘るる場合に細る味蝋
験の門門嘲するもの融・共主にめヵ：妙洪にヅ房ンの翻された』る場合康ける妙

カリン測定値の精度に記するものあり∴山上に就き順次記述すれぼ次¢）如し：㌃



　12　　　　　　　　　　　　ご簸齢加1艘邊蔚註∴11噛．

1・1アルカツの彌あ繍と三七∫：1壊・3』’2：∴・∫『＼’・で1・・・…1／’・、’．・1’1．∴．

・・ Tジガリゾた封ボる嘘酸6三舟ぼ茄三三触三毛で三際サツ涛リツは牙ンレト気ノレホ安息香酸めアジ

モ三ウム堕た移行し最初’より爽雑物と’して共存せし六デスルクナミノ安息香酸及わレ・卜トルオー・ノブ

スルフアミドは不反態にて留まる；．弱れ純ナツカツン6定量にゴンキ昌ナ囲め有莉となる黙なるも「

アンモニウム盤尺の移行ビ長時簡（2N・酸kては2畔間1’3N・酸を用ふるも・r蒔簡車を要すと）、を

要するは實茄法と・して綾慢に過‘ぐ1る憾み溢ザピ庇場合匠ナルヵリ券触を追加すれば酸分解ぱ30分

蘭た短縮さみ』以五ぼ高芳試廠ゐ一場合ヒ於げる訣況なる赤，二二漬の試験の場合匠は試料の事情に’

於噸特なるゆ毎睡魔動轍を郎て油効リ辮を行初必要ありゃは柳か輔な．
・り・鼓に實験に訴λたる音無とす．・’∴’　　　・．：』一’

・當試鹸に於ご底漂庵漬まケ後目の方法k擦りてサ効リンを抽出し之に30％苛性ソーダ溶液5

魂を加べ喜頻聞捺々だ煮沸し：だる：後臨酸を以て酸勧解ζ庇あ場合¢壇酸ゐ濃度は略3Nに相當す）「

を行ひ以下ラレモ≦ナ法に擦り：て試験し1其結果ぎ比較ずる爲め他方に覧てアルカリ分解を省略ず

る力針の下に看と向二め康料よザ露允る抽出ナ：ッヵ：リンに盤三三永各5cとを加ぺ直ちに酸分解て盤・

酸の澱嚇4Nた相齢）1に進みで三三奄・りン其結果如如1し・．・・’「：・1・1．一＝：

　　　　　　　　　　　　旧庵清．に凡てρ試瞼成頽（第1表）L　　　　“

　　　　　　　　　俸　．側　’成’緯＝旧識欄2鰍3脚縁騨庵

号趨・茅鳥灘拙論誉黙灘鴛奏・
1

2

3

4

5

6

7

8

2’

〃

3’㌧

ぞ

．9

〃

10

〃

施　行’

賓略
施行’
省’略’

施　行

省　略．

’施　行

省　略

規酸液（Cの　　　’．’ける東京市内の直心品なり．

　　　1．59　　　　　當試験に於ける供試量は・一様に澤庵

　　　1．58．　　　　　　’潰409　とづ」’

　　　3．17

　　　3．20

　　　3．G2

　　　aO4

　　　5．46』

　　　5．441　　　・

　前表に於ける成績嫁アルカリ分解を實施したる場合に於て之を省略したる場合より測定値の超過

燭ものと共瑚と．は輿2の騨と勧・實測値蹴蹴鰍騨互間の差額を秘事ば嫁高、
のもめと雌も0．03ccに過ぎす，敦れも實瞼誤差範園内の激量なるが故に富盛上に於てはア～レカリ、

・分解有敷島を否認する結果を現出せるなり．参考の爲め溶性サッカリン共のものに就て當試験と、同　．

一方針に從ひ分析せるに次の如き結果を得たレ．：1・

　　　　　　　　　　局「下品に就ての試験成績．（第2表）、

．，
@條二件一「・．・．．成．．績』・・．一・詮‘側繊2晦9ρ百合は澤庵潰よリジ

　　　癖誘r「「．、アーの喫したるサ・燗・に就て行一硝
馨搬欝券や暴：舞羅弔辞・・躍髪癖今時．・摯豊麟齢驚鑑集：窪

　9　20　施行、：．3距‘．，「∴’て試験レ（些暢三献撫に於け確
　ユ0　　　〃　　　〃　　　　3・99　　　　　一・　　　酸の濃度は略論2Nに三門す），アル

　11「　　〃　　省　略　　　　3・96　　　．　r　　・　カリ分解を省略せる揚合は試料700mg
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12　　700　施行
13　　　　〃　　　　　〃

1生　　　〃　　省　略’

工5　　　　〃　　　　〃

27．94

28．C5

27．70

28．05

を水10cdに溶解し之に1謹酸10ecを

加へて直接酸分解催酸の濃度は4N

に相當す）を行ふ・

　前表中供試量20訟9の場合に於ける比較成績は最高差額α03e6なるに付ぎ實験上アノレカリ分解

の手淫を省略するも之を實施したるときと略々同一の成績を屈すものと認めらる．’供試量700mg

の場合には右と歌況を異にし比較成績は13號とコ4號との間には0．35ceの差あるも，ユ3號と

15號とは同一成績を出し不銃一・の結果を來たせり．然りと雄もア～レカリ分解の影響は絶甥的ならざ

ることは大髄に於て察知し得たるを以て検討の主旨は以上の實瞼にて略々達成したりと思惟し之に

て一・鷹實験を中止せり．若し今後に於て追試を行ふ場合には當試験に：於で酸分解に供せる鞭酸の高

濃度は注目に値すべし．

　2　味蜀試瞼の鏡敏度に就て

三等の作成したる試験法案に於てはサッカリンの有無を徴する試験に味畳槍査を利用す・共場合

に於ける鏡敏度を温め了知せんと欲し蝕に溶性サγカリンの水溶液を試料と，なし共溶液り一滴を味

ひて甘味の有無を鑑定する二三を行ぴ次の如き結果を得左り．参考の爲め次表にはヅルテンの成績

をも揚ぐ．

試験　サツカリ
嘉穂　ン溶液の濃慶別

味畳試　瞼　の　成　績　　（第3表）

　　鑑定入別
A　　　j3　　C　　　D

試験　ヅルチン
番號　溶液の濃度別

16　　　　　　2（＞00つ　倍　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　20

17　　　　10COO倍　　　　　　　十　　＋　　十　　　　21

18　　　　　7500倍　　　　　　　十　　十　　十　　　　22

19　　　　　　5000倍　　　　　十　　　 十　　　 十　　　 十　　　　　　23

　詮　忌中（十）は甘味を感知せ’る揚合にして（一）は不感知の二合とす・

　備考

10000倍

7500倍

5000倍

2500倍

　　『鑑定人別

　　一　　　十　　　一

一　　　十　　　十　　　十

十　　　十　　　十　　　十

　　　　米國公定試験法（A・0・A．C．）の記載中にはサッカリンを50000分ノ1最含有する水容液より甘

　　　　昧を検すとあP．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ
前表の各成績は相互に甚しく懸隔せるを以て之より平均成績を索むるは要當ならす．寧ろ前表中

の最低威績を甘昧有敷限度の標準と認定するを無難とせん．然るときは5000分ノ1含有液は標準

となるが故に之蓼澤雁漬の場合に敷紙すれば恰も閃00分ノ．1より含章少きものは悉く看過さるる

如き結果を招致せん．・然れども楡昧用として原試料の孚量に濃縮したるものを調達すれば10000分・

ノ1め含有のものも甘昧を検し得ることとなり，4分ノ1量に濃縮すれば20000分ノ1程度みもの

も陽性の結果を出すこととなり鏡敏度は向上すべし，偶々予等の作成せる試験法は溜出漬の供試量

を409とし之’より調製する甘味槍査用のサッカリン溶液は全量を5ccと指定するを以で濃縮割合

は約8分ノ1なり・彦Pち味畳試験の鋭敏度は澤庵漬に封しサツカリ「ンを4000D分の1量含有する場

合迄とな・り，カ・チ・に勧鴛蔽鍼績た御f200・0分・・量を鮪す腸合之に相當ず

　3　ヅルチンの影響に就て．

　當試験中に締てはヅルチンを・使回したる旧庵漬に逢遇したることなかりしが，實瞼室内に乾てサ

ゴヅカリンの一部をヅルチンを以て代用して澤庵漬を製し之を試験せるに，該製品の外観氣味にば何
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等の異朕を看取する，こと能はざり．しもサジカリン測定の結果に於ては次の如き異攣を：回せり．

ヅノレヂンを混用せる澤庵漬のサッカリン成績

試験　　試瞼材料
：番號　　（澤庵潰．1

24　市販品（原品）

25上の加工品
26　市販晶（原品）

2ア　上の加工晶

28上の加工品

試験
材料
番縄

　20

　20’

　21

　21，

　「21”

澤庵演100gに
付き添加したる　　ヅルチンの
ヅルチンリ景　　　含有割合
　　（〔℃9）

ナシ

5，0

ナシ

1α0

20．0

20000分ノ1

10300分／1

50QO分ノ1

’騒　白目鹸に於ける測定方法は二丈に記載する試験法案に櫨る．

　　　（第4表）

試料409よP襲生せ
るアンモニアの中和
に費せし5り分定規
酸液の量（cの

　　　　2．90

　　　　2．90

　　　　4．46

　　　　　4。81

　　　　5．30

試料1009に
謝する溶性サ
ッカリン検出
最（皿9）

　34．95

　34．£5

　53．78

　5γ．98

　63．90

　前表は20000分ノi量のヅルチンを混合したる場合にはサッカリンの測定成績は不動なるも

ユ0000分ノ．1量以上に及ぶ場合は影響あることを示す．此の結果は要するにエーテルに封ずるヅル

チンの溶解力の弱き爲めと推察さる．随て野口テノレを抽出剤に用ゆる以上はヅルチンの影響を冤れ

ざるが故にサツカジンの試験はヅルチンの不在を前提とするの要ありとすべし．此の黒帯に鑑み試

験法案に於ては次の如き要領を以て之に劃塵せり．印ち澤庵漬より製したるサッカリンの水製抽出

液をアルカリ性に於てエーテ～レを以て庭訓してヅノレチンを工一テノレに移行せしめ，之よリエーテル

を羅除したるときの残留物に就きヅルチンの存否を味畳町上に擦りて鑑定し共成績にして陰性の揚

合に限りサツカリンの測定を行ふべく指定せり．

本　　試　　験　　之　　部

　予等は豫試験を行ぴたる結果澤庵漬にサッカリンを使用したる場合若くはゲルチンを混合したる

場合には味壁試験に℃之を鑑定し得ることを知り，叉アンモニア法に擦るサッカリンの測定法は英

局方に牧野の試瞼方法よリアルカリ分解の手数を省略して可なることを認めたるを以て澤俺漬のサ

ッカリン試験には後丈に掲ぐるが如き相野簡易化せる検定溝を作成し得たり・右に擦る實験成績を

螢表するに先だち試験法案の精度に回する成緯を雪ぐれば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　1．試着法の精度に心する成績（第5表）

　　　　試　　験　　條　　件　　　　　　’　　　　　　試　　　瞼　　残　　　績

25

26

27

二8

29

30

31

1

1’

1”

1’”

2

〃

2’

0

10

20

30

0’

〃

20

　0
9．66

ユ9．32

28．98

　0
　〃
19．32

80

〃

〃

〃

40

〃

’〃

十

十

十

十

0．13

1．69

3．29

4．83

0．05

．0．08

1．65

0．¶6

2。11

4．1工

6．04

0．13

0．2Q’

4．13

（0・77）

10．18

19．83

29．12

（0・60）

（0．96）

19．89

9。41

19。07

28。35

97．45　　101．18

98。71　　・99。15

97．82　　　97≧07

19．11　　　98．86　　　99。45



食1品の甘昧料としてサッカリン使用に關する研究　（第2…轍） コ5．

32

33

34

35

　　〃　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　　〃　　　十　　　　　1．67　　　　4．18　　　20．13　　　　　19。35　　100．15　．ユ00β5

　　　3　　　0不明「　〃十・　2．28　5．70　2ア．49　．38．58
　　　ぎ’　　　　　　　　　40　　　38．64　　　　　〃　　　十　　　　　5．48　　　　13．70　　　　66．67　　　　　38．58　　　99．79

　　〃　　　　　　　　　　　〃　　　　　　〃　　　　　　〃　　　十　　　　　5。45’　　　13．65　　　　65。67　　　　　　38．19　　　98．82

騒試験材料1號・2號及3號は當試験に於ける封稔品に當てたるものにして前2者は千葉縣産盛潰大根

　　を原料みなしサッカリン不含の糠（千葉三下某農家の自家製品）を用ひ公知の芳法に從び樽漬したるサ

　　ッ・カリン不含の澤庵漬にして＄號は市販の旧庵潰なP．

　　試瞼材料1’號・1”號・1”’號・2’輩及3ノ號は夫！々1號・2號及3號を原料となし實験室に於て溶性サツカ’

　　リンを表中の掲載量の割合に添加したるものなり．此の揚合に於ける添加手薬舗の如し．

　　　鉱層室に於て澤庵漬の試料にサッカリンを添加する法糠を除去したる澤庵漬を加判し之を塵漉し

　　て試料の30～40％に相當する搾汁を厘出するに到亘原澤庵漬100gに溶性サッカリンを既定の割合1

　　を以て添加し此の際に先に得たる搾汁を右の混合物に返し姜く携拝し混含したる後一夜間放置す。滋

　　に調製．されたる品は前日添加したる搾汁を全部吸牧し外親上に於ては厘搾前の歌態を回復す・

　　　試験材料中に：於ける・純溶性サッカリンの量（試料1009當ηnユ9）に潟ぐる藪量は第2表に隅ぐる試

　　験番號ユ3號の成績に從ひ供試品の純慶を96・60％と認定して之より算出したるものなり．

　　　溶性サッカリンとしての検出量（試料1009當ゴmg）を求むる短めに要する50：分定規酸液1ccの

　　溶1生サヅカリン謝鷹量は4．822mgとす．

　　　溶齢ツカ」ンとしての検騰量の項に鍋ぐ磁量中括弧謝せるも碗蠕成績よ獺算引用せ

　　る値にして實数ならざるものとす．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　實験室に於て添加したる溶性サッカリンに封ずる検出量（試料1009當P；耳9）の項に福ぐる数量は

　　瀬溶働ツ畑ンとしての回視よ賂自曙櫛（識欄2雛ρ辮鯨試騨瞬29及30．，
　　の2成綾の李均値0・78mgを適用す）を控除したるものなP・・

　　　溶性サッカリンの犀性牧二二％）の郵（揚ぐる数量は桧揖二三髄の補正をカロへた罷の）と實験

　　i室に於て添加したる純溶性サッカリン：最との日傘を求めたる‘ものなP．

　　　見掛の一得卒（％）の項に直ぐる数量は検出総量（補正を加へざるもの）と實験室に於て添加したる溶

　　牲サッカリンの使用景との比寧なり・3號を材料とするものは・溶準サツカリの総添加最不明に付児掛

　　の牧得率は求め難きものとす．

　前表の成績に就て薪試験法の精庫を楡乱するに各成績と槍討諸事項ξの關係偉頗る錯綜するに付

之を整理して次の如く成績別に討究すべし．．　・　　　．

　（イ）　眞正牧得率に就て

　本成績は前表中に7例あり・之等を綜合す多ときは雲低97・45％・最高100・15％・丁丁98・80％と

なるも全成績を供試量809と409との二つの場合に分別すれば各平均牧得率は前者の97。96％な

るに封し後者は99・40％の好成績を示す・馴れ80ぢ供試法に猿るものは予等の實験に在りては初

期に於ける成績なるが故に幾分未完成時代の産物なるやの嫌ひあるも，409供試法との根本的相違’

に依る試料の過：量に煩はされたる事實は否定し難し．畢回するに809の試料にi封してはサッカリ

ン抽出の爲めに行ふエーテル庭面は幽幽法案に於ける斗00cc宛2回溶出にては木充分なるが如し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　予等の作成せる試瞼法に於ては試料を409と指定しあり，此の場合の牧得率は前記の如く100

％に近き値を出せるを以て新試験法の精度には不安無しと認む．

　（口）劃・稔値璽に就』て　　　　　　’．　　二・

　袈に謂ふ封稻値とはサッカリン試験の結果に於て誤差とし℃算定すべき量にして旧庵漬自薩の影

響により出現し，澤庵漬の製産に際しサッカリンを使用せざる場合に於けるサッカリンの楡寓量に三．
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：該當する’ものなり．　　　　　　　　層　　　　　　”

　前表の成績中本項に於て索むるものは25號99號友30號の3例なり・33號も一種の封稻成績な

るも同品は市販の澤庵潰なるが故に製康時に於けるサ．ツカギンの使用量拉共品質等は不明なり，從

て今の資料に値せす．之に反し前記の三試料は共に自家製晶なるが故に之等は本項の要求に好く適

合す・．前表に於ては25號ぼ0・77mgの成績を出し29恥曝30號の雫均成績は0・78凪9にして相

互に善く一致ぜり．此の結果はサッカリンの含有量10000分ノ1の澤庵漬に在りては7（’8％の檜

額を來たし誤差として過多なるの憾みあるも，本來澤庵漬の原料中には含窒素有機物に留む物質あ

り，而かも樽詰後貯藏中に醗酵現象の生起あり其際に低級含窒素物の分解作用螢まれ此の程度に於

ける影響の田現するは蓋し尽れ難きことならん加但し本誤差は溶性サッカリツの使用割合増加す

’るに從ひ其影響は漸減すること次の如し．　　　　　　　　　．　＝　　’層’

　　　　　　　　　　澤庵漬中のサッカリン含量と謝謡曲との關係　（第6表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　封二値の牧得率に及す影響

L’ﾟ錨鰹錨・・…齢
　　　朝廷即戦総器　　7β

20．0の場合

3．9

30．0の揚合　40．0の揚合　50．0の揚合

　　2．6　　　　　　　　1．95．　　　　　’1．56　　　　’

　追て封稻値の標準として右に掲げたる数量は前後二種の試瞼材料（試駿材料1號及2號）より得た

るものに付，實験営事者に於て』も其上値の認識に關’し楡討不足なるを識る≧難も目下該試験に要す

る材料の入手難の爲め之を以て満足するの富むを得ざ少しものなり．

　（ハ）見掛’の牧得率に就て

　見掛の牧得率とは試験に於てアンモニアの量より計測せるサッカリンの楡出絡量と澤庵漬に使用

したる溶性サッカリンの見掛の添加量との比率を云ふ．帥ちサッカリンを絶樹に使用せざる澤庵漬

はサッカリンの試瞼に而てアンモニアを磯生せす，從て封構値は0なりと認定し且澤庵漬に・使用す

る溶性サッカリンの純度は常に100％なることを漂砂としたる場合に於ける牧転回に加増するもの

なり．躍に見掛の牧得牽を問題とする所以は第一に朗詠法案に於てはサッカリンの測定成績に封し

て封稻値の補正を省略せると第二に溶性サッカリンの使用量に封ずる純度計算は實際上無硯さるる

ものなるを以て試験法案の實績は此の見掛の牧得牽に依存するが故なり・此の場合に眞正牧得率と

尋致せざるととは無論なるも決して無關係なるには非す，現に前表の威績に於て溶性サッカリンの

添加量・10mg及30mgの場合と20mgの場合とを比較するに100％に接近せる成績を出す貼に於

て後者の勝るを看る．此の間の傾向は次の如く爾傘聞の理論的差額を知れば之を諒承し得べし

　溶性サッカリンの含量

露．繊灘灘磐鰹

1　　　10000　　　エ0　　2．30（0．02）

2　　　　　　β663　　　　　15　　←）0．30（0。01）

S　　　　　　5000　　　　　20　　←1）1．60（0．03）

4：　　　4000　　　25　｛→240（0．05）

見掛の冷肉峯と眞正歌得難の關係

　　　　　　見掛の牧得寧の超過％量

（第7表）

純　度　96．6％　　純　’庚　　98％・　純　　漂…　99％

の、．揚　合の　揚　合の　揚　合

　3．89（10．03．）　　　　5．28（0。C4）　　　　6．28（0．C5）’

　1．29（0，02♪　　　　2。08（0．04）　　　　3。68（10．05）

00：01（0）　1・38（0・02）　2．38（0．09

（→0。82（0。01）　　　　0．58（0，G2）　　　　1．58（0．04）

備　　　　　　考

澤唐心1409中のサツカ
ツン（純度1CO％）によ
り消墜費さるる50分定：規
硫酸の計鋭〔量　（CC）

　　　　0．83

　　　　1．24』

　　　　1。66

　　　　2．G7
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　5

　6

　7
　8
・　9

　10

3333

2857

250り「

2222』

2060

1818

30　　　（→2。9e（0。07）　　（→1．31（0。03）　　　　0。08（　0　）　　　　1．08（」．03）

言5　　　〔→3．30（0．09）　　←）1。71（0。05）　　←）0．32（　0　）　　　　0．68（0．02）

40　　　←）3．55（0．12）　　（→1．96（0．07）　　←）0．57（0．02）　「　　043（0．01）

45　　　（→3．80（0．14）　　←）2．21（0．08）　　←）0．82（0．03）　　　　0．18（0。01）

50　　←）3．94（0江6）　　（1→2．35（g．10）　　（→0。96（0．04）　　　　0．04（　0　）

55　　　←）4．10（0．19）　　←）2．51（0．11）　　←）1．12（0．05．）　　←）0．12（　0　）

謡　表中之〉藪：量は次式に慷Pて求む

　　超過％量一（鰯4郭害6＋α18一・）・…

2．49

2．90

3。32

3．73

4L15

4．56

　式中αは目療とナるサツカ』リンの含量（旧庵潰100琶當りの・三ng最）．を，6は使用したる溶1性サッ

カリンの純慶を表し，係敷0・9947は試験成績第5表に掲ぐる員正牧得傘のZF均値にして係数0・78

’ρま1謝稔イ直とすゲ，

　表中（→の符號を附せるものは不足量なり・．・　．　　・　　　　　　　　　．　、，　・　　　　読

　表中に於ける括弧内の敷量峠タ6量を50分定規硫酸の㏄数に換算せるものなP遍　　　　　　　　害

　備考には後丈に掲ぐる試同法i案に基き算出したる数最を記載せP，

　前表中純度96．6％の項に於て溶性サッカリン含量の試料1009當リユCmgなるときは掲載量は

　　　　　　　　　　　タ鎚・％，にして・瞬のときはα01％に減少．930即ときは解1脇無力口髄駈

の關係は計算ギの錆果なるが之に封座する實瞼与の成績（前文参照）も亦之に相似なる傾向に在るこ

とを燃すべレヒ　．・，　一．　．　．．　．　．ヨ
　前表の適用は主として前記の事晶出討の：爲めなるも當面の要求に鷹するものば表申一部の記’録に

過ぎ魂｛乃て蝕に前表に於ける記録の露趨を解読せんに各数量は見掛の牧得率と眞正牧得率と’ゐ差

額なるに付右は溶性サッカリン添加割合の計量に及ぼす純度の影響率とも金武され，惹ては後に掲

ぐる試瞼法案の結果より測知さるる溶性サツカリ’ンの所謂見掛の使用量と純度より精算しだる添加

割合の齪額値に玉壷す．從て詩篇係よの溶性サッカリンの使用上に於ける注意事項に關する件を考

察することを得．印ち前表中純度による影響の僅少なる場合を集計すれば純度95％の品に在りて

は1號～4號之に相當し（記録としてはユ號は2・3％の値を有し3號は1・6％にして尋號は2・4％

の値なるも之等の激量は實験的に’は50分定：規硫酸の沿費量に於て夫々0ρ2gc・0．03cc及0105ceに

樹慮するものなるに付當然看過さるべき實駿誤差に化す㌦後の場合も同様に懲察さる），純度・36．6

％の品に在．りては1號～’ U號注目され，純度98％以上の高級品に在りては全山悉く條件に適合す．

僻繊95㍗99％無血に亘り樋なるものは1號よ1り4號姪る4種と勧・之に比し擁

の影響顯著なる場合は96・6％以下の低級品に在りて5號以下なることを指摘し得べし．，此の結果

はサッカリン含量の4000分ノ1以下なる場合に於ては警砲法案に明り：求めたるサツカリ老の成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
は添加用に供したる溶性サッカリンの純度如何に拘らす共使用割含に合致することを表現し含量

4000分ン1以上の場合に於て純度96．6％以事の低級品の使用さるる場合に限り試瞼成績と使用割

合と醐噸観射る・とを纐するなり・・例へぼ纏95％喘を搬講徽らさ肪灘
て2000分ノ1量に添加する場合には用量に於て多少の雪加ありと難も決して試験法案の限度た達

する1こと無く1920分ノ’1量を超過するに至り之に抵漏するなり←　’♂．’　－．”＼　．と三

。日記庵漬ρサッカリン含有量測定威績（第二）・
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　　　試験傑件 歯 型 ・成 績

・黙郷帳芭竈魏
36

37

38

39

40

41

4盆

43

44

45

46

47

48
、

49

．う0

51

52

δ3

麗

55

56

57・

58

’59

60

61

62

63

64．

65

6β

・67

4

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

6

〃

〃

〃

20

〃

ラ，

21

〃

〃

〃

頭　　　部

中　　　部

尾　　　部

右3部混合

頭　‘部
中　　　部

尾　　　部

右3部混合

頭　　　部

中　　　部

尾　　　部

右3部漉合

　r＋皿

　　五．

　　1

　　五

　　皿

40

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃・

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

　樽内の潰込位置

7騰霧i：：醸箏〃

　試料は頭部
　7號と潰橡同一
　なるも7量虎より
8二段下甑の中央　〃
・部に位置す

　試料は頭部
　＝冬季製邉に係る

9もの

ユ0．

11

．12、

13

14’

試料は中部
〃

〃

〃

〃

〃

四季製造に係る
15もの
’

】6’

17

18

19

試料は中部
〃

〃

〃

〃

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

80　　十

〃

〃

〃

〃

〃

十

．十

十．

十

十

40　　十

〃

〃

〃

〃、

十

十

十

十

アンモ三アの
中和に費せし
50分定規酸液
の最
　　（cc）

　　4．351

　　2。72

　　2．32

　　3．06

　　1．50

　　1。58

　　】。81

　　1．65

　　5．31

　　3．81

　　4．11

　　4．50

　　3．6崔．

　　3．62

　　3．49

　　2．43

　　2。53

　　2．26

　　2．23

4．83

4．35

3640

8：64

9．43

5．90

4，40

5．22

．7．44

　1．47

　5．55

　3．c4
b

　3．51

試料1009肥
り50分定規酸
液の滑費：量
　　（cc）．

試料ユ00g當　溶性サツカリ
　　　　　　　ンの検出値にり溶性サッカ
リンの検出量封ずる試料の
　　（lng）　　　　　倍数（非壮時敷）

10．88　　　　　　　　52．44

6．80　　　　　　　32．79

5．80　　　　　　　　　27．97

7．65　　　　　　　　36．90

3．75　　　　　　　　　18．08

’　3．95　　　　　　　　　19．0与

4．53　　　　　　　　　21．82

4．13　　　　　　　　　コ．9て90

13．28　　　　　　　　　　64．01

9．53　　　　　　　45．93

10．28　　　　　　　　49．55

11。25　　　　　　　　　54．25

　9．10　　　　　　　　43．89

9．05　　　　魁　　　43．66

　8。72　　　　　　　　　42。03

　6．08　　　　　　　　　29．28

　6．33　　　　　　　　　30．51

、5．65　　　　　　　　　27。28

　5。58　　　　　　　　　26．89

12．C8

10．88

4．25

10．80

11．79

7．38

5。50

6．53

18．60

3．68

13．88

7．60

8．78

58．23

　、

52．44

20．49

52．08

56．84

35．56

26．52

31．46

89．69

17．74

66．91

36．65

・42，3雰

1900

3100

3600

2710

5500

5200

4600

5030

1560

2200

20CO

1840

『2280

2290

2320

3420

3乞8σ

3670

3720

1720

ユ900

4900

1920

1760

2800

3800

3200

1120

5600

1ζ40

2730

2360

謡前表中の数量は市販の澤庵潰に就き後交に記載する方法に品掠し．てサツカ．レン含量を測定したる成績

「　　なり．

　　　試料番號第4よP第1りに至るものは執れも試験材料の澤庵潰を輪切して三等分し各部拉に三部混．

　　合物を直接の試料としたP．試料第20號及第21「號は試瞼材料を縫切して四等分し各部を供試音P・
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表中1・1・皿・】V等は其音合に於ける各四分ノー片に當るものとす．

　忌中の成績算出に要する係数は第7表の場合に同じ．

　ノ　前表の成績を之を求むるに封りし目標別に額察すれば其結果次の如し

　（イ）一木の澤庵漬に於けるサッカリンの分布に訂する成績に就て

　本項の資料は試験番號36より54に亘るものなり，右の内47號迄は尋本の澤庵漬を横断して

三等分し各部に就て試験したる場合の結果にして虚血を試料別に分類すれば試料第4號・同第5號

及同第6號に就ての三群に分括さる・心心試料の状況を比較すれ総意4號及第6號に於ける頭部・

中部及尾部の三成績は共に著しく不同にして相互間に甚しき懸隔を有す．然るに第5號は略々拉肩

せる三成績を出せの．而して密語績の最高値は試料第4號及第6號に在りては共に頭部に存し第5

號は尾部の有する所となれり．以上の如き結果は一本の澤庵漬に於けるサッカリンの分布款態の概

して不均等にしてサッカリンの偏在部位は不定なる・ことを暗示す．随て澤庵漬中部のサッカリン含

量は決して∵奉に熟する七並量に相馬するものに非ざることほ凄然なり．興味あるな試料第5舞に

於て各部と混合試料と共含量の適々近接せる事實なり．・試みに第5號と第4號及第6．號との混合試

料の與ふるサッカリン含量を封照するに前者の19．90mgに封し後者は夫々36，90mg及54・251ロ9

を槍出せり．伍て第5號の傾向はサッカリン含量の低き爲めの影響とも推測さる．

前記により1本の澤庵漬に封ずるサッカリンの遺品含量を求むるに澤庵漬を輪切して其…部を供

試する：方法は不適なることを明にせり．然らば右の目的に副ふ爲めには一本全部を悉く供試するよ1

馳に途無しとせゆ燃れども心隔敵しく緻翻するを以て多少な娃も之を鵬イヒせんと

欲し考案供験したるものは前表曲試験番謡第48號以下第54：號に至る試料第20號及第21號に

打ての試験なり♂今同は澤庵漬の中心軸に浴び之を裂開して四等分し共一部を供試する方溝な外

共結果は前表に於ける如く第20號は各部とも近接せる成績を出し第21號は各成績中最大値と最

小値との間に梢々差を有するも卸値は輪切法の場合に比すれば極珍て僅少なり．要するに澤出血に

於けるサッカリンの偏在現象は横断的に妹甚大に露呈する場合あるも縦断的には篤して霧現ぜざる

が爲めなるべし．

』（口）同一樽内に於け母澤庵漬のサッカリン含量に關する成績に就て

　本項に於ける成績槍討に於ては同一樽内に漬込まれたる劇画漬箇々のサッカリン含量は綜合的に

欄を保持するものなり械騨ろ不同なるを翻とするやが強磁勲んと翻したる．もの

なザ然るに混同の報告に際しては右に封して充分なる實験を反覆する飴裕を有せ魂僅に前表巾

に掲ぐる試験番兵第55，號及第56號の試植材料第7號及第8號を以てする一箇の比較例を卜した

るに過ぎす．共成績は試料1009に付サッカリンを夫々5823mg・52・44mg測定し相互の差額は

与8mgなり・右の激量は斯筍場合に於ける比較差として過多とも將た過少とも認幽し得ざる中間の

威績にして之のみにては本項の意圖する所は遺憾ながら了知し能はざるなり、．．

　（ハ）サッカリン含量の概況に与する成績に就て

　前表に掲げある市販澤庵漬のサソカリン成績は総計18例にして共内雫均含量を検したるもり5

例あり，母線は三部横断方法による試料に就てのものにて頭部成績は2例を有し中部成績は11例

を数ぶ．從て嚴密なる意味に於て本項の要求に適合するも’のは5例に過ぎざるも本報告に於ては便

宜上全章を集計した．り．共結果次の如し．

』
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丁

亭均含量申
限界超過二二

第8表の試料中
限界超過箇敷：、

右の場合に於け
る検餌峯（％）

澤庵漬サッカ、リン含量の・趨勢　（第9表）．

　　　　　　　　　　・サッカリン含一量の限界

試料　　　　10000　分　　5000分ノ　　4000分ノ　　3333分ノ　　2500分ノ．　20qC分～　　　100Q分ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1以下1以下1以下総徴　ノ1以下1以下1以下1以下

18 0 2

ユ1

3

17

5

28，

9

50

11

61

18

1CO

　前表に計れたる所より大勢を推測すれば昭和14年乃至15年春期間の市販旧庵漬にはサッカリ

ン含量の10000分ノ1’程度のものは殆ど稀有のものとすべく5000分ノ1～4000分ノ1含量のもの

に到りても市場に出荷さるる割合は僅少と思料され，3000分ノ1～2500分ノ1含量のもの比較的多

数を占め大孚は2500分ノ1含量を超過するも4）と認めらる．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　●
　（二）澤三三製産季節のサッカリン含量に及ナ影響に關する成績に就て　　　　　・

．前表に禍載せる試料を其製造季節に從て分類すれぼ冬季製品の三三材粁には第9號より第14號．

に至る六種あり．春季製品は第4號～第8號及第15號）第19號の1」種：なり．之に就き成績を

集汁すれば次の如き結果を生す・

　　　　　　　　　　冬・春爾季製品のサツかリ城締比較（第10表）・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澤庵漬申サッカリンの含量

ド「「 @79』r乎堺10燃生0蟹分毛玉3築三千15蟹分壬’』呈0燃10難

三三｛篶二二「8、21．．．窮．難，．蕊1銘　i銘

　前表の結果に於ては冬季製品は’250Q分ノ1含量以下にて67％の検出率を出せるに春季製品は

30％に遮ぎす．此の営門は春季に於ける供給品の冬季用のものよりサッカリンを多量に使用せるこ

とを示現す．恐くは氣温の季節的攣化に準ずる食下の使用増加に封肥する結果ならん．‘

　右を以て實瞼成績に就ての解競を終る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲

　　　　　　　　　　　　　　　　総一，・　　　　括

　二上の記載に基き蝕k當試験の齢結言之に随俘する考察を掲ぐれば次の如し

　i昭和14年冬季三旬15年春季に於ける市販の澤庵漬に謝する三三の結果はサッカリンの含

量眼て6000券・1以下の診購騨料中に之を罐5000分・1搬のものは2箇効て試

騨糾の約・・％岬當し12500分・．1以下のも嘩50％を占あ20QO分ノ1界上のもの約40％

なり此の結果を昭和8年の試瞼成績に比すればサヅカリンの量は甚しき増加となり，近年サツカリ’

ぞ問題の低調なるに乗じ製産者のサッカリンを無制険に使用せることを示現す・但し右は’1本の澤

庵め頭部（根元に近き部分を去ふ）或は中部に限定さるる含量をも集計したる結，果なるを以て1本に

樹する干均含量のみを資料とする場合には其統計に露はるる標準磯叢記より多歩とも低下すべし

蓋’し澤庵漬中ザ，ヅカリンの公布は概して偏在型を爲すは當試験の究明’したる所なるを以て雫均値の

本質上其に由る限界は相當縮遺する筈なればなり．一　　ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔓
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　　2郷津；噛するサツ．カリゆ鮒を制限する爲めにサ効リゆ韻に課する郵に房剖曝

　に1CO二〇分ノ1含量を限定とす為読あり・然れども奉問題に付圓漏なる1解決を期待する場合には此

　の標準塗稽低きに過ぐるの嫌ぴφりと思推さる．雪雲瞼の結果に漏ればi現時の市場には右の再論に

　適合する漏話漬は殆ど供給されざる事始の認めらるるは右に欝する理由なり．3ζサツカ．玩ヒρ人盟

　に及す生理學的影響は主として榮黒鉱的に注目すタきことなる旨の學詮存究ると…方激午詠手0000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　分ノユ含章を超過せる品を供給して衛生上大過無かりし経験の實在するととも回読を固執するにも

　及ばすと認むる所以なり・然らば幾何二三低下するを可とするや三等の見解としては4QOO分／1

　含量を以て安當と認む．此の三品なれば前文に記せる岩崎氏の實験例の場合も支障を來たさす．唯

　搾今回の試験を顧るとき雌の限度に三三するるの．83％に及ぶ不結果を看るは遺憾とする所な’り・

　撚れども更に標準を右の値よ、り低下するはサ甥力．リκ使用制限の輕旨を渡託するの結果を招致する

の惧れ効・蓋し斯る場合囎応力．膨Q韻に偏在雌の存するに、より澤縮中音K牙三二外

　に多量のサッカジンを含有するも¢！の供給を阻止するの手段に回せくも∵

　　3前項に於てはサッカリンの限度・を主題として記述したるが其場合に於ける「澤庵漬のサソカ

リ・含量！蹴て齢議するところ典巽かりき・右はi醐問題三三⑳稀准るもの三三へば

　供試晶の清酒或は醤油の如き液歌をなす食品なるか，若くは果實蜜の如く製造中に於て一旦流動盤

●を形成するものなるときは製品中に於ける三三秀量は其儘目標とする「含量」・に一致す・從て共塵

に何等の註解礫要挫すく然るに今回の場創。膿品中に於けるサッカリンの分布購ね偏在す

　るを以で一本の澤庵漬に在りでも部分的含量≧二丁含童と．は屡々懸隔すうこと・あり・・又同一「樽璽㌫

のに託ても三三は均等に押回・胎有するや疑問なる鋤弊殿の附ら旧る．吟

　量」に回し條件を指回するの必要を生す・加之今の場合は澤庵漬にi封ずるサ平汐．リ4）使用制憲と

　直接の蓮繋を有する之と故右の趣旨に三鷹せる澤庵漬のサッカリン試験洗に於ても案の作成上之が

　解決を要望するな’旗抑々斯る場合に於ける要領として條件には1サツカリ．ン使用割合の犀映あるを

　可とするを以て三面の主題は一樽の澤庵漬に封ず．る代表的サッカリン含量の認識に蹄す・・此の件に

　關し本報告に於ては次の加．く’老察：したか・u’．一　　∫・…　　…　．　　　　・…　　　　　　’

二先づザ・、溺ン鑓の偏襯三三き共様相を鵬するに灘内漁りて幽漬大禄1ζ・籾型・

　の移入するは滲透作用’によるも9の如し・從て使用したるサヅ．：㌍」老の悉くは大根内に吸牧されす

共翻かは糠分目磯回す・’三三庵漬の蟻は手工数よるもの故旧カリンの二二緯緻台

　同率を以て行はれすと看る♪又三内に於て大根箇々の旧くる歴力玲三等なりと妹想像レ難く共結果

　ばサッカウン含量に於て不均等傾向の助長となり漬込層を異にする場合よりギ甚だしきは同一暦に

在る場合と難も屡々サッカリン含量（干均値としての）塗著レく相違すること無きを：曝し難かるタ

　し歌二二の如≦陥る以土は一三の二二漬に封ずる代表値に相記する試料は二二に於では到底捕捉

　し能はざるものと解繰す・・　、『、　　　　　「－．．　．　、．・：！　』∵　　　　　　　、、．

　右の如く・認定さる’るに到’りては≒樽の澤庵漬に封ずるサツカ’リン含量の代琴値は樽内に梁ける温

熱轡の鄭るサ・カ・・鰻の綜轍魚ゆ㈱するを幣の鍛とすべレ顯白勺嘩を求

むるにはr一樽の内容物に就き少くと’も漬込暦を異にして二：箇以上の澤庵漬を抜取り各自均卸量を測

定し之を酔均すれ購硬勤働了知するを得んか此暢餅均値の伽畔分白蛉量を充

用するも限度低き場合にはサツ・カ．リーン含量の偏在性は鋤鍋ならざる傾向φるを似て例へば4000分
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ノ1含量を標準とする場合に雫均値を以てせる場合と大差無き結果め出現する場合あちんも素より

限度に開眼ナる不安は部分的含量による場合勝るべし．次に附帯問題として駅頭するは一本の忠庵

漬に験するサッカウンの奉均含量を簡易に測定する手段如何の件なるが，此の窯に就ては予等は前

文に揚げたる4分1縦切法を利用すれば可なりと信ず．後文に掲ぐる試験法案に於ては試料の調製

手段を以上の方針に随て作成したり．
　　　　　　　　　　　　り
　追て前に記せる手段により測知さるる一樽の澤庖漬に画するサッカリン含量の代表値は酒煎一上の

サッカリン使用割合に一致するやの質問あるとき本報告に出ては自信ある回答を提出し得ざるを遺

憾とす．之に翻しては梢々大規模の調査を要するが爲めなり．

　　41、箭記を似て試験法案完成の臨め拒薇七待望中なりし案件は整備したり‘此の機會に案の要領

を抄録ぜ！した精度は珪論的には略100％（記録としては98・8～100・2％とす）に相當する敷…率を有す

るも表面上は幾秀右より低下する成綾を寓すべし．要するに心際の場合に於ては溶性サッカリンの

純度率を無覗してサッカリンを便用し且試験は封乱採：（前文参照）を顧慮せずして行ふにより斯く結

果するなり‘，但し純度の影響ぼサリヵリンの限度を4000分ノ1含量以下に規定する場合には甚し

く減退するを以て右の關係まり生するサッカリン使用：量の過不足に就ての懸念は其際殆ど解直すべ

し．

　面出法案には甘味將としてサッカリンより毒性劇しきヅルチンの混用されたる場合に於ける魚座。

旙じあり洪鍛は繭髄に驚ものに付郎隣に過ぐるの融融とせざるも，ヅ・レチシ

嘩用の徴候未だ盗れざる目下の場合に於て其定量の爲めに徒に實験手数を費すあ必要ありゃ疑問な

るが出た右にて差支へ無しと認む．當試験の初期に於ては予等は次記の如き晶出的方法に猿リヅル』

チンの存否を検せり．参考の忌め蝕に附記せん．

　甘味を溶したる残留を試面面に容れ之に硝酸第二水銀溶液3～4滴及苛性ソーダ溶液（1＋99）1～

2滴を：和し熱湯中に数分蘭放置したる後少許の通酸化鉛（：PbO2）を投加するにヅルチン存在すれば

紅紫色或は藍紫色を呈す．

　試瞼法案の前牟は澤鷹潰よリサツカソンを抽出する操作より詮議後孚はサッカリンの分解によ

り花生せるアンモニアの出定試験にして共抽出法には別に新奇のもの無く叉濁説法も早晩藥局方に

』牧載ざるべき性質めものなり．併も實瞼の速度は少しく脅熟するξきはi日間に2種の試料に就て

の試験を途惑し得る機構なるに依り，次に記す案⑳公定法に旧地されんことを望む．

　浬庵漬咋サツ沁リシ（溶性）の試駐法案

　一樽の内容に付少くとも漬暦を異にせる澤庵漬二箇以上を抜取し各之を縦切して四等分し共一・片

を各澤庵清に出する検艦に供し次の試験を行ふべし．

　丸丸の細劃せるもの509をベツヘルに】反り温湯100ce．を注ぎ屡々藩論しつつ、30分間60度を

超へざる温湯中に放置し布袋を用ひ溢に乗じて歴漉し共残澤に再び温湯100ccを注ぎ前同と同様の

方法にi膿り温浸し次で歴漉し前後の漉液を冷後250ccの測容堤中に合じ之に苛性ソLダ溶液（1十

ig）を沿革しリトマス紙に中性の反慮を呈するに至り15％の壁隣籔溶液及30％の硫酸亜鉛溶液

各’5ccを順次に添加し更：に水を標線迄加斗壕を密栓して善く振嚇し30分間静置したる後沈重を乾

燥濾紙を用感そ濾過し其濾液200CG（検層409匠相當す）・を分液漏斗に容1れ之に苛性ソーダ溶液（1＋

2、5cc友エーテル100cc層を加へて＄秀聞善く振適し艀置して二明暦を完全に分離するに至りアノヒ
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カリ性水溶液を第二の今液漏斗に移し第一の分液漏斗中に残留せるエー・テル溶液に水ユ9ccを加へ

振登して洗澁し洗液を第二の分液漏斗中の液に合し後の三三に供すべし．

　第一の分液漏斗中のエーテノレ溶液を初め水20ec及酷酸0．5ccを以て次に水10ccを以て最後に

炭酸ソ・一ダ溶液（1＋99）20ccを以て血盟洗面した葛後エーテル溶液を硝子壕に移し蒸溜してエー・

テルを去り残i留物に水4ccを加へ加温して溶解し冷後溶液¢｝2’）3滴を味ふに甘味を感ぜざるを要

す．

第二の腋四日の。，。カ「 叶ｫ水溶羅盤，・1・ぎ勧一興解し次で鰍1Qceを秘之歴

次2憎憎100eeのエーテノレと共に振遇し前後のエーテル溶液を第三の分液漏斗中に合し水20cc及稀

塵労2滴を加へて呼野し静置して二液暦を完全に内罐｝るに至め土ニデル溶液を長藪硝子堤に移し

1Qecのエー・テルを以て分液：漏斗を洗干し洗液を壕中の主液に合し60度を超えぎる温に於てエーデ

ル塗蒸溜し残留物に炭酸ソーダ溶液（1＋99）5ceを加へ加溢して溶解し溶液の1滴を味ふに甘味を

　　　　　　　　　　　感知するときは残液に慶酸5ccを和し之に素焼破片1～2箇を添加し還流

栓 ⑤9

乙

曝

露

圖

解

。

聾

冷却器を附し石綿抜上に七301分簡煮沸し袷後年約20c6を以て冷却器

を洗遷し洗芋を主液に合し次に雪年に室氣を通じて換氣を行ひ塵酸の刺

激臭を感ぜざる早り堤に二子を有する栓を施し其一・孔には殆ど堤底に達

する甲硝子管（内径約6mm）　を他の一隅には蒸溜用に供する乙硝子管

（内径約8mm）を挿入し乙管は戦勢に鞭て45度の傾斜を以て開口し肝管

邊は殆ど甲羅に押鯛せしめ堤外に於てはりービヅヒ冷却器に連絡し更に．

有孔栓及接胆管（下端の内径約5血m）に由りて豫め50分定規硫酸液

10cc喫水10ecを容れたる受器に蓮臥し接一管の先端億酸液中に没入

す・先づ脚半を通じて苛性ソーダ溶液（1十2）．10cgを徐々に飛騨し次に

雪解より水型押を導通すると同時に壕の内溶液をカロ熱しつつ一分間に約

5ccの溜出速度を以て蒸溜を行ひ蒸胃液溜出し始めてより五分間を経過

するに至り受肝内の液面を下げ溜出管口より約2cmの間隔を保たしめ

更に2分間蒸溜を穂貸したる後押器内㊧畔塗に淺存する過剰の酸を50

分定規苛性カリ液を以て還噂するに各桧膿とも共蒸溜液の泊費したる50

分定規硫酸は幻ccを廻ぐべからす（標示藥　メチルロート溶液）．

　60分定規硫酸　1Z中硫酸（H2SO冶98．076）0．98089を含有する液にして共10ecは純：重炭酸力

20・0209の水溶液を中和すべし（標示藥メチルオレンヂ溶液）　　　　．

　本液1ceば溶性サソカリンC7H4SO3NNa＋2H204．822mgに適慮す．

　50分定規カリ液製法　10分定規カリ液20’ccを水を以て1Zに稀即し製すべし．本物10ccは

50分定規硫酸コ0ρeを中和ナべし（標示藥　フェノールフタ、レイン溶液）・

　交概　（11．坪井．衛生試験所彙報第47號　 95頁

　　　　　　（2）岩隣　糧食研兜第111號　355頁
　　　　　　（3）　　Richnlond：　　Jou■n．　Soc．　C｝＝en1．　Ind・　37　（1919），’246

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和15年．9月
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・澤庵斜めサツカ，リン含量に就て．

技手遠㌦藤與作

　　　嚢に予等妹澤庵潰のサソカリン含有量を試撤する方法に出て報告せしが，共の際市販品に於ける

　　含量の録画は之を充分に認識する迄には至らざりき・蓋し澤庵漬中に於てサッカリンは偏在せる爲

　　φ前記の要求に掬する調査方針は綜合寄準に裸筍の他無く，從事者2，3名の實瞼力に頼る限りは

　　鮒籍の‡嘩隠り驚鱒申噸鶴甲津幡8鱒蝉學搬縢騨職生を醐．
　　し得る機舎在り、たるにより漸ぐ本報告の材料を入手し得たるものなり．．次に掲ぐる成績は生津，宮

’　地，阿部，松島，芥川，・：方波見，五十嵐松岡及大石諸君の實験に負ふ

　　　　　　藤野潰及糠中のサツガリ．汽倉鮫（ユ009回り・1耳9．・量を以て示す）威績（第1表）　　、．
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㌧グ　’

’〃

〃

〃

〃’

〃

〃

、〃

〃

〃

〃

〃’

〃．，’

〃

〃

澤庵・一r；本に封．

する雫均値・

三門實購
『17．ユ3　　　1（蕩35『　『16．丁6　　16．7δ

15．68　1　ユ17．13　　　ユ7．90　　16．90

」13。39　　　15’．8（｝　　・17．ア3’1δボ64

14。00’

20．98　　　Σ5．69　’　24．CO　23．56

17．49　・‘』1≡9．32　，　　23。76　　2〔、，19

19．05二　11～釘1…S　　　18．69　工S．01

31；…35’：・；重～≧L．学2’F』歪gi63　　2β．5S

47；76　』’「’20謡≧6　　　23．40　　30．47’

32．8｛）　　昌23こ28　　』’23．σ穿：Σ6．37

3L6δ　：、28．03　　　23．33、29．34

25．93，　』』46．31　　　50。29　’40．84

、エ3、87　　　14．34　　　14。13　14．11

，・ P9，05 16．β8 20．14

46．？9・　’．；48。96　　　4毎。59

f5．（9　　．50二17　　　45．10

亀．、．』@　　1う

18．．69

47。1魂

43．45・

1善、

罵

16．64

15178

15．32

附着糠

36β5

rO．19

Σ3陀2正

樽番號：

22．31

’22．03

17．61

三8，10

28．22　　35．56

27．14

28．34

42．81

14．11

17．96

、16．88

16，76

46，07

43．19・

14
1

　5

　6

1
・7

．／駐

／m

！・

1

樽底に
溜・れる

釧汁

35．09

r

．89．7δ

34．CO

35．94

謡軍均値の田中討算数と在るは旗，中及尾部の三耳当値の本均にして焚験敷と在るは右三部の試料を混

　．和し之に就きサッカリンの含最を實旨して得たる成績とす．

　表中に於けるサッカリン績は澤庵漬を輪切とし三等：臥せる場合に於ける各部の1實測値とす，但しロー

亀
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マ欝を冠せるものは澤庵灘縦切して四‘紛をる場合k於け確片棚定値厳當するものなη・

サツ刎ン含量の測定方法は前報告に掲i詰る脈回る・

樽内の漬暦は概ね6～7段なり．

本塗の成績は5箇所の販画所より入手せる16．本の澤庵漬を試験せる結果なるが表上の測出値は

サヅカリンの試料に封し最少25000分ノ1量より最大2000分ノ1量の範園に亘れり∴・1本目旧庵

に於けるサツカリグの分布は22號及32號の如く歯噛なるものと31號ド35號の如く偏在の甚

大なるものとを混質せるが故に其の三唱は一寸に律し難きことを知る．糠中のザッカリン量は概し

て共の附着せる澤庵より多量なるも34號に於ける場合の如ぐ之と反樹の成績を出すものあり．

　本寺は樽成績として7例を有す，各個内容の箇々に於けるサッカリンの分布は4號樽の如く比較

的軍純なるものと8號樽及9號樽の如く頗る複雑せるものとの封立あり．二：方参考の爲め試験した

る樽底に溜れる糠及位の成績に在りても糠分中のサッカリン量は箇々の樽に依り異る値を有するも

のと認めざるを得ざるが如ぎ結果を與へり，唯だ汗中の含量に於て8號鱒及9・號樽の相互紀近接せ

る値を出すは汗のサッカリン飽和溶液なる黒占に鑑み唖然の結果と思惟さる．

　此の際1本の澤庵に付き見出されだる愛ツカリンの亭均含量を中心として表上g）記録を再楡討す

れば後に述ぶるが如き事實の存立せることを了承し下女表は第1表の成績に基き算出したる敷量

を適宜登載したるものなり．

測二値比較成績．（第2表）ゆ

磁位1

澤塵糊

李均値として二目

値の計算値超過白

重　　　　考

早均含量
　（箕測値）

　22

　24

　23

　26

　25

　29

　30

’　31

　34

　27

　28

　35

　32
・・

o1

36

37

一　　〇，11　（一　　〇。66）

一　1．12　（一　 7．10）

一　　〇．32　（一　　2。09）

0・　（認定　）

一　 1．25　（一　 5。60）

十　　1．84　（十　　8．35）

一　 e．40　（一　 2．27）

一　 〇．48　（一　　コ．71ユ

ー　　2．25　（一　　ワ．97）

十　　〇・77　（十　　2．84）

F－ @　1。00　（一　　3．53）

十　　1．97（’十　4．60）’

　0．

一　　〇．73　（一　　4．06）

一1・93（一1L52）

一　　1．0｛些　（一　　2．26）

一　　ρ．26　（一　　〇．60）

難犠態舞騨灘ll灘
　　　　　　　　　　　，∠＿＿　膨．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1

　　　i
16．6盗　1
　　　　
15．78’
p

　　　！

15・32 P
4・。・i

22．3■

22，03　1

　　　i
17．61　！

28。10

28，22

27．14　1

酬
器
　　　↓

ll：1創｝

　　　　
46．07’ g
　　　旨

43．19　1

　　　｝

　0．78

　2．22

4．34

b．（認定）

4．71

6。2ア

2．ラ7

　6．63

畠27。50

　9．77

　3．62

24．36

　0，47

3．26

3，37

15．08

騒括弧内の藪量は二軸値に蜘する超過傘（％）を示す

i
5

1

；：豊1・！

2；41　　　　5

0．（認定）　6

3．3S

4。54

1．44

3。25

19．54

6。43

3．31

16。88

・0。24

2。18

3．38

2．89

6．98一

｝グ

／・．・

ト

｝・・

3し55

0・（認定）

15。07

27，50

32．42

15。08
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　本下上の言O録に麓きサジヵリンの雫均値に回し共の合理性を回せんに22號・26號ポ32號及

37號は實測数と計算数と良く一致せり，之に亜ぐ好成績を出すは23號・27擁・30號・31號

及33號の5種なり．以上の場合と異り33號の第2例及34號の2種は2数の聞に甚だしき懸隔

を有し，24號・25號・2＄號・29號・33號の第1例及35號Z）6種は芳しからざる結果を，’

看う．無論不一致酒器の申には實験上の過誤に蝸されたる場合のものも介在するならんもサシカリ

ンの著しき偏在現象の影響に依る場合も在るべし要するに本表上に現れたる所に於て合理的なら

ざるものとして24號・29號及33三二2例の3種を指摘せ・ざるを得ナ，今三等の不合理なる成

績を抹殺すれば堀上の實照準均償より後に掲ぐる2表を誘引し得べし．

旧庵漬のサソカリン含有量（澤庵1本に封ずる代表値に櫨る）

の標準に關する成績（第3表）　　　　　　　・

麟超。呂、醤盈，）・［・・以下125玖下1・・以下・・以下1・・以’下

供試澤庵数　（総藪：16本）

臨雰胤叩打離
糠鎌裏i騰重

7

0

0

供試澤庵は昭和15「牟夏季中の販喪品なP

2

0

0

4

1

1

0 3

1

1

　本表に擦れば1本の澤庵に封ずる概念的ナツカリン量帥雫均含量は共の値5003分ノ1量以下の

場合は供試激の44％を占め．4000分Z1量迄とする場合の所在率は57％に向上し，3330分ノ1

量以内の場合は80％強に相當し2000分ノ1量に及ぶものも約20％混在す・

　次でナヅカリンの響町含量と部分的含量との間に生する差回を各試料別に比較するにサッカリン

手筆含量の5000分ノ1以内の場合は雨者の間に於て著しき懸覇を有するもの無く，標準をメ000

分ノ1量とする場合に於ても右と攣らざる傾向を看皐され概して亭均含量の認定を有意義ならしむ

るも，標準を之より増高せば共塵に出現する差には往々にして著多なる場合のものを磯見し手払含

量は代三値に適せざるもの多し但し稀にはナッカリンの分布は意外に均齊にして亭均含量の三二

を承認せしむるものあり・第1及第2表に於ける23號及3§號の成績の如き之に該當すうものな

り．

樽軍職に観察したる場合に於けるサッカリン含量の成績（第4表）

讐轟轟繋　鱗灘三面餅
樽　成　績

販喪

i別

合番號

臓懸離離購即け朧諺叢
大差i

紅　～匿

サッカリン含量

i代表値探用）の

・｛l

B　　　6

C　　　7

　1

僅　少

㍗〃

　無

稽々大

；：翌

・・認定）　1

4．64　　　　　　　　0．28　　　　　10．49

0．86

5。07

僅　　　少．

僅少（認定）

無　（認定）．

t甚、牢

15．78’）16．64

　15．33

　　4．GO

17。61～28．10

6000分ノ1

6500分ノ1

250GO分ノ1

認定不能
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D

E

，1甚大

∫9
ho

　〃

精々大

19．54

ユ6．88

『6ご98 2。88

1．20

3．85

1．C8

28．70

僅　　　少

甚　　　大

註表申の数字は澤庵潰10ρ9當りのサッカリンmg量を示す

結 語

27．14（ノ28．34

14．11～42．81

43．19～46．07

　〃

　〃

22CO分ノ1

　今回の調査は昭和15年夏季中の市販品を封象となす・其の結果は澤庵漬のサッカリン含量とし

て4000分ノ1未満のものは市販品の略傘激を占むることを識り，之を前」同の報告に係る昭和14年

より15年に亘る冬季品の場合と比較するに槍出成績は減量の傾向を露呈し，時局の影響により約

牛ケ年の経過の問にサッカリンの使用歌島は節約方向に推移せるを察知したり．興味あるは本調査

時代に於ては需要者の一般は市販品の甘味に墾化の生起しつつあるを感知せざりしことなり．要す

るに本調査の結果に現れたる程度の意味に吾人は長期間馴育され在りたる・を想起す．’從來澤庵漬の

サッカリン使用歌況は5000分ノ1量未満を通例とし概ね此の程度の甘味補給たより市販品として

具有する風味に不満無く，2000分ノユ量の如き高含量品の供給は恐らくは最近に於ける」時的現

・象なりしを疑はす．以上の面面に基きサヅカリン含量の40り0分ノ1量以下なる品は寧ろ澤庵漬製

造業者に在りても亦馬丁業者；⊂在りても今日迄旧當之が供給の経験を有するものと見倣すべく，且

つ市良品と・して需要者の嗜好に重ることなき品なるを熟知せるものと云ふべし．

　本調査の結果よゆ澤庵漬1本に於けるサッカリン含：量（手細道）と其の分布歌態との關係を按ずる

に・含量の標準を500α分ノ1章とする場合にはサヅカリンの分布は均齊を保持するものと認めら

れ，．標準の4000益ノi量の場合も止金著なる不良は現れす，亭均量は能くユ本草りの含童を代表

するを以てサツカリ．ンは有利に使用されありと解するを得，然るに標準を3000分ノ1量以上に置

く場合たは偏在現象は惹起され易く，．随てサッかリ・ン含量の認定は不能化する場合多し．：更に樽の

内容に封ずる代表値としてのサッカゾ詫含量を求むる場合を問題とすれば，標準を1本當りの含量

に付き5000分ノ1量未満とするときは代表値としての認定上に不安無きも，’標準にして之を超過

し4000分ノ1量に達するときは1本當「りの義血含量は樽成績としての代表構を屡々：失格すること

あり・概ね樽軍位のサッカリン含量は其の低級なる場合を他にし七は認定困難なりと解さる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和16年10月　　　　　　　　　　．

’
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食品の甘味料としてサッカリン使用に關する研究

　　　　　　　　　　　　　（第4報）

　　　　　　蒲鉾難のサツカ．リシ．僖用朕況

　　技手遠藤與作．　元囑託渡邊順璋

辮卿鼻高高と．匡ツカ．リンを使用することあ娃二丁騨し所なるカミ・記憶に

靴碍筆しても鰺棘山頭調て藩ρ一種類なる伊藤にサ・カ・ゆ飾灘され輝

旨綱舞嘩iあり僚遡にサ・’カ・槽用の鞭三時耕鱗輝に構濁閏ゆ腋る

もの・螂鯛澤騨啄磯回の一巡蒲鱒に勲す雛珈し所脚・
翻蘇於て丁丁んとする瀬醐のサ・カ・・含輯記法醸て二二鰺照すべき文蔽

献けり．伍て三等は最初に之が研究に着手せり．

　　　　　　　　　　　　　1試験方法の検討

　予等の施行したる試験方法と錐も共骨子は澤庵漬の場合と異なる所無し，印ち第一段は試料よリ

サツカリンを水溶液として抽出する操作より成り，第二段はサッカリンのエーテルへの韓出，第三

段に於でサッカリンの加水分解を行ひ，第四段に於て分解産物アンモニアの蒸溜滴定に到るものな

り．

琿鍛リサ・カ・・の郷工棚温湯を以て虞遷するときは澤艦暢合と異り極めて限の成

績を與ふ蓋し蒲鉾類は何れの三種に在りても魚肉蛋白を主要原料とし之を蒸熱して製造するもの

なるが故に，サッカリンは製品内に於ては凝固蛋白に由て包含され爲めに温湯浸出に張靱なる抵抗

力を凄現す．「但斯る場合の抽出に三園続物質を消記するの手段あり．之に使用する円理剤としてア

ルカウを用ひたる場合に於ける共の三二を検せるに次に掲ぐるが如き結果を與へり・

　　　　　　　　　　サッカリンの抽出方法に嚇する比較成績　（第1表）

試瞼

番號

。

試 料

材　三三三二醜禦弁
、1

．2

3

4’

5

－6

7

蒲鉾　1號

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
蒲鉾1’號の
溶解せるもの
サツカ　リン
溶　　　　液

20．0

〃

〃

〃

〃

40．0

〃

　　幽界極量中

供試量諺暮差回田剤

　　量（mg）

32．09

40．0

〃

〃

〃

〃

6．4

8．0

〃

〃

〃

16，0

〃

温　　　　湯

1％の；炭酸
ソーダ溶液
0．5％の苛
性ソーダ溶液

1％の苛性
ソーダ溶液
2％の苛性
ソーダ溶液

　　〃

　　〃

被抽出物の
状況

サッカリン
の検出量
　（mg）

不予蛋白
多：鼠残留
膨・化蛋白
多景残留
不溶蚕白
多貴凌留
不溶蛋白
少：鼠残留
蛋白殆ど全溶

2．749

7．340

7．482

7．739

8，112

16、CO9

15．826

．，測定能率

騒　試験に供したる蒲鉾は東京市内の某店よP購入せる原料の摺身よP自家調製したるものなり・

42．95

91．30

93．53

96．74

101．40

1CO．06

98．90
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、

　　蒲鉾1號は自習身Pにサッカリンを牽に：記載ρ割合に添加し官旨く撹倉レたる後力鐸灘るも¢～・同1’號

　　はサッカリンの添加を省略せ’るものとす・　　』　　・．　　　　　　：

　　第1號の試験に於τは計器にて麟［したるもの409を動醗漬の試蝋前継目）嵐毒く洞一

　　の方法に隷り属に温湯40qgCを加へ30分間60慶に於で抽出した払，第2號偲第5號嬢試験に於で

　は1號蒲鉾5egをご取1．り7之㌍妻々神出用液400ceを加叡3Q分’間60度にて抽恥せり（ま由但後の野作

　　に就ては後文参照のこと），第6輩の試験に於ては1’號蒲鉾509を取P2％の苛性ソーダ溶液，

　400ceを加へ30分間60度｝『於て加温し蒲鉾質の殆・ど全溶するに至り拷K黄ツカリンρ0・2％溶液

一． ｹOccを加へ再び3Q黛問60度㊧泓盗堅作を反覆せP，第7號の試験に於では蒲鉾を供用せず試料と’

　　してばQ2％◎サッヵ；りγ溶農工qρcを取亘1之に多％¢＞1苛性易6ダ溶液40qcρを加へ3ρ．分聞60．慶

　　の温に於て加温せり．サッカリンの定量は何れの揚合も全く同康なる方法に隷る．

　　表中サ．ツカリンとあるは溶性サッカリンの略なP．

　本四績衷に回る題ロ．＜第1聯試験の場合にはナツカソ．4の湖定能率僅かに43％環なるに，，第2

～三三の試験眼て嫁能率は御記傘躍を途げ何れの搬に勧耶g三三の成論詰せり・

就中第5號は略100％Q好結果龍串回り・・．無論アルカリ液の濃度珍％¢）張く．作用レ蚕白¢）完盃湘

佑を得牟るが爲めな外三局に竣て抽脚目的・に墨酸アルカソにては作用力不尽し苛性・ア洩力蕩◎而

も濃度2％㊧強溶湛により．奏敷レたるな亘・

　前記を以て蒲鉾の三三に要するサヅカリンの抽出には相當濃度の高き苛性アルカソ．を朔1ひて女台め

て可能なるζと：蓼知得せし：が，此の廊理に禁ては抽出剤に依る三鷹り強烈なる、に由り域はサツ・カリ

ゆ撮購曙干の誤認翼鯉曝念附帯する・も論り・・勉とな耀τノ・規野離作

話て趣組成の二二馨素謡留分鰍舜と寒菊リ・燭〆夫・よ一二㍗租・齢

離す冷用顔する轍な鈴．・些畷三二鍋騨と・し真蹴獅笹鄭覇喚て騰麗
％の葡犀ソ鉄ダ溶漆電以てサッ．ヵ甥Z不二の蒲鉾を二二レた嶺後某iの蛋二二幽液に裏めてサ7カ，り

控添加して識せり・若し蛋白の測ヒ専サ幼リ凍近観るもり繊亥る場合には・當瀬に

於てはサッカリンに記し蒲鉾第はi離レく多量燕為に由．り・蚊に求1φ・らるる成緯辱10σ％・を超過するこ

と二心なるべ」然る．に三二の錆果な表に看融二極あて門下なり！、第7號はサッカリンに郵する

棚髄接の欄鎚焦る、もρ脚ミ・此暢興託ても測定騨三論敷と琳懸職韓
・す四温曄解）不適當ならさ；喬・被顔鴇高しむ・　　　　　　　　　　　・

　前沢の如く試験忍法の骨子は調達され牢るを以て次で其の精揮を検査するに次の如き結果塗験知

せり、．，　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　・　　　’

試・験・法の精度に關す・る成績（第2表）、
・　「L　　判　　LP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　r　ド　　　．　　　、　　　・　・、ア　　　　「　．

氏A駿　　材・　料　　50分魍
　　　一　－　　」　　　　■　　■　■

ｪ　　定　　能　’傘
試験

ﾔ獄
@1
日面加割合

サッカリンの添
供試量

　　　　　　供試血中の純サ硫酸の滑
@　　　　　ツカリ　シの：量：　　費　　　量
i試料1009當In9・：量）、（部（鵡。P・・當）’（㏄〉

試料1009
cリサツー

Jリンの
ｪ田量i恥9）
藁囲値
i％）　　1

7．見掛値

i％）

丁見掛値乏

ﾁ正値と
ﾌ差
秩刀j

　蒲鉾3號8
　（覧三脚

9蒲鉾2’號

1Ω同3”號

：鰻

　0，

10．0

10．0

　0
2ρ・0

40．0

40，0

40．0

4ρρ

40ρ

　0
9，6◎

9966，

　0　．

19．32

0．05

0．84

Q．86

軌06

L64

（0．6＄）

10．126　　　　98．30

1Q．367．　　10Ω．8Q

（o．72）

19．77　　　　　98己59

101．26

1£a．67

98ら85

2‘96、

2．87

0．26
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13

14

15

16

同　3”號

同　4號
（盲瞼用）

伺　4’號

同　4”號

20．0

　0
40．0

1』40．0

40．0

40．0

40．0

40．0

19。32・

　0
38．64

38，64

1。64

0．05

3．22

3。30

講溶性サッカリンは純度96・6％の局方品を使用蘭り・

19．77

（α63），

38．817・

39．782

98．59

98．84

101．33

98．85

97．04

99，46

’0．26

1．80

1．87

　當試験は何れも苛性ソーダの2％溶液を抽出剃に供したるるのなり，検田率の戻中見掛値とあるは

申出量とサッカリンの添加割合量との比にして置正値とあるは盲験値（表上の敷値中括弧を附せるも

の）を控除したる測出値と純サッカリン：量との比とす．

　原表に於ける第8號，第11號及第14日置試験はサッカリンを使用せすして調製したる蒲鉾に

就ての場合なり．印ち盲験に當るものなるが其の楡底値は概して僅少にして實験誤差の霊園を超へ．

ざる程度に付サッカリンの測出早事匠與ふる蒲鉾自艦の影響は僅微なるを知る．・

　本項の試験に於ける重窯は測定能i率特に毒心値に由る成績の可：否にあの．本表上に現れたるもの

は理論激の．100％を中心として若干の過不足を生ぜり．但し最大超過量は1．33％にして最大不足

量はL7％’なるが故に大盟に曾て實測と理論とは一致を見たるものとすべく新案に係る試験方法の

精度は満足して可なりと認めらる．

　本來能率の訂正値に翻するもめは試験法に固有なる盲験値の合算を必要とするのみならす添加し

，たるサッカリンの純度を承知せる場合に限り之が算出可能なり．然るに實際の場合に曾ては供試蒲

鉾た使用されたるサッカ．リンの純度は試験捲當者の全く關溢せざるものなるに付き眞正値に由る徐

串率は非現章的成績と見徹さざるを得す・i現實に於ては純度計算を省略せる所謂見掛値㌍以てサッ

カリン試瞼の結果を求むるより他に：方法無し．此事毎に鑑み本表上の威績を再吟味するに見掛値の

結果はサッカリン添加割合の0．01％なる場合は標準の100％に翻して之を超過し添加割合0．02％

以上なれば何れの場合に在りても不足せる成績を出し，實測6例中最大超過量は3．67％にして最

大不足量は2．96％なるを看る．此結果を難平値の場合と比較すれば理論に翻する過不足の懸隔は

見掛値に由るとき大となり，精度は眞正値に由るときより低下することを承認せざるを得す・愛に

此の事實を認識したるにも拘らす術且つ予等の當試験法を推薦せんとする理由は之を是認するに足『

る事歌の此の場合に伏在することを認めたるに因る・‘

　前記の見解は主として測定能率に於ける見掛値と眞正値との間に生する差量の理解に基く．表上

の平筆成績は妄ッヵリン添加割合の0．02％なる場合に最少にして0．04％、の場合ぽ之より増加し

0．01％の場合は最大なρ．此の歌況は無論實濁の結果なるが今之に封し理論的検討を加ふるに次表

に看るが如き關係の存立することを知る．

見掛値に依る楡出率の理論的誤差三園　（第3表）

サツカ　　　サッカリンの
リンの添加　　純度（％）
　割合（％）・　　’＼

0．01

つ．02

見 掛 値

95．0 96，6 98．0 99．0

．見掛値と翼正値との差

101．30

98．15

、102。90

99．75

104．30

　の
101．15

，5．。・ P96．6

　　　「
98．0 99．0

105．30

102．15

＋1：l！旧訓ll：lll；：ll

’
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0，04

0．08

96．58

95．79

98．58

97．39

99．58　　105．59

98．75　’　99．79

＿　3．4乞

＿　4．21

＿　’1．82

マ　2・61

＿　0．42

＿　1．21

備考　暦表に潅ぐる数量は次式に從って算田せるもりとす．

猛灘謙繋磁二十騨（％脇購・綱

＋o．6き

．一　〇．21

第3表に於け観掛値と眞正値とに於ける差の上中サ‘効リンの繊9α解の場合に於ては共

の使用割合0．02％の場合に最少にして0．04％の場合は之より僅に多く（LO1％及（ゆ8％の場合に

は更に増大す．此の歌態は第2表に就き前に述べたる状態と能く一一致す．饒する所見掛値に由る楡

・牌の距骨する過不駄添加齢の多少を献棚論肥る蟷然魍rとを了知す声喋
・實を前提として第3表上の記録を再見すμば過不足の僅少なる場合はサツカ．リンは純度95％ρ品

に於ては添加割合0．01～0．02％，純度96．6％のときは0．02～0．0紡，93％のときには0．02’）0．08

・％・’99％のと紺α・4％・以上等の限られたる網離峰ことを指摘し鴛丘ヒ噸艶講の第

…段階とレ次に現實の問題として蒲鉾類の製造上に於けるサッカリ’ンの使用珠況を顧みる忙製品に

附劃する甘度は三際上低級にて可なるものの如くサッカリンの添加割合は概ね0・02％以下なり（後

文参照）．以上の二事態を綜合して當試験法の債値を鑑定するに現在の局方適品のサッカリンを使用

する場合は共の搬は95～98％の範園丙に在るを以て當二二め結果に於ける購は洩掟能率の貼．

に於て過不足の些少な・値を三図る部分の間に介在マる・下る騨の隷脚糖興

哀思に足るもめと云ひ得べし．

　　　　　　　　　　　　　　　　2　市販品に就ての試二成綬・

蒲鉾類の市販品に就てのサッカリン試験成績　（第4表）・　　・，

試瞼

番號

試料

番・號

17．．5

18　　6

19　・7

20　　8

21　　9

22　10

23　11

24　12

25　13

26　14

27　．15

28・16

29　17

製品別

蒲　　鉾

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

笹巻蒲鉾

昆布巷
蒲　　三

三蒲鉾

竹　　輪

　〃．

生産地
供試量
（9）

瀞奈川縣　40

富山縣　〃

東京府　〃

　〃　　　　　　〃

　〃　　　　　〃

静岡縣　〃

　〃　　　　　〃

山口縣　〃

宮城縣　〃’

富山縣、〃

高知縣・〃

東：京府　グ

　〃　　　　　〃

サッカリ
ンの定性

十

十

十

十

十

ヅルチン

の定性

十

50分定規硫酸液
の滑費量（cの

1．30．

1．50，

0．62

0．80

1。60

1．36

・試＊斗　100g　當溶

性サッカリンの
槍出量　（エng）　・

15β7

18．08

7．47

9．64

19，29

16，39

溶性サッカリ「ンの

検出値に謝する試
料の倍敷（換算数）

6400

5530．

13400

10400

5200

6100
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ρρ・

解

32

33

雛

35

36

37

坦

胆

20

21

22

23

24

25

．瞳爵位．

　　〃

薩摩揚

　　〃

伊鎌谷

　　〃

はんぺん

　〃

〃．

〃．

　〃

大阪府

東京府

　〃

、〃

〃

〃’・

〃

〃

〃

〃

〃

’〃

〃

十

十

十

十

十

Q・賂

ρ・gs

0．72

1．64

io．61

11．81

8．68

19．77

9400

8500

11500

5060

諺供試品は昭和15年12．肝騨享市融に現続砺よ球φ嫡．もQ勧・・從て回一種類内ρ各球

　料は製造販賓所を異にす．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　本試験に於てはサツカ’リンと同時にヅルチンの検査をも行へり，表出ゐ成績に於て詑號十は反回の

　．陽性なるを示し，「は其ρ陰性なるを．示す・

　　　即チ・の存碑當試騨喚鴛遡到りγ磯即事髄軸軽四・邸ダノ啄ンρ存磁
　　検出せ野江醐サ勉リγρ測準を静臥り・・

　出島に供レたる霜取品偉蒲鉾，竹輪・鳴戸臨憂心揚・伊虫拳準にんペル等り六種に葦り供詳品

2手’箇・製怠癖別にレ℃21ク所ρ代表魔除り・奉表の成緯を饗品別に楡歯すれば蒲鉾11箇より・

サヅカリζを楡出せるものβ箇を出し検出李な略55％に相賞豊坊竹輪偉2箇共サジヵ．リンを含

有せづ～鳴戸雀は2箇共之を含有し，薩摩揚は2箇中の1箇に露出し，「伊蓮雀に3箇些不楡出φ成，

績を出し，「はんぺん」は2箇中の1箇よりサツカ1リンの存在を護見せわ・以上の成績を総括すれば

試料総髄に封ずるサツカリぞの検・出自は、47」7％なり・

　東田したるサッカリンの含量は試料1009着り7．47～19．77mgの繭紬に在の，稲上の右成績を

’15mgを中心どして券類すれば雌準を超過するもの牛難産な

　サッカリンの代ρにヅルチンを使用鷺多もQは竹輪及薩摩揚に各工例を楡知せり．・準Q結果を前・

記に加算すれば人工甘味料の使用例妹奪馨ρ57％匹」曾準す．以上起τサッ殉7ン拉ヅルチンの何

れをる使用せざる種類は伊達雀のみとなり注目に値す．因に昨年末東京市内の伊達毬製造業者屯に

サッカリンを使用し塵罰されたる者あρ，當試験に現れた：る好結果は恰も右事件の顛末を反映鷺る

かの如し取締上興味ある事實とせん・

．結 諭

　一点瞼に於ては迎年用品として奮三三費しありたる蒲鉾類よリサッカリ著含有品を供試数に樹し

’50％強の割合を以て三見した甑庇の結果はナソカリンは寧ろ公然の秘密として使常されつ玉あり，

たることを露見す．惟ふに蒲鉾類の生産に要する砂糖の量峠事攣後に至り減縮を飴儀なくされたる

とサッカリンの顯現する代用敷果の極めて可良なる爲め不出にも斯る傾向の加速したるものならん

事惰の穿馨は別儀とするも三面の問題として從來¢）方針を堅持するに於ては取締の踊行を指導すう

の要あり1　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　・

　當試験の結果に干ては蒲鉾類のサッカリンO含布量は比較的僅少にしてε000分ノユ量を超回す

るものは途に之に逢遇せざりき，但し昨今に於ける歌態を無爲に放任ナるときは其の使用歌勢は澤
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庵漬の場合と伺檬の結果に推移Lサツ殉リンの使用割令は次第に昂騰するものと思惟さる．之を統
　　　　　　　　　　　　　　コ　にドの　　　　　　　ヒ　　　　　ど　　ら　　　し　　　ヒる　　　コロ　アド　　　　コ　　ド　　　　ゾ

制する爲め若しサッカリンの使用を容認せんとする新：方針の考慮さるる場合あらばサッカリンの限

度は5000分ノ1量にて充分なりと認む・籍三三給の稲互間に於て此の程度の甘味F付與にて不満無

きを認識するが故なり。　　’　　　■　　　　　・　．　　　　　　’

當試駄於で齪・・ヂソを使用せ備鉾類の供臨三見したη橡灘細憂の白勺中臆騰

るも，一面に於て甘味料に封ずる試験には今日未だ公定法の制定無く，此の方面に於ける取締の不

活灘鈴に乏薩因す三三さ三三fあり・三等三三上の指導方針に粥る不朧補救せ

んが爲め次に記す試瞼方法の利用されんこと．を希望す．

，蒲鉾車サリカリン（溶性）及ヅルチシの試験法案

　癒髄の肉挽器を以て塵回したるものなり409を取り・乳鉢紀容れ之に苛性ソrダ溶液（1十49）を少

量つづ加ぺ捏合して泥三物どなし凌’ツヘが中に移し前記苛性ソー’ダ溶液を追加t共使用全量を400

cbなぢしめ之を’60度を郵ぺざる温湯申にて屡持掩搾しつつ加温し固形物の殆ど溶去するに至’り玲

回し鰹酸を滴加レて中和し次で内容ゴ5006eの測四四中に移入し之奪15％黄門盤溶液及30％硫酸

亜鉛溶液ユOccを順次に添加し更に永を三線迄加へ堤を密栓して振蛋し30分聞静置したる後旧臣

を乾燥濾紙を用ぴて濾過し其濾液400d6（槍腔訪9　k租旧す）を券液漏斗に容れ之に苛性ソーダ溶

液（1＋2）10信・．及二一テノ・200ccを加へ3鯛四声’し灘して思置発言に艦するに到ア

ルカリ性水溶液を第二〇分液漏斗に移一し第一の分液漏斗中に残留せるエrテ〃溶液に水⑩叩を那

へて振盟して洗際し附帯を第二の分液漏斗中の液：に合し後の試瞼に供すべし・

　第一の分液漏斗中のエーテル溶液を硝子壕に移し蒸溜して出一テルを去り残留物に水4ceを加へ
　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　み

て加温して溶解し冷後溶液の5～6滴を味ふに甘味を感ずるときは蓬液を濾過し濾液に硝酸第二水

　　　　　　　　　　　ト　
銀溶液3・）4滴及苛性シーダ溶液k1＋99）1～2滴を和し直径約5cmの濾紙にて反覆濾過し澄明な

る濾液を得るに至り之を試験管に移入し2ん3開聞重湯門中匠熱し∫次で少詐の；過平帯鉛（戸b92純

晶を用ゆべし）を添加し更に2～3分間加熱を糠即するに紅紫色或は藍紫色を呈すればヅルチ：ンの

存在を衡　　 一　』1、ピ∫　唱＿：．、．　…ン∵
第二の搬野中の・吻関門灘里門蜘9を側て醜し二二酸加…を和し以下前
回澤庵漬の場合と全く同軸の方法に振り試験す凌し

昭勅16年11．飽

’
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食：品の甘味料としてサヅカリ’ン使用に關する研究

、　ノ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　（第5報）

　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　清涼飲料水並醤油類1こ封ずるサッカリンの調味敷果に就て

技莇石尾正文．技手「遠．藤’，與作　囑託佐藤輝夫

蓑嚢・一，…炭酸嘱ツ灘苦味甘驚

標準適宜適宜適宣　9。15・0　5，0　無　可良
’遷冷嘲醗・・4・・・・…　不感〃…
　2　〃　〃．〃　7・90・〃　4・1　”．　”・　13・5
　3〃　〃　．〃　ワ・32．0・01　4・・殆不感　〃　20・0凸

　4〃　〃　〃　6．650．01　3．5〃　〃　27．0
　『5　　〃　　　〃　　　〃　　　6．1510．012　　2．9僅　感精々不良　33．ρ

　6　〃　〃　〃・　6．860．013　3．7直感不良〃

　　　　　　　　　　　調製シロップ’の槍踊成績（第2表）

　　　　　　　方（gμ00ee）　　　　　　　　　　検味成綾　　　　　　　　備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　り毛ナーデ及食酢の製造にケツカリンの使用は猫三晃に於ては稀有ならざるも，我國に：於ては右

は全く行はれざること故随てりモナーデ其の他清涼飲料水の生産に多：量の砂糖消費在るは必室な

り．醤油も製造原料に砂糖を使用する場合あ勢清白：飲料水には及ばざるも少額ならざる潰費統計を

有す．豫て予等はサッヵシン問題の研究に從事しつつありたる關係上今際此の：方面と接回するの三

冠を生じ，鼓にサイダー及シロ7ブ拉醤油及ソース等を封象として本調奔を行庵に到れの・

　　　　　　　　　　　　第1　サッカリンの使用敷果に就て

　甘味補給による調味敷果の可否鑑定は味畳槍査による他無きものにして次に削ぐる成績の集成に

際し試料の調製及桧味鑑定等に就ては末文に記す專門家諸氏の援助を得たり・

　　　　　　　　　　　調製’サイダー¢）検味成績（第1表）

　　　　　虎　　方（9／1CO・c）　　、　三味成績　　備　　　考、’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　揚耐油痂，ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果にi封ず、の駄馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る倍数を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以て示す

’試料

番號

標準

　1

　2
　3

逮

香囎．嚇料白糖言惣

適　　宜　　適　　宜　　　968乳80　　　　0

臨肇二二・…備・
　〃　　　　　　〃　　．　　56．29　　　0．069

　〃　　　　　・〃　　　　　50．03　　　0．075

試料の
比　　：璽『苦昧　甘味
（溝一メ♪

　3ασ　不感　由良

　盆6、0　　〃　　〃

　25．5　　　〃　　〃’

　23・5　三三　〃

182

250

183

「250

〃

考

20000分1

　〃
10000分1

　〃
8300分1’

7600分1

響藤鎌’葛ツ礁

1虚5

18。0

孚6・0

180

180

250

ユ720分1

1450分1

1390分1
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4　　〃

5　　〃

6　　〃

試料
番號

標準
　1

1

2

3

癖準
　1

　4

　5

　6

標準
　．亙

　ワ

　8
　9＿
　10

　11

　12

試料
番號

標準

　1

　2

　3
　4

〃

〃

〃

’　　虎

53．52

46．£4

49．15

　0」084　　24．5，　前出　不良

層0．091　　　　22．0　　　　　〃　　　　　〃

0．107　　22．5　　直感　　〃

調製醤油，の毒味．球績（第3表）

　　方

団　醤　油

普通生醤…7由62・5％

に認し番醤油37．5

％を混合火入した
るもの

標準1に同じ

　　〃

　　〃

生揚醤i油・アミノ
酸．盤！ガく同詫掌§に混

合火入したるもの

標準1〔に同じ

　　〃

　　〃

火入醤油2に封し
1の割合に：混合し

たるもの

標準皿に同じ．

〃

〃

〃

〃

〃

白　糖添
加　割　合
（9、100cc）

0

3．0

0

〃

0

3，0

・0

〃

0

　　2．5

　　’0
■

　　3．5

　　0
　　5．0

　　0

サッカリン　試料の
添加割合　　比　：重　検妹成績
（91190cc）毬一メ）

0

〃

0．01

0．02

0．

〃

0．01

0．02

0

駐辛し

風味適度

　〃

甘味強し

臨辛し

風味適度

　〃

甘味強し

20．5　盤辛し

　〃　　　21．2

0．01　　　29．5

0　　　21．5

「0．03　　　　20．5

0　　　21．9

0．02　　　20．5

風味適度

7號に近似

風味適度

9號に近似

甘味強し

工1號に近似

調製ソースの楡味成績
　方

甘味料以外
の　原料

　適　宣層

標準に同じ

　　〃　　・

　　〃　　　，

　　〃

白　糖　添
加　割　合
℃91100c・）

16．00

12．27

8。25

4．10

’0

サッカリン
の添加割合
（91100cc）

0

0．016

0．03コ

0．040

0．053

試料の比重　工高成績

19。45

18，10

16，45

・14．45

12，85

備 考

1220分r

1100分1

935分1．

斗暢鵜響那ツ総

100

100

100

100

（第4表）

可　　　良

標準に近似

　　〃

　　〃

不　　　良

300　　　　　　10000分1

　　　　　5σ00分1

300

250

270．

100σ0分1

5000命1

10000分1

7500分1

5000分1

　　　備　　　　　　　一

墓三三脇鵬リ叢、

23，0

48．0

74．0

230　　　　　　6300分1

240　　　　　　3150分1

300　　　　　　2500分1

　　　　1900分1

前記を以てサイダー身・ツブ傑館）齢及・一・附す靭…ゆ使臆郷耀の認

識に到達せり・但し味畳による判決は鑑定者個人の感受性能に準ずるを以て多人数に依る艦定の結

果には一致すざることあり・例へばサイダ』の場合に於て（第1表参照）第3號第4既友第5號の3

試料に就き專門家は能く3種の品位を辮回するも大衆試飲員は概して三等を同一品位のものと認定

す．斯る結果に思し表門の記載な綜合成績の三州法に從へり・此の事實に加ふるに右の成績は特定

の調蝋料の場合四温もの泌故期御汀劇論褐幌三三華の謙遍きてサ
ッカリンの敷高を二二するときは場合によりて・は正鵠を失すること無きを保し難きも前四表を通覧
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す痢四大盟に於て次0如き知見を是認す超に餓着せん．、椥ちサヅカリンの使用により白糖の漕費量

はサイ愛一及シロツ7’に於ては約25％迄，醤油に於℃ほ100％｛迄，ソ←気に於セは75％迄節約

司山鳥なること乏なり。

　　　　　　　　　　　　第2サツカ

　　　團

リシの試験
　前記を以てサイダー・は・｝夕黄：リン塗10000多｝ノ1量添加するこ・とにより，シロップは1300分ノ

1量，’醤油ぬ’i6000分プ1量，ソースほ最高2500・・分ノ1量の県門’により調昧の補正に奏記する港

如し然るに我が國に於ては之等の製品に樹しサッカリンの利用を容許せすゲ随て取締上サッカリ

ン使用有無の槍査を必要とナる場合あるべし．’此の意味に於て次の實瞼を行ふ．

　‘サツカ・リンの抽出法に就て　　　　　　　　　　　　　　　’

　試料．よりサツ鋤リンの抽出にはエーテルを用ふ．然るに清涼飲料永にはサイダー及シロップめ他

に乳酸飲料あり．又リモナーデと嘱する調味液あり．或は果慈雨乃至果實三等も之に屡し其の虎置

な軍一なる方法を以て律し難し以上め品種申人工製晶は概して署長なるも矢撚製品若しくほ此種

のものを原料として製出せるものば液相潤濁するを常例とす．営試瞼法に於てば此の事實に閉眼し

・てザヅカリンめ抽出操作を②種の方法に大別し不澄明の晶に樹してほエーテル庭置の以前に於ζ蛋

、白沈澱剤を以て塵理する方法を採吊す．表酸ずスを含有ナるものは二旦ガスを脹除したる後供試

し，シロップ妹をなし稀鐸して飲料に撰するもの抵豫め操取量を節序し試料ほ不稀緯飲三品と権衡

を保つ方針を執る．

　醤溜は澄明なるも蛋白性物質を相當多雪に含評するにまり抽出操作申鼠々エーテル暦吉水暦とめ

分離困難なることありソーズと同嫌に蚕白沈澱飼の塵理を行ふを可とす・・合成酢は成分箪純なるを

以て特別の配慮を要せす．以上の操作手績に封ずる記載は後文に護る．

　　　　　　　　　　　　　　試　 一〕瞼　　 彦1ζ　　績…　　（第5表）

　　　　　　試　　　料　　　　　．．、　層　　　・　　　　　検出能率（％）　備　考

　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ諜徽唾難讐（試料中の純サヅカリン量試料ユ00ec賞P塊）繍雰（齢二）韓脚．鰹鑓

　1　サイダー　　　　0

　2　　　〃　　　　　　8

　3　　　〃　　　　　10

　4　b’〃　　　　　12

　5’夏蜜柑汁　　　0

　6　　　〃　　　　　10

　セ　　〃　　　　15

　　一欠：主果鍛・

　8　シロップ．
　　てイヂゴ）

　’9∴　　　冤．一一　　　　　69，

　10．、　　　〃　　　　　　　．67　，

’i1　　グ　　　　8，

cジ@天然某賛　’L
　葦2　・シロップ1

　　（》㌻饗），

100　　　　　0

〃　　　　7．728

〃　　　　9．66

〃　　　　i1．592

50　．　9．，

〃　　　　9．660

〃　　　ユ峯．4§0

0　　　　15　　　　　0．

　　　　蹴「　　　裂＄330

　　　　”．　　　64。72・

　　　　、〃　．　77・2S

　　　・・〃　　　　　．・　・0．・

0，03

1．61

2．02

2，41

．0・ρ2，

1．02

1ボ50

0．02

」1；4q．’．

2，03．

？．醤，

0。02

（0・14）

7．76

9．74

∬、62

．（0・19）

9．84

』1雀、47

（0・64）

98．60

99．37

99．04

97‘0

97．40

96。84

99．89　　　98．40

98．55　　　96．47

4切89　　19ゐ83　　夢51⑱

65諸～5　　　　9秘．88　　　07．3g

繭　9鉢83．97，24、

でα64）

不　履　付

　　〃　’

　　〃

　　〃

．履　　　行

　　〃

　　〃

不　．履　行

　　：〃

　　〃　　阜．

　　〃

履し　ご行
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「13　　　〃

14　　　〃

15　　　〃

　　コーヒー16
　　シロップ

17　　　〃

18　　　〃

19・乳酸飲蒋

20、　　〃

21　　　〃

22　　　〃

23醤　　油
24　　　〃

25』　　〃　　　・

26　ソ　一　ス

27　　　〃

28　　　〃

20　　〃

30食　　酢
31　　　〃

32　　　〃

33　　　〃

50

80

0

40

80

・《｝　1

・50

68

SO

’0．

14。4

20

0

1b

20

『40

0

7，

fo’

■5

’〃

〃

〃

〃

　〃

　〃

　砂

　’〃

　〃

　グ

　40

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
、　　〃

　100

　グ
　〆

　〃

48。3σ

61．824

77．28

0

　38．64

　7”．28

　　・6

　4＆30

　65．688

　ケ7．2き

　　0
　13。91

　19．32

　　0
　9．66

　19ボ32

一．38．64

　　0　・

　6．762

　9166

』14．49

i．5睾　　’　　　逢B．83　　　　99．83　　’97．72

1．94　　　　　　　62．36　　　　　〃　　　　　97。43

2。43　　　　　　　78．12　　　　100．26　　　97．65

0．01

1．19

2。41

0∫0含

1二51

2．04

2．39

0．02

1．16

1．60

0．03

01言1

1．63

3．19

．0．02

1．41

2．02

2．99

（0．32）

38，25

77．47

1（α64）

荏8i54

65。58

↑ケ6．33

ぐ。．24）

1319き

19，29

（0．36）

9．亨6

工9．．U5

言詞．46

（0・10）

6．80

9174

14542

98．16　　　95．63

99。81　　　96。84

99．17　　　97．08

98。86　　　96．44

98．59　　　96．04

98∠78　　　ζ｝7．08

98．60　　　96。45

’97．32

．99．84

98。60．

99，08

100．72’

’9＆83

，97．60

’93。25

96．15

97．141

97．40

96．13

〃

〃

〃

〃

　　〃

　　〃

　　・〃

　　〃

　　〃

　－〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃　　　ド’

　　〃

不履行
　　〃

　　〃

　　〃

　　　瞳’山中括凱内め激厳は昏験値k相回するものとす，検繊能卒中眞正値は盲験値を合弊ぜるもの》．見掛値

　　　　二は一望らざるものなり．’

・・二 ｬ績に就て先づ盲験値に蘭する置のを桧せんに適中其め徹）甘々多量なるもの摩シロシプ及卸酸

　一州とし七之に多（ぐ癒コ顧ヒ訟シロップ友ソ’」1スなりレ此傾面は犬髄に於で溶存物め多塞咋關係ナ

　る所汝る沁ミ如し．ジ唾ヅプとずイダーとめ各100々6車に於ける諸原料の割合はシ仁ップに於で濃淳

　なり，随て盲瞼値を與ふる素因も大なるを肯回せしむ．ソーズに於でも醤油と比較すれば爽雑物の

　＝影響は前者勝る．

1衆評即蘭能蝋詠回するに表ゆ齢於てほ試物轍漁ρ・％濾過移
　好成績なり．今試みに標準とし℃g誌％を指定し，右朱満めものを墓ぐれば第⇔號第f7號及第

　2ラ號め三試験品あめ，第9號陰入主田園蜜の一例＝なるが之め薦する三三成績は9914％の良成績を

　写せり．第17號はコーヒ．一シ廿ッブの一例にし沈吟の牢i三蔵績は98加％なり．第鋤號ほソー

　ヌの場合なるが其の準均歳績は白8．58％を出す1概し℃三種とも平均放績の黙に於てほ優秀なる結

果螺掃も鰍雛働寧ろ綿ゐ識績晦穐嚇の場合と認鵬鵬疵口の精度ほ
　略満足∋Lぺ含竜1のなるを回る．

　　齢鵬含幽騰る爲競雛紬る翻倉監載看離表に鏡回る町回てほ騙9＆25％
　最低曾5お3％忙し℃財主値め場谷に比し減績劣Lドせり，然れ薯も試料の大李は97％町上め斗出値

旗編を脈峨臓の儲数醜瑠あ馳・．撫購値醸凹しだる．砂力、動旗呪のの

純度の影響する所鍬なるものなるが當試瞼の場合購度脚％の品を供用せるを以噛卿結

果として繊榊精度は鋤勧鯖を宥ず・此の輯鰭み紬醜の膿漏鵬精度騨ろ
　佳良と認めざる．を得す．但し見掛値はサツカウンの楡二上．二二し得る’唯』の二二に付巻之に二二す

懸
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る歌島を更に追及せんに，實際問題としては見掛値に慮るる精度の低下は50分定規酸液の漕費量

に封し0．1～0．15eoの不足に過ぎ室要するに右の数量は實験誤差範園内のものなるを以て共の影

響は殆ど無回して可なるものなり，

結 膳

　前文に於て砂糖を原料に使用する諸製品中サイダー，シロップ（果實蜜）及ソース等はサッカリン

により砂糖の僅少ならざる量を節約し得ること特に醤油に於ては完全代用の可能なることを記述し

たり批の殺醐嚥ゆ雛サ・カ・ンの髄を必琴とす野合の下する・とを瀦せざ

るを得室斯る際に於けるサッカリンの定量目的に下し衛生技術官り四三する試験の結果に開門無

きを期せんが爲め次の方法を報告す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　’

　清涼飲料水中　（1）炭酸を含有するもみは三農に微温を與へて炭酸を騙除したるものより100ce

を取りて分液漏斗に容れ之に水100eeを補ぴ後の試験に供すべし，（2）炭酸を含有ぜざる『ものにし

て液相澄明なるものに在りては三階100eeを取り必要あらば之を濾過して’分液漏斗に容れ水100ec

を補ひ後の試験に供し，（3）液相澄明ならざるものに在りては検髄125cqをビーカーに取り苛性ソ

ーダ溶液（1十19）を加へて・中和したる後内容2与OGα＝の測容壕に移入し之た15％の黄1血堕溶液及

30％の硫酸亜鉛溶液各5cΩを順次に添加し更に水を標線二丁へ壕を密栓して丁丁し30分間静置し

沈重を乾燥濾紙を用ぴて濾過し其濾液20cc（二丁、100ecに相當す）を分液漏斗に容れ後の二二に

供すべし，（4）シロヅプ歌を呈し稀繹して飲用に供するものな二丁256cを：取り水125cゑを和する

に液相澄明なるものに在りては之より：こ90CG（二丁15ceに相當す）を取り分液漏斗に移入し之に、

・水110ccを補ひ後の試瞼に供し，（5）液相澄明ならざるものに在りては稀繹液の全部をピー・カーに

容れ之を（3）の場合と同一・の方法に擦りて塵理し蝕に得たる濾液より150cc（桧盟15ccに相當す）、

を取り分液漏斗に容れ水50ceを補ひ後の試験k供すべし

　醤油は楡罷の50ccをビーカーに取り之を（3）の場合と同一の方法に擦りて虎下し蝕に得たる濾

液の『00cc（雛40cc無二す）を分液醐下野の試駆供すべし・一ス噂油と同」ρ

方法に擦りて操作すべし，但し黄血盤溶液及硫酸亜鉛溶液の添加量は各10cqを用ふべし・

酢購盟の190rc．㌍一たに卿苛即曜融（1＋19）遡へて㈱したる後頒翻に
移入し之に水100ccを補ぴ後の試験に供すべし．

　前上分液漏斗中の各液に苛性ソーダ溶液（1十2）5cc及干一テル100ccを加へ三分間振遇し翻置

して2液暦を完全に分離するに至りアルカリ性水溶液を第2の分液漏斗中に移し第1の分液漏斗中

・に淺留せる土一テル溶液を水10ccを以て振盈下灘し洗液を第2の分液漏斗中の液に合したる後エ

ーテル溶液を硝子埋に分別し之を加温してエーテルを三二し残留物を少許の温湯に溶解し其の激滴

を槍味すべし．此の際甘味を感ぜざるときは第2・の分液漏斗申の各．アルカリ性水溶液に就き前報告

の旧庵上中サッカリンの試験操作に從て試瞼を績行すべし．但し酢の場合は璽酸15CGを用ふるを

要すゼ

．奉調査に於ては顛隣温酒株式會杜本城杢三品，野田醤油株式會祉茂木和三郎氏及仲谷一二氏諸家

より援助を受けたり「記’して御厚意を謝す．　　　．・昭和ユ6年12．月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ
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サッカリンの毒性に癒する女面的調書

　　　　　　　技師寺田　安一
〆

現下非常時局に際し，砂糖生産減少の爲，之が代用品たるサッカリンの使用問題が重覗さるる折，本

晶の毒性に回する最近の趨勢を知るは又励て重大なりと僑ず．森セ繭硬獣を鱒し以謬考k供ぜ

んとす・　　　1　　　　　』．　　　　　　　．　．＿．，．㌫　・．．『二　－∵・＝’・．・て’・

　内　　容　　目．…失

　第1章　化學的性歌
　第2章　　毒　　　　性　　　』　　　．　　　’　　　　　　一一；

　　　第1節　　一般中毒作用

　　　　　第1項　　動物に封ずる作用

　　　　　第2項　　人間に封ずる作用

　　　第2節　　燈内に於けるサッカリンの蓮命

　　　第3節　　各臓器に封ずる作用

　　　　　第1翼　　循環器虹に呼吸器に謝する作用

　　　　　第2項　　腎臓に郵すζ作用

　　　　　第3翼　　胃腸に謝する作用　　　　’

　　　　　第4蛮　　薪陳代謝！こ及ぼす作用　　　　　’

　　　　　第5翼　　申福紳輕系に及ぼす作用

　第3章　　サッカリン使用の可否　　　　　・　　，　　　　　「　　　　　　　　一、

　　　　　　　　丈　　　　献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　第1章・化畢的性歌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　サッカリンは又ペン・ツオイゾイレ。ズルフイニツド或はアンヒドロオル予ズルフア’ミンベンヅオ

　　　　　　　　　　　　＿P，S－NH．　　　　　　　　　　○
・ズ・・とも三脚〈＞rd・なる化輔造式を叡

　　本晶は1§7時Re叩en及F曲e「g（1）等に依嬢見せられしものにして，無即鯖晶諮

騙220鴎群聯溶碑ξもアノレコー！∵rテノ1に賜溶なり・Sゴko紬｛（2）に働鰹

温にて．648．分の水に1分溶解する程度なり・　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　CO

本品のナ・・ウ・塵は・ X＞NN・三三式を有し．無弓形にしそ水に三巴・

舳　　　　　　　　喝　　　　SO2・F　　　L∫　「　「’

　　以上の二品は共に2モルの結晶水を右サるた依『ゆ奨中ズルフィニッドは・75劣含有せらる．

　　ナトリウム堅は睨水せられ溶性サッカリンとなり，ズルブイニッドは90％となる．　　㌧’

　　有機酸としてのサッカリン液は酸性にして｛露e1】痛嬉液を湯元ぜす．・R．（＞Neumann（3）　に依

れば純粋サツカ只ン酸の甘度は藤糖¢）550倍，含水無三物は其・菊0倍歪・溶煙サツカ・・リシは其475倍

なり・而して其甘度は稀鐸度との關係属にレてMagid串on及Gorb批tschow（4）に依ればサツ．カリ

・5・64灘砂働190偶5・2e41演喋675倍なる脚・i・醸豚騨性と回するもQにし
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て從て門下と解離とは關係深しと云ふ・．〈5）・

一　　’　　　　　　　　第2章毒 性

　　　　　　　　　　　　　　　　第2節一般中毒作用

　　　　　　＼　　　　　　第1項動物に封ナる作用

　Eiゆer及恥加W’（6）の報告に依れば黄蜂，蟻及蝿はサッカリンを嫌厭すと・Uglow，（7）も亦

家蝿がサツガリンの稀母液を嫌ふと云ふ．然れども斯る事實は本剤の毒性を示すものに非す．蝿は

屍盤或は腐敗物に好んで蝟集すればなり．Salkowski（2）は犬に毎日1－29のサッカリンを経口

投駄叉家兎に12・繭・α159を騨投難し曙毒を認めすと糖PlS吻・．（S）も亦．

犬畔・カ・・59を塒問以内にr又家兎に胴脚59雑・顛せ「しも・響町あざりき・

’1888年に佛國委．員會（9）の席上Worms（10）は糖尿病患者に’サ、ツカリンを使用ぜし：爲胃腸障害

を起し，又犬に溶性サッカリンを毎日α3一ユ．5g経口投與ぜし濤動物な灘週簡にして髄鞘減少，食

慾不振となりたりと報告せり．然るに2－3ぎを投與するも害作周を認めざりし報告もあり．吏に

犬に（L29のサッカリンを毎日投興すれば所謂犬温熱（S七aupe＞遂聾すと云ふ報告も．ありたり・以上

に軽しSalkows璽iは罷重減少た疑問ありと云ふ。　Addus及M：o忘so’ぼ夫にサッカリン1－59を投

與せしに10－11日にして農重増加を認め．其他諸家も之を疸試t∫七本瑠の無筈なる事を立回せり・

Blodgett（12）は髄重51ボンドの犬に35日間毎目1．89’ ｶサヅ》．リシを投餅ぜしに無害なりしと

云ひ，：Becht（13）は猫・犬に門燈重1kgに就き49のサカリ著を経口投解せし際胃腸刺戟の爲動物

嫉嘔吐，下痢せしも他に障害ながりきと報告せり・

　Carlso且，：Eldridge，　Mar七in及：Forab（14）は腎臓摘出犬に経口前に15－209を1過間投興せし

に害作用を認めす・叉静脈内に0・5－259注射すれども無1害なりきと報告せり・Bo煽eau（15）　も

亦野犬並成犬に18日聞に819を服用ぜしめした害毒を認めぎりき・

・然れども日下氏（16）はナカリンは大量にては三門動吻の脊髄反射を興奮せしめて強度の痙攣を

起さしめ，後には蓮動廓痺及呼吸聯痺に幽ちしむるものにして，ナトリウム盛の致死量ば蛙109に
　　　　　　　　　
就きα・875rウ．・109即きαQ79（皮下注射隊兎1kgに継59（皮下注射》．鉱5挙

隅注射）49（経口）にして・マウス・09響きα0459を1週1鳳α03嘩鯛・週間域は

隔白た含週蘭皮下注射すれば，動物ぱF痢を起す．叉家兎1kgに就き39を毎週i同順＝3．ケ月間，

％9を隔1日に1〃月－間，29を毎日1週藺皮下喪與・すれば輕度の急性症歌を其都度起し，局所の膿

瘍を起して死するものあり，．或は叉食慾不振と下痢を伜ぴて軽重減少すちものあり，又輕口投函せ

し場合は胃腸々タノレ性出血を起すと報告せり・伊東氏（17）等も亦同様ρ事を認め，ナトリウム肇

の致死量は蛙109に就きq19∴マウス109導きb．089（皮下），家兎ikg・に就き89（繍），．

嬉（灘内）にして・吾人の日常婚取する砂糖量をサッカリンに置換せる：量峯案兎に90、日間経口

投與せしに何等り異状をも認めざりき．

　　　　　　　　　　　　　第2項．人聞’に謝する作用

　本剤を甘味齊怯して使用す届場合生する副作用舷：P酌夕（28）に依れば

　　1．嚢懲　不　振　　　　・’　　．．　．　’．：．．　　　．．　‘　　　　　．．：

・‘ Q．弟糖肱る甘味歳苦味が長蒔間三門する雲



サッカリン④毒性に關する3ヒ獄的調書 鱈

　　a．舌及口腔に持靭性甘味を感ずる故不楡快なる歴荷を懐、＜事

　等にしてs興lkρW面も亦之に同意せり・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　然れども斯る症状は大量の場合に於てのみ生する．ものにして，普通使用最に撃て倭出現せざるも．

　のなり．：Blodgett・（12）の読に依れば斯る甘味及び苦味は毎日0．3ん0．49使用せ↓場合に於Wζ生・

するものなりと．但し食物中に混入すれば斯る症状は輕減する．も㊧，なり・（5）、　　　　・．

　　更に胃腸障害に就きてWorms　10）は4名の糖尿病慰者に毎日0・19を與昏．し塵・中亀名四14

『嘱目に食慾不振，胃歴，吐氣を点せし爲中止せりと報告し，，・」3坤ch（29）は自家實駿に依りてサッ

　カリン使用の爲嘔吐曖氣，食慾不振1下痢を’認めたり，．Rg§enzweig及Jaworski（23）は20・一259

のサッカリンを使用すれば下痢す÷報告す・叉Kgb壊購七口長話漁聯L（3q）は糖尿病患者に17鎗

　を與へし爲食慾不振と取りたるを報告し，、PaqI（24）Hog麟h（3工♪も日長月月・ナツ頭リ契を使用

『せし爲胃腸障害を起したり、と報告せり．・縞馬chi皿Q9｝μ・（11）猿純粋サツカリ・ンは少最にで中毒作用

．あり・と鰯劣甦K・bert（32）ば嫁のカ」・嘆用の融部繍と勧中1人死亡せる嫌

　じ，之なサツ・カリン¢）不純なり・し爲なりと云ふ，He11興n藪33）は9載の狗優病患者が牛日：問に3・59

幽妙ヵリシを脚し哩話劇なり，．働離蔀点心趨藩命制之恐らく特
異髄質ならんと云ふ．　　　：　，　　　　　　　　　ヒ　　　．，　　　，

　之に反して今dduco及Mosso・珂e唾er（士8＞並にJβssen　ユ9）は自家實験的に14・日間毎日59

の妙カー睡を脚輪罎糖力・・賭・尚郷19）は1興職の子供並に3グ耳の乳見晦日α1

一一Z・29を與へしが異欣を認め．杢・P¢tsch啓及Zerner（玉9）、は酒同量へ入れ数週間飲用セしが異状・

なく果成人に5一109を3一10・週間服用せしめ，16．ケ月の子供に牛舞屯に入れ飲用せし珍し撮合

　も全然異論を認めざりき．此等の場合健康状態如何が病訴せ禿と．更にS七a且d魔nann（21）は毎

日3曽59のサッカリンを43日間與へしに害なくHuy：9鱒（22），庵亦純粋サツ・竣リ．潔を砂糖Q補助

　として使用するも無害なりと主張せり．　　・

　Leアden及Standelmannは旧くより糖尿病患者は本齊1を用ふるも害1な＝しと主張す．又：Pap1（24＞

は襯無心蜘59を5朔．間，．Blod騨（12）峰鴫3ヤ住4南面今て鰐なりと報告し
：Leh卑an◎（25）は砂糖6Q9に相擁するサツカリ・ン量ば無害’なりと云：ひ・磯貝ch加oglμ，（11）・は健康

入も非懸人も本剤を棚する破障なしと云奉鄭Rg鳶頭9及恥W嘘1（23）は附的

にも實面的にも本剤のナ恥リウム塵を経口的に10Qg・服用せ・しむるも愚なしとさ今報：告せ・幻．9但し’

彼は259を毎日與認れば下痢を起す事津i報告すウ，・Voq　Ngorden・（零）・馬．：Le畑3np（2のに同意

せり・．Fiゆ鴫：Hit・ig及環ng（27）ぽ本剤を速に鉱脈内注射レて・血液循環Q速度を却）．山回方

法にて計りたり．自滅2・5gの：ナト，リウム肇．を水2eeに溶解せレめ譲賑杓注記すれ曙1／，．秒以内に

して舌に甘味を感ず．而して循環障害患者と購も高温旧臣者と同速輿に．て魚味塗感じた’り．．，

　　　　　　　　　　　　　第2節燈内に画けるサッカリンの台命　　　．、．　．1、㍍，　、

　絶品油壷雪面るれ脚分にして尿中礎イ喰勉て出現励め・6－48時敵して完全

に排泄せ．乾るるものなり・（s昂！ko鴨ki）（2），．　Pe魏畑㎏e加er，＠Q），Je罪町（i曾）下下（38））日下氏

の読に催れば共70－sg％．が尿中に緋泄さるる斡qにして，且非経q的鎌の方力3多最に排出さ造．

るものにして・少量なれば．241蒔間以内にて・．大回なれば48：時聞以内にて挑泄完了すと・qarlSon，

Eldridge（14）、等は犬に共0・19を豫脈内注射せレ塵～胸部淋巴管及頸部淋三管隆搬匿レてナツ㌦
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カリンが出現せるを認め，又0・2－0・与9を注射すし塵ジ唾液及涙液中にも出現せるを認め，’更に胃

痩を有する人間に0．59（100－200c魚の水溶液とす）を與へた．る庭唾液に拙現ぜしを認めたり。但

し食物と共に與へし場合は1－1．59を投聞すと雌も出現せざり苞尚山羊に於いては共乳汁より排

泄さるるを誰し得たり．

　以上の如く本品は舞申にて攣化を受けす，「而も共排泄嫉極めて速かなる故，日下氏（16）は其毒

性少き原因の一つと考ふ．

　　　　　　　　　　　　　　　第3’節　各臓器に封ずる作用’

　　　・　　　　　　　　　　第1項　循環器拉呼吸器に封ずる作用　　　．

．；P6t曲hek及Zerner（20）は本論109を人間に與べしに共脈搏呼吸に影響を認めざりきr

　’Heitler（34）は心臓障害ありと云びしも，後本品を：良く擦りて用ふれば白蒸しと報告す（35）・「甚

だ疑にしき報告なり・．：Fischer，　Hitzig及King（27）はサッカリンの大量と錐も循環系に無害なり

乏主張せり．Van：Eweyk（36）　も亦蛙心臓に0・2％サッカリン液を作用せしめしに害を認めす，

叉2％液を家兎に與ふるも，血歴の七化を認めざりき．：Pasehkis（37）．も油画に其49を静脈内注

射せしに，垂示にi攣化なしと報告せり．然れども日下氏（16）は家兎19に就き29』を投：直せぱ，

三品は少しく下降するを認め，1且此際呼吸は中傷性麻痺に陥ると報ず．

　　　　　　　　　　　　　　第2項・腎臓：に封’する作用　．，

　Carison，：Eldridge（14）等は本晶の1－259を犬に静脈内注射するも共腎臓に害なしと云ひしも

：Petschek及Zemer（20）．は人間に毎日109を一週間服用せしむればi蛋白尿が出現すと云ふ．

　勿論斯る大量は實用量ならざるに依り斯る障害を考慮する必要なきものなり．

　　　　　　　　　　　　　　第3項胃腸に封ずる作用・

　’前述の如く品品を大量投塾すれば局所刺戟の爲食慾不振及下痢を面す．日下氏（16）は之を家兎

及マウスに就き詮明せり．Petschek及Zerner（20）は可成大量病人に與ふるも害なしと云ふ・’

　、佛國委員會（9）は犬に1週間2－39與ふるも害なしと決議せり・

　叉Petsch6k及Zerner（20）はナ小リウム盛5gを投與する．も蛋白白化作用を阻まざるも，純粋

．サッカリンが用びられし場合抑制すと云ふ・Herterに依れば胃酸分泌が高まると云ぴCar工scn　E工一

dridge（14）等も同様の事を犬及人間に就いて詮明せり．樹腸にて水分の吸牧が抑制さると云ふも，

＝普通量にて斯る現象あるや否やは疑はし．，Dobセe仔（39）は犬に0．039を毎日投涌せしに論点分泌

め攣化を認めざりき．更に術1924年ミュンヘンにて出時並戦後に於ける胃潰瘍とサ’ツカリンの關

係に就き臨休家の磯表あり．蝶動画サッカリン使用の爲胃潰瘍増加せりと云ひしも，病理解剖的見

地にては考へ得られす（5）。Saugerは患者カミサツカリン服用の爲胃潰膓の苦痛を強く感ずるものな

らんと云ひ、しも一般に斯る報告を承認ぜす．伺セetschek及Zerner（20）はサッカリンが腸内にて

腐敗抑制作用を有す，從ぴて醗酵性漕化不良の際用ひて敷ありと云ふ

　　　　　　　　　　　　　・第4項瓢陳血餅に及’ぼす作用・

　‘』Jessen（19）’は新陳代謝に害なしと云へるもBomsteih（40）は人間に毎日0．0759　を與ふれぼ

糞便に窒素脂肪が多く排泄され床窒素少しと．宮寺（41）は犬に0．49〈1kgに就き）與へしも代謝

に害なしと．叉：丼e舳anロ（42）．は入間に毎日39與ぶるも蛋白消費に時化なく，49にて0。11％

減じたるも斯る大量は實用：量に非す．半可使用量にセは新陳代謝に害なしと云ふ．然るにSyUaba



サッカリンの毒性ド關する文献的調書 43・

　（43）倭サッカリンの三味の爲反射的に血糖増加すと報告せるも，Fischler及Schrδter’（44）’は岩

　を認めす・聴hmam・（45）も亦マウス3代に亘って毎日3・59宛褥取ぜしめしに何等の害を認めざ

　　りき．

　　　　　　　　　　　　　　　　第5項中三三経系に友ぼす作用

　　前述の如く日下氏（16）は本剤に依る・家兎マウス蛙の脊髄反射興奮痙攣に績いて麻庫を認めた・り

　從ひて大量投與せば，斯る現象が生するものならん，　　　　　　　　　，　　　　’，　．’．・

’　　　　　第障サツ刎ン闘鯛否
　　以上の如くサ効リンは大量にて減磁る毒作用鮪ナ印ち吾人が毎日5－109を月艮用せ陽

　合胃腸障害が起り，又13日間に509を服用せし場合に蛋白帰化力は．0・9％減退すと云ふ（42）

　然れども吾人は日常斯る大量を撮回し得べくも非す．吾人の癬即する量は伊東氏（17）の計算に依

　れば日々使用する砂糖を全部三品に置換すと難も僅か0．129に過ぎす．而も尚且如何に巧妙に調理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　すと錐も砂面なくして完全なる甘昧を得る能はす・從びて血塗砂糖の補助として用ふるに過ぎざる

　に於いては；其使用量は微々たり．又誤りて大量を天職すと錐も，軍に胃腸障害及び御棚たる蛋白

　潰化力減退に止まりて，何等生命を脅すに至らぎるものなり‘．’但し本品を長年月使用する際の慢性．

　申毒作用を考慮する必要あれども：Lehmぬn（45）めマウスに封ずる實験を見れば，一門の疑問な

　き事1丙ならすや．但しEC．：Ross（46）は本品が瑳癌性物質なりと云びしも，　S七auわ（47）等は全

　然之を無観し，諸事者も亦之を問題覗咳す．斯る趨勢なる故，本年度藥理學會理事會の席上，本品

　は暮相量にては無害なりと決議献言壱んとの案が提出されし単産聞せり．依って似て如何に世界の　’

　聾者が本品の毒性を：問題にせざるやを察知されたし．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ
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人工甘味料取締規則抄

技師小ド ?r太郎

　本邦に於ては去る昭和噌16年8月4日附厚生省令第39號を以て入工甘味料取締規則の改正を見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
たるが，ドイツ國に於ても，1939年2月甘味料に議する新法律：を公布し，次で同月末甘味料使用に

濾する取締規則を設定し，既に同年3月以降津を實施しつつあり，爾後今次大戦に依る職時経i齊歌

態に封臥し改正を加ふること既に激次に友べり．

　彼我相鑑み，予は鼓に上の取締規則蚊之と關聯を有する同國園藝製品業者全國聯合會規定を紹介

すると共に，血合衆國に於けるサッカリン取締に關する例規の若干を追記し，琢て諸賢の参考に供

する所あらんとす．

（工）　ドイツ國に於ける甘味料使用取締親則・

　　　　　　　　　　　　　　　1．甘味料使用取締規則
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　　　　　　　（1939年2月27日公布）

　1939年2月．1目附甘味料に齢する法律第13章に基き次の如く布令す・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
第1條　　本則に於て甘味科と稽するは甘味料に面する法律第2章第2條に揚ぐる所に画き大藏

大臣より甘味料として指定されたる各種の製品を謂ふ

　第2條　　安息香酸ズルフイニツドは定められたる量の範園内に立て國内の使用にi封し内務大臣

の許熟せる封絨を有するものに限り販費さる．但し製造工業に於ての使用叉は共の移譲に供さるる

ものは此の限りにあら魂本包装上に於ける記載はドイツ語により明瞭にして且不潰の文字を以て

次の告示を有すべし．

　1．「甘味料安息香酸ズルフイニツド」叉は「甘味料サッカリン」

　2．ドイツ國重量制による内容量，錠平なるときは基本個数

　3，・右の内容に相當する糖量

　孔「國内向許可濟封絨」

　第a條
　1．ヅルチンは藥剤師より努與を受くべし，共1gを超ゆる量の使用に當りては馨師の庭回を必

要とす．

　2．分與品は必ず製造所の晶晶を有すべし，包装上に於ける記載はドイツ語により明瞭にして且

不惑の文字を以て次の告示を有すべし．

　　t、「甘味料ヅルチン」

　　2．ドィッ國重量制による内容量

　　3．右の内容に相當する糖量　　．

　　4．次記の指示

　　　　注意事項　　嚴守せよ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　本甘味料は必要と認め％る量に限り飲食品の甘味三三に供すべし．多量の概取は中毒を惹起す，
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　包装内レッテルに、も上記の指示を附すべし．＿　一・1

　第4條第5條に掲ぐる例外を除き左に掲ぐる行爲は之を禁ず．’『

　1．飲食品拉讐藥品を管業の目的を以て製造する場合に甘味料を添加ナること

　2，甘味料を添加したる飲食品及馨藥品を供與し，販費の目的を以て貯藏し，所有し，販費し，

：或に其他商攻引に供する．ζと

　第5條　次に掲ぐる場合に限り安息香酸ズルフイニツド及ヅルチンを管業用製品に使用すること

を得．

　1・人造リモナーデ拉共原料晶，沸騰リモナーデ粉翠錠剤

　2．食酷叉は酷酸、

　’3，上面醸酵による軍純ピール，但し萎芽汁め含量は4％を超へぎるζと

　4，オブラート

　5．噛み煙草及チウインガム

　6．レ線造影剤

　乞糖尿病患者用食品二二に之に準ずるものとして指定せられたる食品

　8．讐師，歯科二二及獣旧師の二方による藥局製剤

　9．肝油を主要成分とする馨藥品

　10．其他内務大臣により既に許可されたる叉將來許可さるることあるべき食治療用食品及馨藥品

　第6二心5條に掲ぐる製品は6，8及10に該當する瞥二品を除きゾルチンを使用して製造す

る場合には其完成製品11又は1kgに付ヅルチン0．39以上を含有すべからす．

第7條

　1．甘味料を使用して製造したる飲食品を包装叉は箱詰めとし沿費者に交付するに當りては見易

き個所に明瞭にして且不浩の文字を以て記せる「人工甘味料使用」なる標示を附すべし但し回飲

食品申の甘味料が甘味料を添加せる食酪叉は酷酸に由記する場合は右の標示を必要とせす．

　2．食治療用食品及馨三品に在りては之に添加せる甘味料の種類（安息香酸ズルフイニッド，ヅ

ルチン）及用量更に糖を併用したる場合には其の用量を包装，上箱及廣告文中に禍載すべし．

　3．11又は1塘中03g以上のヅルチンを含有する瞥藥品は馨師の庭方に擦りたる場合に限り

之を供給することを得

　第8條故意に或は未知の故を以て本規則中に規定する所に違反したる者は1ケ年以下の禁鋼及

罰金叉は之等の塵罰の一部或は拘留に話す．

　第9條
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　1．本規則は1939年3月1日目め心乱とす．

　2．19£6年8月4日甘味料使用に關する取締規則，1928年7月6日言及1928年9月30．日附

改正令は：失敷とす．

　3．從來指定したる包装蛇本則の寝敷以前に規則に從ぴ甘味料を使用したる製品は本則に抵鯛す

る場合と雌も1939年12月31日迄之を供給することを得．

醗　第9條の2に潟ぐる1928年7月6日目改正令とは内地向製品の包装に關する改正令を指し，同じく

　　1928年9月ε0日附改正令芝はビ・一ルに謝する甘味料使用を許可したるものなP．
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．4ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　　　　　　　　　　　　　2．甘味料使用取締規則に幽する件・

　　1940年6月21目内務省令第1716／407423σ．號改正布令・

　　現時の翁面事情に鑑み予は食糧大臣の同意’を得て職官統濟の糧面する期間中甘味料使用取締規則

’（1939年2月27日附）第5條鵬ぐるものの他に上面醗酵甘味ビー～・の製造に甘味料『（安息香酸ズ

・・フィニツ級ヅ・・チン）の使用撚許回心の件に關して胴規則第7條に三猿すべし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　　　　　．3．　甘味料使用取締規則に關する件

　　1940年7月22日内務省令第・1920／40－4427號改正布令．

　　現時の経濟事情に鑑み予は食糧大臣の同意を得て職時経濟の糧績せる期間中甘味料使用取締規則

く1939年2月27日附）第5條に揚ぐるものの他にリモナーデ及天然果汁入り沸騰リモナーデの製

造に甘味料く安息香酸ズルフィニッド友ヅノレチン）の使用を容許す・標記の件に關しては同規則第7

條に準写すべし．

　　　　　　　　　　　　　4．“甘味料使用取締規則に關する鐸

　　1940年8月23H内務省令息2374／40－4∠20號改正布令・1

　現時の経回事情に鑑み予は食糧大臣の同意を得て戦時経濟の糧績する期間中甘味料使用取締規則

く1939年2月27日附）第4及第5條の例外として二三ぜ’リーの製造に甘味料・（安息香酸ぎルフィ

　温ッド及ヅノレチン）の使用を容許す．
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

　　　　　　　　　　　　　5．甘味料使用取締規則に回する件

’ユ940年8月26日内務省令第2548／40－4229號改正布令；

　現時の経回事情に鑑み予は二時経濟の糧績する二二中甘味料使用取締規則（1939年2月27日

附）第5條に掲ぐるものの他に胡瓜二二胡瓜瓶詰の製造に甘味料（安息香酸ズルフイニツド及ヅル

チン）の使用を容許す．標記の件に關しては同規則第7條に準即すべし．

　　　　　　　　　　　　　a甘味料使用三二則に關す講

　　1940年11月18．日内務省令第3322／40－4230號改正布令．

　現時の経回事惜に鑑み予は食糧大臣：の同意を得て戦時回忌の糠績する期間中甘味料使用取締規則

く1939年2月27日附）第5條に掲ぐるものの他にピー・ル代用飲料として販費され若くは常用さる

　る飲料（ビール類似の飲料）は之が製造に甘味料（安息香酸ズルフィニッド及ヅルチン）の使用を

容許す．標記の件に關しては同規則第7條に三猿すべし

（皿）　ドイツ園藝製品業者全学聯合會親定

　二本規電はドイツ一二製品業者全國聯合會を名を以てエッセンス・リモナーヂの製造時に於ける糖及入

　　　工下味料の使用を限定せ’るものなP．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　ドイツ園藝製品業者全國聯合會規定第4／41號布令・（1941年・1月15日公布）「

　1936年10月21日附ド’イツ園藝製品業者合同に面する法規第4節，第6節及1937年2月6，

日歯ドイツ幅出製晶業者全面聯合會會則第8節に基ぎ食糧大臣の同意を得て攻の規定を布令す．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
　第1條．ドイツ園藝製品業者全身聯合會規定第15／38號（1938年9月8日附）布令に揚ぐる調味

料入り沸騰リモナーデの規格は之を改め，從立飲料製品中最低7％含有せられ居りし糖の一部を人

工甘味料を以て代ふこととす．此際の糖含量は3．5％たるべく製品の甘味補充にな人工甘味料（例
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之サッカリン，結晶甘味剤，ヅルチン表粉末解糖）を添加すちものとす．

　第2條　スタンド用樽詰飲料の製造に關する條項　・　省略‘’　　．、　、

　第3條第i條た從て製造せる飲料に封ずる標記に關する件　　　省略

　第4條　人工エッセンス使用の旨を表示忘す画譜の添加を増刷に擦り表示せるものに限り本聯合

　　　　　　　　　　　　　　　　くエの會規定第19／40號（1940年5月29日附）布令に從ひ製造せる飲料に面し規定したる標記材料は之

を使用することを得．

　第5條規定第19／40號希令に基き人工甘息急のみを使用し或は手持糖貯藏を消費する爲に糖

・のみを使用し面心i造されたる沸騰性製品は本規定酸敷以前の紅藍に係るものに限り1941年2月28

．日迄商取引に供するととを得・

　第6條樽詰品より瓶詰品への油化に訂する條項省略　　　　　　　　　　　、’　　、

　第7條　例外の設定に關する條項　省略

　第8條

　1．園藝製品業者聯盟加入者にして本規定の定むる所に遼反したる場合は秩序違反の罪に問はる

之とあるべし．

　鉱本規定中に定むる語の意義に蓮反することなしに之を同避せんとナる行動も又違反行爲と見

倣す．

　第9條本規完は1941年1月20臼より右敷とす．向時に1940年5月29日附入工甘味料の

使用に回する規定第19／40號布令は失敷す．

1

　　　　　　　　（皿）米合衆國に於けるサッカリン取締に關する例親

　1・F・1・D．135（Food　lnspeotion　Decisions・食晶取綬上の例規第1135號）食品とサッカリン．

　農林大臣の諮問に基き真心豊門委員會はサッカリン使用の保健上に及ぼす影響に就き調査せり．

共報告する所に櫨れば，1日0．39以上のサッカリンを長期連用すれは，沿化力を損傷するの虞あ

り，且油壷其他の糖類代用晶として食堂にサッカリンを添加するは甘味食品の榮養便を減損して其

素質を低下すべしと．

　糖を以て常成分となし，併かも組成上に於て糖の存在を重要視する食品にして，嘗て其糖代用に

サゾカリンを使用したる例は30種以上を数ふ．随って，サッカリンの使用を容認するときは，斯

の如き頻用の爲めに，共電取量が滑化障碍を惹起すべき量を超過すること誠に易々たるべし．而し

て，此種の食品を観るに，何れめ品に在りても，添加されたるチツカリンを，逆に保健上無害なる

甘味料と交替せしむる富豪自由なり．斯くの如き忠心に鑑みるに，食品の製造にサッカリンを必須

数りとする口實は成立し得ざるものと云ふを得べし．食品藥品法（Food　and　Drugs　Act）に護れば，

食品にして，毒物又は保健上有害なる物質の添加されたるものは之を贋造品と見倣す．臨め趣旨を

布淫すれば，食品本誌の品質乃至成分の濃度を損傷するか，又は之を減少するか，或は之に不良に作

用するが如き物質を混合せる食品乃至斯かる物質と詰合されたる食品は，贋造晶と認むるを至當と

すべし．以上の如く，委員會は，食品中のサッカリンを以て法に考慮されある毒物乃至有害物質に

該擁するものと認め，術食品中に含有さるる糖をサッカリンを以て代冷するが如きは共品質を低減

するものと判決せ’り．．
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　循て7・農林大臣は，1911年7月以降に潤て，コロンビア絶方叉は各州にて製造されたる食品及

群群に供さるるもの，若くは，國内の取引に叉は外國向けに船積みさせるもの，或は米合衆國に輪

入さるるものにして，サヅカリンを含有す筍場合は，之を異心藥品洗に準書して網野品と認むぺ

　し．

　2．：F，rD．138，食品とサッカリン

　　　：F・1・・D・135’中絶：3節をi欠の如く改む・

　伽て，農林大臣は1912年1月1日以降に於て…　理ア地放は各州にて蝶されたる食品

及販費に供さるるもの，蓋しくは國内の取引に叉は外部向けに熾積みさるるもの，域は米嗣に輸木

さるるものにして，サッカリンを含有する場合は，之を食品二品法に準賦して贋造品と認むべし．

　3．：F．1．D．142．食塩とサッカリン（1912年公布）

　農林省忌寸は，ナツカリン製造業者の陳情蕊取後，応護三園より・提出せる調書拉當方の要求に基

ぎ農林省所管の委員會よ．り答申せる報告等を審査して，本件に心し次の判決を與ふ翻ち，一通常の

食品にサッカリンを使用するは，食品藥晶法の椹三内解於て之に違反する行欝なりと認め，今後に

於て右は告護さるべし．

　素より季員會馬食晶に少量のサヅカリン（1日量0・39迄）の使用をも・保健衛生皐有害となり

と判決せるには非す．1日0．39以上を長期間連用するときに，消化障碍を惹起する虞ありと報告せ

るなり・食品藥品法に減ては，食品に毒成分叉は有毒成分を含有するに至らしめ，保健上有害性の

食品の化生さるる場合には之を贋造品と認む．

　農林省庶出局の調査に慮れば，サッカリンは，從來日常使用されつつある50種以上の食品より

楡出せられたり・　　　　　　　　　　　　　．　　　●

　從って，サ．ツカリンの混用を許可したる場合に，吾人が1日0・39以上のサッカリンを霜取する

の懸念濃厚なり．而して，此の：量は，委員會の報告に係る二化障碍を惹起する二二の限度に相當す・

右の見解に封し，業者側は，サッカリンの甘味度は強大なるを以て，通常の食例に在りて1日に播

取さるるサツ㍗リンが，委員會に於て保健上危害なしと認められたる量即ち0・39を超過する回れ

無からんと抗辮せり．

　右の主張は一走傾聴する些足るが如きも，委員會の報告中サジカリンを以て糖に代換する場合，

食品の素質を低下す壬なす謝こは全く反証するの飴地なしサッカリンの食品に封ずる使途は，輩

に甘味醐としての利用に聲す．故に，之が使用に際しては，必ずや同等の甘味を獲現すべき糖量を

侵蝕するの結果を招記す．糖は榮養古豪値を有するも，サッカリンは然らす．之払通常の食品に

　して，ナッカリンを以て甘味を附加する場合には贋造品と認定するの所以なり．

　　當局は，以上の如く判決するに方り，次掲の事實に無三二ならざる事を告ぐ．疾患により糖の癬

取を避くる爲め，屡々患者は出師より甘味料の代用品としてサッカリン使用の三方を受くることあ

　り．本判決は斯かる場合に註して全く之に干渉せんとするものに非す．食品藥三法に於ては，疾病

の豫防乃至治療叉は緩和の爲めに要する物質は，之を藥晶と見回すを以て，サッカリンを含有すと

・難も，之を治病の：爲め糖を禁忌とする患者の農用に供する旨の標記を附せる製品は，藥晶の範聴に

撫すべきものと見倣し得べく，右は本判決に：毫も抵馴せざるを以てなり．

　　4．1ア．：LD－46・・．食品に封ずるサッカリンの使用に就て　　　　　、　　・へ、
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　食品に樹するサッカリン使用の件に關し，・：ELD．142を以て公布せる農林省の見解に付，世上

に誤解‘せる向あるが如し．

　右の例規に於ては，食品に甥するサッカリンの使用禁止の三三に法に掲ぐる「藥品」なる語の定

義より，サッカリンは正に其定義の範曉内に在る旨を記載せり・

　特殊の場合に嬬常識上，通常の食品に属するものと認めらるるにも拘す，共實サッカリンを使

用して甘味を附與され以て疾患の緩和乃至治療等に供用さるるものあるべし．斯かる場合に在りて．

三種の製晶は，其の眞の使用目的をレッテル上に記載すると共に，主要なるレッテルの上にサッカ

リン含有の旨明認を具備するものに限り，共製造蛇販費は，之を禁止する意向無きものとす・然れ

共，通常の食品に在りては，・軍にレッテル上の明記に依りサッカリンの使用を許容さるるものと誤

解すべからす．

　本調査は元當所技師石尾博士御指導の下に施行せられたるものにして鼓に同博士に封し深：甚なる
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清猿飲料水の奪略沈澱物に幽する細菌學的試験

技師秋葉朝一郎 技手市川．忠i欠

1・検査試料

2・　検査事項

3・検査成績

　イ，潤濁沈澱の嚢生寧

智，沈澱物の鏡検所見

内　容　目　衣，．

　　　　　ノ㌔瓶内屡と沈澱獲生との關傑

　　　　　昌，分離：菌種の性i歌

　　　　　ホ，分離菌種の病原性の有無

　　　　4・綜　括

　　　　5．結　論

、

　帯同清涼飲料水の渥濁沈灘物に關し細菌學的試験を施行したるに女の成績を得たるを以て之を報

告す．

　1．検査試料　　　 「　’．　　　「、　．嚇
　日本清貼飲料協會よ抄寄賂を受けたるナイダーをA群とし，警硯聴よ’り逡附されたるサイダーを

B群とす・・　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　一　冒、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

　A群は設備蛇技術に於て二，三流と認めらるる東京孟所在の清涼飲料土場の製造に係るもの商品

名別6種35本にして内4種28本は製造月日明かにして昭和14年6月下郁う製品，淺わ2種7

本は製造月日不詳なるも同年6月中旬乃至下旬の頃に製造されたるものと推定せらるるものなり・

入手工学（昭和14年7月24日）既に沈澱物の獲生しみたるものは1種6本にして他のサイダー

には何等の異常を認めす．

　：B群は店頭市販品中より三三沈澱の故を以て牧去したるサイダー商品名別8種20本を警覗廃よ

り逡附（昭和14年11月）されたるものにして，製造月日或は濯濁沈澱の三生時期等不明なるも

のなり。

　2．検査　事項
　　イ，澗濁沈澱の三生如何　　　　　　　　轟，沈澱物の鏡槍

　　ロ，瓶内隠の測定　　　　　　　　　　ホ，菌培養

　　パ，水素イオン濃度　　　　　　　　　へ，分離菌種の病原性の有無

　3．検・査　成　績

　イ，洞濁沈澱の叢生率　A群サイダー中入手當時白濁沈澱の磯生しおらざめし楡髄5種29本に

就て之を室温（七月下旬以降）に放置して三三沈澱の三生救及び製造後沈澱叢生を見るに至る迄の目

数を観察せるに，概ね1乃至3ク月の間に於て沈澱物の獲生を示し，此期間中に沈澱を來たさざり

しものは1年以上に亙りて門門を示すことなし．．次にA群に就て潤濁沈澱の磯生撒を見るに次表に

示す如く35本中25本（7ユ％）・に襲生し且商品名別6種中総てに於て叢生せり．此事實は通常の

清涼飲料土場の：施設と技術とを以てしでは，サイダPめ漏濁沈澱を防止する事（就中夏期に於て）の

至難なる實情を示唆するものと云ふべし

優
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商品名別

‘A

　B
’C

　D
　E’

　F

熱血総敷

　6r’『’

　6”』

　6
　5
　6
　6

沈澱襲生本数

　　6”　　　　　・

　　3

　　2

　　3

　　5
　　㌔6

，二’塾

ε5 　25

（71％）

　　　　　　　　　　　　　　お　ロ，沈澱物¢）鏡割所見余等の得たる試料に予ては瓶底に沈澱物を生するも液は澄明なるもの多

く沈澱物干て顯著となるに及んで初めて液の澗濁を來たすものにして，沈澱物無く液の溜濁をのみ

認むるが如き槍盟なし．45本の獲敗サイダーに干て沈澱物を肉眼的に観察するに，瓶底に友白色乃

至淡褐色の均質なる物質薄く沈積し之に屡々顯田歌凝塊を混在するものあり．瓶を顛倒するに沈渣

縢四四し來たり躍堕すれ醗易に禰散して液の聯な姻灘來た牢瓶を鑓すれば
再び沈積して液は澄明となる・

　沈澱暦を滅菌ピペットを以て遠心沈澱管に探り遠心沈澱して沈海を載物硝子上に撰げ無染毎及染

色標本を作りて鏡検するに；苺岬町も純粋培養を試みたるが如くに多量の酵母を認め稀に少激の綜

歌菌を混在する場合あるも，分裂菌は全然之を認め室而して微生物以外の異物は，．A群撃墜に於
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
七は全く認めざりしもB群楡髄の沈渣中には其過牛に穿て多数の酵母中に極めて少量の黄色乃至淡

黄色無尽形物質混在するを認めたり．斯かる平戸形物質が如何なるものなりやは共紫野きに過ぎて

明になし得ざりしも，沈澱磯生後日野き時期に楡増せるA郡槍平め沈澱物中には全然認め得すして，

沈澱盛生後相當の時日を維過せるB階子盟に於てのみ認めらるる皆野に徴し，．該無晶形物質は恐ら

く沈積酵母中の陳奮細胞が死滅解暫して之より溶出せる原形質蛋白の如き物質が酸の爲に凝固せる

もめならんかと推定するものなり．

　以上の如き所見より，サイダーに磯生ずる掴濁沈澱物は，專ら酵母の増殖に基因し稀に綜状菌の

平帯：を見る場合ありとの結論に達せり．

　ハ，門内歴と沈澱下生との關係　西崎・青柳町はサイダーを開栓して放置すれば炭酸力鴫野力の

減退に從って酵母が念速に増殖するの事實を認め炭酸ガスの逸散を防止する事が沈澱褒生防止の必

須の要件たるべしと示唆せり．福本・宇田氏は養敗サイダーより分離せる酵母を配合糖液に混入し

三門門門徽叢二階門門糠響沈欝との可惜を
　余等も實瞼中炭酸遼系の除去が酵　の増殖を著←く　進ずるの事實≧認めたるにより瓶内歴と沈

濃磯生との關係を槍したるに，歴力掟可能なりし・敗サイダー27本中低歴と見るべき40ボン「

ド以下のもの8本，標準歴に近き　1乃至60ボンドのもの．10本，高歴と．見るべき61・乃至ε0

ボンドのもの9本にして就中．81乃　90ポκドの高歴を有ししかも多量の沈澱物を認めたるもの．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ3本あり孝窮以工瓶内が逐．摩室ρ塗畷生防止力が　’　　　層　　　　　　　　ゐ　　・

亀二，会離菌種の性状、前記の如く鏡楡の結果沈澱物は主として酵毎より成り稀に綜厭菌⑱混在を

認むるのみにて分裂菌は全然之を認むる事能は室．蓋し分裂菌は弼毒性なる液中に於ては増碑し得
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27

ざるを一般とし叉縣歌菌は概して好氣性なるが故に大多数の菌種はサイダー中にて増殖し得ざるべ

く，從ってサイダーの渥濁沈澱が徴生物に由來するとせば酵母の繁殖に基因するならんとせぱ最初

、より推定し得るところなり．ゆかる推定と鏡楡所見との一致に徴し，酵母拉綜歌謡の増殖に適する

麹汁及麹面出天干板を用意し之に沈積物の遠心沈澱沈渣の移植培養を試み，憂敗ナィダー45本中

41本より微生物を分離し得たり．次で分離菌株の純粋培養を行ひて各種め性櫃を検査したる結果ぞ

Torula　29株Mycotorula　18株拉Toロularubra　1株及芽胞形成酵母2株（實験の途中死滅せる’

ため種屡を決定するに至らす）を分離し得たるも，鏡槍の際僅少ながら混在を認め得たる懸試織

（Dernatiumならんと推定す）は途に一株も分離する～二とを得ざりき6

　分離株の性状次の如し．

　　Torula

　形態概ね柵弓形乃至圓形にしてその大さ擶圓形のものにて径2・5’γ3・1x3・0’）5・5μ，圓形のも

のにて2．5’）3．2μなり．細胞は強く光線を屈折し中に淡黒色の顯団歌物質を含む・

　培養上の性歌　　層「　’

　（イ）麹汁培養25度にて培養するに2日目より培地を淵濁せしめ2日乃至5日目より多量の炭酸

　　ガスを登生し7日乃至12日にて醗酵を絡了し菌鐙は沈澱す・被膜及被輪を形成せす’・

　（ロ）麹汗寒天斜面劃線培養』菌苔は最初は脂肪様光澤ある乳白色を呈するも培養古くなるに從ひ

　　友褐色となる．表面滑にして粘稠性，邊橡は緩なる突入を示す・

　（ハ）麹汗ゼラチン穿刺増養　よく獲育するも港化せす．

　（二）一大集落　三白塞天増地上25度培養30日後の集落は圓形荻褐色粘稠に1して留立は虫卵，

　　中央に旧き噴火目歌の国入を示す．

　てホ）胞子　石膏塊培養法たて胞子を形成せす・』・

　醗酵作用　葡萄糖は強く．薦糖，変芽糖は弱く醗酵するも卸糖は醸酵せす。・

　　M：ycotて）rula
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　形態　主と，して胡瓜形をなすも縮圓形なるものも認む．出芽せるものは野伏を呈す．1大さは胡瓜

のものにありては穫2．5・v3．1×4～10μ楠圓形のものにては．2．5・x3．0帽6μなり．．

　培養上の性歌

　（イ）麹汁橋船25度培養2日乃至5日目に薄き乾燥性の被膜を形成し，被輪は形成するものとせ

　　ざるものとあり．Torulaの如く増地を一様に淘濁せしめす菌苔は比較的速に沈降す・

　（ロ）麹汗塞天斜面心線培養　濠潤性菌苔は初め次白色なる．も培養古くなるに從ひ民泊友色となり，

　　表面に著明な縮緬繊を生じ邊縁は突入多く鋸歯歌をなす．　　　、　　　　’

　（ハ）麹汁ゼラチン穿刺培養25度にてよく磯着するも35国後に至りて尚液化せす．

　（二）亘大集落　麹汗塞天培地上25度培養30日後の集落は蝋様の光澤ある友褐色湿潤性にして

　　表面に縮緬雛を生じ周邊は鋸一面をなす．

　（ホ）胞子石膏塊培養法にて胞子を形成せす。

　．醗酵作用　葡萄糖及萎芽糖を弱く醗酵するも溶血及乳糖を醗酵せす・

　　Torula　rubra

　形態　圓形にして大さ径2．9μ・なり．細胞内に数個の淡黒色顯三瓶物質を含有す・

　培養上の性歌

　（イ）麹汗培i養25度培養2目頃より培地は僅に漏濁し3乃至4目頃より薄き被膜及び著明な微赤

　　色の被輪を形成す・菌の増殖に從ひ培地は次第に赤色の濃度を増す・培養30目後に及ぶも醗

　　酵を’存す．　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　鼎・・

　てロ）麹汗寒天斜面劃線増産菌苔は初め淡赤色惚面性光澤を有するも培養日数の経過に從ひ漸次

　　美麗なる濃赤色となる．

　（ハ）麹汗ゼラチン穿刺培養　よく磯心するも液化せす．

　（二）亘大集落　麹汗血天賦地上25度培養30日後の集落は三面，周邊不出，表面瓦葺にして赤

　　色を呈す．

　（ホ）胞子石膏塊培養法にて胞子を形成せす．

　三二作用　葡萄糖・萎芽糖r薦糖及乳糖等醗酵せす・

　ホ，分離菌種の病原性の有無・サイダー心身の原因をなすTorula，　Mアcotorula，　Torula　rubra

等の酵母及懸状菌の1種たるDe鵬tium等は外界に廣く分布し，幅本・宇田氏は清涼飲料主場に

；於ける品詞，水道水，王冠，室瓶，洗盗瓶，味附糖液，砂糖等に之を謹明せり．かくの如く自然界

に於ける浸潤濃厚なるを以て，此種微生物が飲食物と共に人燈に面取せられる泣面は頻高なるべく，

しかも今日迄病原髄として認識せられざるの事實に徴して，當然非病原性微生物なるべきは推定し

得るところなるも，論証濁サイダ・一の如く此種微生物が多量に増殖しおる場合と難も果して無害な

るやに点ては徴すべき實瞼報告なし・鼓に於て一磨此貼を槍臥すべく，炭酸ガス及び着色料を含有

せざるも共他の成分はサ・イダーと同一なる酸性糖液に，分離し得たるTorula　5株，　Toru1翫rubra

　1株，Mycotorula　5株を選びて各別に接種し・0度に5日間増養し，酵母の増殖顯著なるものを、

検膿として使用せり．先づ膿重12kgの成犬3頭に前記3種の酵母培養液100eoを各別に経口的に

町勢し2週聞に亙り健康歌才を観察をるも終始何等の異常を認めす．　　　　　　　　　　‘

　次で健康成人5名（男子3名，女子2名）に前記三種の酵母培養液を混合せるもの100cc宛を飲用
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ぜしめたるに胃腸症歌其他の病状を興したるものなし　　”　　　　　　　．＼、

　以上の結果に徴し此種野生酵母がサイダー中に於て増殖’したる場合に於ても病原性を登揮するこ

となかるべしと思考するものなり．

4．綜　　 一括　 ゴ　．一
　設備乃至技術に於て二，三流に帰すると認めらるる東京市所在清涼飲料工場の製造に係るナィダ

ー商品名別種臼種35本（A群）を日本清涼飲料協會より寄贈を受け三山三二より市内¢！店頭市販

品中溜濁沈澱の故を以て牧乱したるサイダ轡8種20本（B群）の逡附を得，之三種を槍査試料と

して溜濁沈澱の成因を検討せるもの’なり・

．A群検艦は昭和14年6月下旬の製造品にして之を夏期（7月下旬以降）室温に放置して襯察せる

に概ね製造後1乃至3ク月の間に沈澱物獲生し，A群楡盟35本中攣敗を來たせるもの25本』（71

％）に達し，サイダーの渦濁沈澱叢生防止が夏期に於て如何に至難なるかを想像せしむる1ものあ

り・而してかかる攣二品の二二に’よる原料の損耗，業者の経濟二二二等を考慮する蒔三山上灘獲隼

防止法の研究の緊念性を痛感せざるを得す。

　次に沈澱物を磯生せるA群25本B群2）本に就て見るに，沈澱物は何れも二戸伺様にして上白

乃至淡褐色の物質が瓶底に薄く沈積し液は澄明なり．沈澱物は均質なるか或は之に願融歌凝塊を混

ず．瓶を振盟すれば沈澱物は瀦散して液は三等に潤濁し，’静置すれば再び沈積して液は透明とな

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　『

　沈澱暦を無菌的に採取して遠心沈澱器にかけ，沈渣を三物硝子上に取り無染色乃至染色標本を作

り下鏡乱する鴎全点降に於く酵母が極て多量に存在し，僅に数槍鰹に於て多量0酵母中に1種の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ瀞締こ菌が少数混在するを認めたるも，分裂菌は全然之を認めす．更に微生物以外の物質はA群二言

に於ては認め得す，B群槍禮に於ては淡黄色乃至黄色無弓形物質が僅微ながら混在せるもの多し

本物質の本態に就ては微量にして明に心し得ざりしも，沈澱三生後日淺き時期に楡李回るA群二二

には認めすして沈澱盛生後日数の経過長期なりし：B群に於てのみ多勲二三に認められし事實に鑑み，

酵母の死滅融解せる細胞より溶出したる蛋白質の如き物質が凝固せるものならんと推定するものな

り．

　かくの如く考察する時余等の調査したる検証に關する限り，サイダー・の潤濁沈澱の主因は酵母の

増殖に在り之に1種の綜歌論が僅に二二することありとの想定に達ぜり．蝕に於て徴生物の分離培

養を施行し，酵母は多株分離し得たるも，二念少量なりし縣歌菌は分離することを得ざわき．分離

し得たる酵母に就て各種の性歌を二二したるに分離株の大多数はTorula．及Myco七〇rulaにして

Torula　rubraは唯1株なり．分離し得ざりし縣歌菌は形態所見に徴しDematiumならんと推定す．

　分離酵母は野生酵母と略稻するものに屡し三って非病原性なるべきは二二し得るところなるも，．

山雨サイダ』に於けるが如き多量増殖の場合に於ても果して無害なりや否やを知るべく，分離株中

より11株を選びて之を炭酸を充填せざる酸性糖液中に培i養し其100cc宛を成犬3頭及成人5名に・

飲用せしめたるに，胃腸症状三三の屈伏を示したるものなし．此事實より推察し此野生酵母がサイ

ダー申に増殖せる場合に於ても同様無害なるべしと思考す．

　5．結　　　　論

　サイダーの潤濁沈澱の四生は專ら野生酵母たるTorula及My忌otorula屡の増殖に基因し時に’懸



涛原飲料水の溜濁沈澱物に開する細菌學的試験
’、57

欺菌の輕度の混殖を見る場合あり．而して三種微生物に基因する攣敗は衛生上恐らく無害なるべし

と繰す．冥’1　　．「　r『幽馳－一．1“．．こ’．1一∴1一τ11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　　厭

　　西崎・青柳藥學綿第388號513頁大耳3年　　、

　　幅本・宇田醸造學雑誌第15巷第6號441頁昭和12年

　　　　昭莉16年5月

、”
■

噂

6
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サイダーの潤濁沈澱防止法の研究低温殺菌法に就て

技師秋葉朝一，郎 技手市川忠i欠’

緒 言

　余等は，前報に記述したるが如く，サイダーの沈澱潤濁は通常野生酵母の増殖：に基因する事を明

になし得たるにより，次で共防止法として低温殺菌法に關する研究を試みたるを以て其成績を鼓に

報告せんとす．

　サイダーの沈澱溺濁は，作業場の清掃，壕，王冠，使用器具等の清掃殺菌虹に仕込原料及用水の

殺菌或は漉過等を充分に施行することに：より，よく之を防止し得るも’のなるは本邦一流工場の製品

にありては攣敗晶の極めて僅少なる現歌に照して明なり．然れども設備拉に技術に於て不完全なる

中小工場に於ては到底斯くの如き成績を期待し得ざるものにして，爲に攣敗に基因する損失は蓋し

僅少ならざるものあらんと思考す．

　．鼓に於て余煙は申小工場に於ても比較的容易に：施行し得る着古防止法の必要を痛感し本研究を企

てたるものなり。

　此目的に訂して適當ならんかと思考せらる」は，防腐剤を添加する方法か或は低温殺菌法を施行

する：方法なり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　防腐剤添加に就ては食品衛生上各種の條件を考量ぜざるべからざるを以て，若し但濫殺菌法の施

行可能ならば叢生上の見地よりするも或は詩経濟上の立場より見るも淫情に優るべきものならんと

考へ，：先づ低湿殺菌法に就て樵討を試みることしせり．

鍛飲料の雌殺菌法輸し外座の裏曲調査するに・来國のS！・b・11・・tit・t・・fTech・・1・9アよ

砂刊行せる清涼飲料講義錬中に之に着て論述せるものあり．之によれば，炭酸飲料の上敷防止の爲

めには低温殺菌法が，最有期なる凶事實上唯一の方法なりと会し7壕内中心部に於ける温度を

ユ40。F（60QC）以上に達せしめ之を20分以上保持せしむる方法を拮示せり．

　本邦に於ても，温三法と稽し低温殺菌法を利用する一部の業者ありと灰聞するも其方法乃至は敷

果に就て報告せるものあるを聞かす．

　　　　　　　　　　　　　1　沈澱漉濁成因微生物の耐熱性・

　　サイダーの沈澱潤濁ば殆ど常に酵母（Torula，　Mアco亡orula）に基因するものなるも，極て稀に懸

．緬（D・m・ti…P・・i・illi・m　glau・・血）囎殖して灘傑な賊は澱物を成するものあり・

　余等は攣敗サイダーより分離せるTorula　5株，避1yeotorula　11株，　Dematiumユ株，’：Pehici■ium

　　　　　　　　　　　　の
glaucum（アオカビ）1株に就き1之を炭酸を駆除せるサイダー中に：浮游して其の耐熱性を試験せ

　り．

　激本¢）市販サイダーを滅菌コルベンに容れ綿栓を施し蒸汽釜中にて　100つ30，三間の加熱滅菌を

行ふ。此際炭酸ガスは全く逸散す．
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　Torula及びMycotorulaは之を麹汁培地に接種して25。Cに於て72時間培養せるものを上記

滅菌サイダrを以て1Q萬倍に稀諭し・其の1cc中にユ，530乃至12・00Qの酵母を含量する菌液とな

す．・．此菌液10ccを試験管に取りて試験に供す．

　Pe血icillium　glaucumは麹汁塞天上に25。Cに於て1週間培養し充分胞子を形成せしめたる後，

小量の胞子を取りて．試験管に容れたる滅菌サイダー10cc中に混入し，之を可槍菌液となす・

　Dematiumは麹汁寒天上に25つに於て5日間培養ぜる後，集落より2×5mm大の小一塊を切り

取り，其の2～3片を，試験管に容れたる滅菌サ・fダー10cc中に浮游せしめたるもの検液とな

す．

　前記の槍液を容れたる試験管を恒雌水槽中に浸し，液温が所定温度に達してより．所定時間経過せ

る後，直に取出して氷水（6。～8。）中に浸し速に30。以下に袷却せしむ．

　加熱による酵母及綜歌菌の生死を判定する爲には，上記試験管を25。の恒温器申に約2週間放

置して菌が増殖し來たるやを親察するを以て足るも，Torulaに於ては加熱冷却後菌液1ccを取り

て麹汗寒天を以て上板培養に附し酵母の死滅速度の一班を槍漏せり．

　耐熱性試験の成績は次の如し（第1～3表参照）

　1．Torula　5株に就て試瞼せるに40。に在りては全然殺菌性なく，45。に於て或程度の殺菌性

を認め得るも48。以上に至りて初めて15分以内にも完全に殺菌する事を得

　　　　　　　　　　　　　　　第1表Toru1乱の耐熱性

作用温慶

40’

45。

48。

50。

菌株番號

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

加 熱 時 問

15分 ε0分、 45分 〔0分

1880

1970

2250

832

490

1180．

2050

2480

2540

339

204‘

531

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

84

39

151

0

0

0

19

　2

124

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

封　　照
（非加熱）

1991

2170

2430

1550

920

1540

2050

2040

2120

駐数字は皮下1ccを麹汁寒天を以て李板培養に附した際獲生ぜる集落数を示す．

1880

1610

1850

1440

　2・Mアcotorula　11株に就て見るに，45。15分間の加熱に依りては死滅せざるも50。に於ては

5分間の加熱により全く死滅す．
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　a　Dematium．友Penicillihm　gl鋤cum酵母に比すれば抵抗強く，55。30間の加熱に依りては

死滅せす，6σつ30分間加熱に依り勅めて死滅す．

　以上の成績に依り，サイダー中の酵母は50。に於て10分以上加熱することにより，恐ちく・之

を滅殺し得べしと考へられるが故に』ナイダーの低温殺菌法の可能液るを推定するζとを得たり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　然れども，サイダーの低温殺菌を行ふに際してゴ懸念さるるは炭酸ガス六三の増大に因りて破壕

を來たす事或は炭酸ガスの逸散を來たす事なきやの貼なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　Mycot　l　rulaの耐熱性’

作用温度

45。

50。

菌株番號

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

↓1

加　熱　時　間

5分 15分、

十

十

十

十

十

十

十

十

耐　　照
（非加熱）

十

・十

十

十『

睦　十は生存せる酵母がサイダー．申にて増殖したるを示す。

　　一は酵母が死滅して櫓門ぜざPしを示す．

第3表懸欺菌の耐熱性

．十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．　　　カロ　　熱　　　時　　　間
謝　　照
i非加熱）作用温慶 可検菌株

・分1・・分ド15分 い扮

50。

・・m・ti・皿1
十 1 十 1 十 十 1 十・

識誼um［ 十 十

55。

D・皿・・i皿1
十 十

1 十 十 十

1 十 1 十 十

齢継u雨 中 f

60。

・・取・ti 柳．

離譜㎜i 十

十． 十 i 十

1 十 1
1 十

十

1 十 1

十

十

1 十・
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　　　　碑鰍鋤麟縦曝する血続ネ嫌凱1
　壕内歴増大の程度を見んとして，市販サイダーを徐歴器に装置して，先づ室温に於ける本四を測

定し，次で検層器装着の儘，之を55『の恒温水槽中に浸漬し30分後（堤内温度50。に達してよ

り20分聞と推定）の難度を讃みジ更に之を振慣して車塵を検せる炸，次表の如．く，本塵に惟て約

30’）40ボンドの増大を示すも，室温時の回歴30～55ボンド三略々標準歴を有するサイダーならば

破堤の惧れさしたることなきを推定し得たり・

第4黍　55。水槽浸漬時の三三の二化

　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　B C

　1．室温（23。）に於ける本山　　　　　　　　　　　　　　．58　　　　　　　　　30　　　　　　　　　55

　且厨縄浸漬30分後1・於ける搬　　　　65　　’．45』』　　75
　3・（2）を振龍せ・る時の本趣　　　　　　　　　　　　85　　　　　　　73　　　　　　　85

　　　睦歎字は活力（ポンド）を示す

　よって子種の干飯ナィダーにつき之を55。及60。の水槽中に分30聞浸漬して破堤の有無を槍

したるに，55。に於ては検髄8種62本中2本，60’に於て・は36。本中2本の下下を出せり．而

して破調を來たせるものは2工場の製品（夏期の）に限りしを以って，該エ場の製品にして加熱中破

壕せざりしもの及び加温せざりしものに就て槍璽せるに，5与。にて破骨せるものと同町工場の製品

は初筆25。ボンド本1墜85。ボンド，・60。に於て破壕せるものと同一工場の製品は回歴30～50ボン

・ド本歴60～80ボンド前後の六塵を示せり．而して前記2工場以外の製品にして破堤せぎりしもの

の歴は野屋25～3Ωボ艦ド本摩40～55ボンドに：して標準歴を即せうものなり・此成績より見るに

標準歴を有するサイダーならば55σ～60Qの加熱によりて破壕する牽は皆無なるか或は極め七僅少

、なるべしと推定して誤無かるべし．

　次に加熱に基因する炭酸ガスの漏洩如何を検せり．標準璽を有する7種28本のサイダーを55。

の水槽乾30鯛浸漬するに・壕内温度カミ40。四50。燵すれ臨斯洩れを示すもの多く艶に

漏洩せざりしものは23本中僅に6本のみなり・但し瓦斯洩れの程度は僅微にして，氣泡が最初緩

徐に現れ，i欠で一時頻繁になり，爾後再び丁丁となるか或は丁丁的に出現する程度にして從って場

内厘に影響する程のものに非す・旧記を永槽中に倒置するも或は上置するも正置せる場合と比較し

瓦斯洩れの程度に大差なし

皿　サイダ←の所定三度上昇に要する時間

低温殺菌を施行する常備試瞼の一として，恒温水槽中にナイダーを浸漬せる場合の平内温度の上

昇速度を知る必要あり．依りてナイダ積翠に上水を詰め，其中心部に球部が位置する様に楡温器を

キルク栓を以って固定して55。及66。の水槽中に各々置き緯度上昇を時問的に馬蹄せり・

　本法に依りて得たる結果がサイダーの温度上昇速度と一致するとは断定し得ざるも恐らく大差な

かるべしと考ふ

　第5表に示す如く，酵母の死滅温度たる50つに堤内温度が達する迄に約10牙を要し，從つて
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55。或は60． ﾏ水榊に3吟間浸漬すれ曙50．～δ5。或は硲～60．聯脚身間糊澱を保持
し，叉20秀蘭梅漬する場合にほ，’5σb～54。或は50。～59σに10～126｝間保持し得るものなり．

第5表

水櫓温慶

55。

60。

吟興温度

　21。

　45。

　50。

53。～54。

　55。

　22。

　45。

　50。

　55，

58。，》59。

　60。

温慶上昇に婁する時聞

1 ．2 3

0

6

10

20

24

’0

4

10

20

23

0

4

8

20

②2

0

5

8

12

20

％

0

4

8

工3

20

27

0

4

7：

13

20

27

饅　籔：字は時間（分）を示ナ

　回して加熱せるサイダーを水槽中よ■り取出して室温（25Q～26（うに放置して50。迄冷却するに

要する時間を測るに53。～54。のものは約5分，59。のもの・は55。に至る迄約10分，50。に至

・る迄約2（｝分を要ぜり．

　故に水槽中加熱及室温放冷の爾過程を通じて，50。以上の殺菌温度持績時間は，50。20分間浸

漬法に於ては約15憂，60。20牙間浸漬法に於ては約ao分となる・之を酵母の耐熱試験の成績

に徴するに爾操作の何れに依るもサイダー中の酵母を完全に殺菌し得ることを誤想せしむ・但し本

操作により1綜状菌を死域せしむるは不可能ならんも，綜状菌による攣敗は極て稀有なるを以て綜欣

菌の滅殺は一慮目的外に置きたり・

亙　低温殺菌法による沈澱潤濁防止試験

以上の各種豫備試験に依り，米國に於ける60。以上に於て20分以玉加熱する方法に依らすと

も，充分三州防止の目的を達し学べしと思量せられたるを以て，55。或は60。の水槽中に20分間

浸潰し，之を取出して室温に放置して冷却せしむる操作を市販ナイダーに就きて試み，其の攣敗防

止の敷を三四せり．

　日本清涼飲料協會の斡旋により，昭和16年6月23日及24日製造せる東京市内二流工場の製

品3種各々30本宛を6月24日に入手し，3種目1本に就きて槍温し本歴4945及52、ボンド

の標準塵を有し低濫殺菌を施行するに適せるサイダーなることを確めたり・残り29本申10本は

55。，10本は6Q。の水槽中にて「20分間加熱し．9本は加熱せすして鍬照となレ之等を6月24
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璃5ノ班

検　．．燈

　A（23ハ1製　造）

　B（22ハ1製　造）

　C
（轟）

第6表　低盗殺菌と沈澱掴濁の獲生

　　1「皿　　　　　　　　　8／顎 15冊18！K25ノ双

本敷b．・23456・

10

10

9

10

10

9

10

10

9

　60。

　55。

非加熱

　60。

　55。

非加熱 5ω

　60。

　55。層

非加熱 2㈲

891011121菖14

2仔）　4㈲1㈲ 1㈲

4㈲

3㈹1㈲

．工（腎1㊥きω

1516　1ゲ18192021

1住）

91　　9ε
離生
轟）1（轟，

0

0

8

層0

0

9

10

10

1

10

10

0

0　10

5．5．

ウ　2，

　　f最高29．292S　2626牙629　si　30｛沁303σ303232ぎ028272げ23泌26～28

蟄1最低蜘4乞、2，翻畑，，6，6伽，2謝29262，2，皇勉2i，、～％

B以降3ケ月間室温に放置して沈澱漏濁の畿生如何を観察せり．

其結果は第6表に一一括表示せり・

β

　加熱せざりし謝照槍髄に在りては，A群9本の中8本，：B群9本全部，　C群9本中7本に斯て製

造後概ね7日（’19日にして沈澱漏濁の褒生を見たるに樹し，60。加熱検盟に在りてはA．B及C群

を通じ全数に於て沈澱掴濁の嚢生無く，55。加熱検事に在りてはA及：B群には全槍醗に異常なかゆ

しもC群に於てのみ10本中5本に沈澱湖濁の三生を見たり．而して三二C群及封照群中攣敗せる

ものに就きて共原因を二二’ぜるに総て二三め増殖に基因せるものなりき；．

lc群55『の加轍鱗撒白白を白した糠は・豫瀬の綜畷し章艇する塵叫て・

恐らく耐熱性弾き酵母に基因するものならんと推定し，攣下槍盟より酵母を分離し其耐熱試験を行

ひ液るに，果して豫備試瞼に使用せる菌株よりも耐熱性強く』50。30分間三層55。10・合問の加熱に

御ては醐静55．15分即0．5分の加熱に動て初めτ死滅す回り勧（第7表参照）・1

而して前記の55。水槽中20分間浸漬後室温放冷の術式に依りては壕内温度を50。《’54。に約15

第7表　55。浸漬C槍髄より．分離せる酵母の耐熱性試験

作罵温度

50。

可検菌
番號

1

2

3

4

5

加 熱 時’　蘭

5分 1吟 15分 ぎσ分

十

十

十

十

十

’十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

封　　照
（非加熱）

十

十

十

十

十
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55｝

60

1

．2

3

4

5

1

2

3

4

5

十

十

十

十

十『

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

分間保持し得たるに過ぎす，徒って耐熱性酵母を二二には殺滅し得ざるが故に上記の結果を見たる

は二三なり．

　之に封し60。水槽中20分聞浸漬後室温放冷の術式に依れば壕内濫渡を55。ん59。に約17分

間保持し得たるが故に耐熱性強き酵母と雌も完全に之を殺菌し得たるものなり．．

　本試験の成績により，サイダーの場内温度を55。～60。に於て20分以上保持する殺菌法（Pas－

teuriza七ioロ）に依りて，沈澱洞濁を防止し得べき事を知れり．・

　術上記の加熱二三中破壕を來たせるものは皆無なり．

　女に吟味すべきは低温殺菌法のサイダーめ晶質に及ぼす影響なり．例せば，加熱によリキルクの

彊力性に攣化を來たし炭酸ガスの逸散を招肥せざるや或は薦糖の韓化を來たし風味を悪化せざるや

等の瓢なり．

V　低淘殺菌施行2～3ケ月後の炭酸ガス座試験

　55。及60。の水槽中に20分間浸漬後室温（夏期）た2～’3ケ月間放置したるサイダー蚊に樹照と

して加熱せすして室温に放置したるサイダーに就きて初歴鳥山歴を測定したる結果を第8表に表示

せり．之に依れば55。加熱に在りてはA，B，　C群を通じ樹照との間に相違を認めす，60。め三

熱に在りてはA及C群に各1本のガス歴減少著明なるものあるも他の槍髄はi野照と相逮なし．該身

第8表低温殺菌後2～3ケ月に於ける炭酸瓦斯歴力

水槽濫度 55。 60。 謝 照

検 盤

堤内歴力
初歴 本塵 初塵 本厘 初歴 本歴

ム

35～48
36～49
36～57
42～52
43（’59
44～55
46～58
48～60

13～14
30～42
30～52
30～57
32～58
38’》55
46～48
48～65

20～52
38～49
39～48
40’）50

41～53
46（ノ61

47～62
52～68

雫均　　42～55 雫均　　・6～55 李均　　40～55
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B

c

’

30～45
30～46
30，～．46

31～50
35～45
36ん石0
39～59
40～35

『zF均「　32んノ49

30（’35

30～40
30～40
32～40
32，》41

33～40
33～45
35．v　43

38～45
40～47

亭均　　33～・41

25～45
衰9，》46
34．（’．48

36～42
36で》49
38《’48

38～49
＄8～』49

2F均　　’34　2v　47』

5～　3
28～42
30～36
30～40
32～35
33～42
33～40
37～42
38～45

軍均　　30～36

加～45
25～弓8
28～53
30～38
30　～・3S．．，

30～43
、35～54、

35～43
140．～49

・・寞ﾏ　　30～44

　　ひ
26～40
29～39
31～42
34～40
34～42
35～40
35（’45

35～47

雫均　舘～42
、

本のガス漏洩が加熱に基因するものなりや否やは遽に断定し難きも更に検討を要する貼なり・假に

加熱による障害なりとするも本方法の施行を拒否するに足る障碍には非す．、省開栓後調査するに槍

燈に使用せるキルクは総ヒ天然キルクなり．

翌［低温殺菌の母野風味に及ぼす影響

　低温殺菌を施行したる後室海に3ケ月間放置したる槍艦拉封照槍燈に就き其薦糖及韓化糖を定量

せるに第9表に示す如く，加熱楡髄に於て若干韓化糖量多きが如きも共差3％以下にして，低濫殺

菌の影響殆ど無しと稽して可なり・

　次に低温殺菌サイダーに就き泡立の欣態を桧し且15名に飲用せしめて其風味を温温サイダーと

比較ぜしめたるに爾種間に風味の相違を識別し得す．

第9表低温殺菌せるサイダー中の糖の分析成績（Bertrand法による）

検燈種剛 ＼
ム　（3本の軍均）

B（2本の雫均）・

C　（3本の雫均）

D（3本の雫均）

低　　温　　殺　　菌　　検　　燈

55。

薦．糖瞬イ晦

3．68％

2．22

3．77

4．66

7．08％

5。32

5．01

5．19

60。

薦副靴糖
3．67％1

2．22

7．05％

5．15

非　加熱検饒

薦　　糖

3．77％

2．46

3．84

4。84

層化糖

6．95％

5．55

4。94

5．07

結 論

サイダーの丁丁温度を55。ん60。に20分以上保持する低温殺菌法により酵母に基因する沈澱潤
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濁は之を良聯し得べしと思都但し極て稀に卑らうる綿菌嘩する浮游伽狸之を
防止し得寮るやも知れす．

　該低温殺菌法はサイダ門の品質風味舷さしたる影響を及ぼ盛す．

施行回し灘すべき蝦酸が樫にして・「糎40γ50蹴ドの標鞭たるを嬢條件とし・

此程度を以ですれぽ加熱峰因る破壕の惧なし．

　　附記　本研究申イサダーの糖定蟻｝ま検明部三脚囑昂を煩したり・寵して御遜力を謝す．

　　　　　．　昭和16年11月

、

’

ド
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■

豆腐の凝固剤たる苦濾汁の代用として石膏の

　　　　　　悪用に画する試験成績報告

技師服部，安藏、 囑託　鹿間嘉久藏

　近時豆腐の凝固剖として從來一般に使用壱られたる苦滴汁（二化マグネシウム）の沸底に伴ひ其の

代用として石膏を盛んに使用するに到れり依って此際に於ける衛生上の魑否に回し調査の必要を認

め回るを：以て今回東京市内の菓豆腐弓造所に於て余等立會のもとに製造せる豆腐に就き試瞼を施行

し次の成績を得たるを以て之を報告す。

　1　試験材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　、　’

　今次の試瞼に於て凝固剤として使用せる石膏及之を使用して調製せる豆腐に關する必要事項を示

・せば…欠の如し，

　（甲）石膏

　供試石膏は特に豆腐凝固剤として販費せらるる粗製品にして次白色粉末状を呈し分析の結果次の

組成を示せ勢．

　硫酸カルチゥム（CaSO4）　　　　　’　　　　　　　　85．10％

　硫酸酸イヒ鐘1〔fe2（SO4）3〕．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．99ヲ6　’

　二分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．91％

尚ほ本四50。Cの温湯閾レ0％48％溶解魎・

　（乙〉豆腐　　　ド　．　・　　．・’・　　　　　　』　　　　　　　　　，

　供試豆腐は満洲産大豆（3．938kg）を1夜簡水に浸漬したる後豆乳（46．89kg）となし之を4等分し石

膏を夫安（1）0．200％ぐ2）0．25％（3）0．5％及（4）1％の割合に添加して製せめ’斯くして得たる

豆腐の出二上り箇数，1箇の重：量及大きさを示せば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1箇の　大　き

　　　番號　　　　出來上P箇敷　　1箇の重最（9）　　　一馳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横（6m）’．　　　厚（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．縦系。血）

　　　　1　　　　　　　　　　　12　，　　　　　　　　　274　　・　　　　　　　10．5．　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　3．ξ5

　　　　2　　　　　　　　　　　　15　9　　　　　　　　　　266　　　　　　　　　　1ρ．5　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　3．5

　　　　3　「．　9　　　281’』　10．5　　　7　　　3．5
　　　，4　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　297　　　』　　　　　　10‘4　　　　　　　　　　7　　　　　　　　噛　　　＆5

　試製品6外観；：風味次の如し‘「

術ぼ参考として本試製品註記の製法に關する二二者の感想を役するた次の如しレ

番號
1

2

3

4

　　外　　　　　　槻

白色にして表面粗癒滑澤な
らず

白色にして稽弾力性に富み
滑澤なP

囎友色を帯びたる白色にし
て表面粗霧彊力性に乏し

　　同　　　　　　　上

　　・嵐－　　　　　味

豆腐固有の氣味を有するも舌鯛り
不良粘三味乏しく風味噛して良好
ならず

豆腐1固有の風味を有し4種中最：も
美味なり　　　　　　　　・

舌駆り不良にして論著昧乏しく豆
腐固有の氣味を認め難く風味著し
く不良なり

　　同　　　　　　　　上

　製　造　者　の　感　想

豆腐としての債値を有するも作業
困難にして研究の要あり

豆腐として上等品に薦し作業簡易
にして何人にも使用容易なり

亙腐としての債値を有せず誉業用
品とならず

　　同』　　　　　　、上
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2．　試験方法及成績

前記試製品に継三二を三三廠液奉挺繍：麹右回雰疑趨畝の成績を得た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

リ．　　．　　　　層　一’∵ド・…一：∴∵’・∵；　．．1一…”ド

（甲）豆腐

　　　　　　　　　原検短中ρ含螂％）、　・無水物中の含・量（％）

番號　　水分

　i　　85．35

　2　　86．76

　31　・’82988、

　4　　『82，52

（乙）慶液

番　號

1

2

3

4

購鵬繍灘．蛋・賄脂罐籍霧．．三訂：
11．53　　　　α41　　　　2．08　　’0．62　　　0．24

11．8ウ　　　　0．35　　　　0．34　　　0．68　　　0．26

10．31　　　0．47　　　．5．15　　　1ユ9　’　0．64’

8．83　　　0。43　　　5．69　　2．53　　1．13

’　78．76　　　　2．81　　　14．17　　　4．26　　　1．62

89。65　　　　2．67　　　　2．55　　　5．14　　　2．00

16α21　　　2．75　　　30，09　’　6，94　　　3．72

50．49　　　2．45　　　32．56　　14．50　　　6．47

　原検・髄申の含量（％）

　　　　　　　鍍　物　質（次分）
エキス　　　　　　　　一胴＿＿一一

1．49

1．ケ0

1．71

1．76

総　量

0．26

0．33

0．40

0．43

石　膏

0．17

0．26　・

0．30

0．33　・

無水物中の含：量（％）

　鑛物質（節分）．

総：量　　　石　膏

17．17　　　　　　11．78

19．26　．　　　　　15．40

23．36　　　　　　　　17．58　　－

24．62・　　　　　　　18．66

3・試験成績に封ずる考察

前記試験成績より之を考察するに，豆腐の凝固剤として石膏を使用する：場合其の使用量の多寡は

製品に著しき影響を及ぼし適章を誤りたる豆腐は商品債値を喪失する℃とを實誰し得た．り邸ち其の

適量は豆乳に解し0．25％にしてその分量を添加せるものは蛋白質の凝固三姫にして出來上り箇数

最も多く共の晶質も亦良好なり，又適量以下を添加せる1ものは凝固不良の爲め製造作業困難なり，

次に適量以上を添加せるものは出來上り三歎及製品の蛋白質の含量共に著しく少く品質も亦極めて

不良にして豆腐としての商品下値を具有せざるに至れり　　　　’

　以上の事實に徴すれば石膏を豆腐の凝固剤としτ使用する場合適量を超過すれば商品便値著しく

低下し甚しきに至りては販費用に供するを得ざるに至るを以て共の使用分量を製造業者に委すも適

量を超過して増量等の目的に悪用せらるる懸念無きものと思考し得べし・攻に適量の石膏を使用し

て調製せる第2號回申の友分量を從來慣用ρ凝固剤たる苦滴汗を使用せる豆腐（衛生試験所彙報

第32號　昭和15年参照）に比較するに爾者共殆ど大差無し，3ζ石膏を門内に搦取したる場合の

毒性に回し文献に徴するに殆どその記載無く，之を豆腐の凝固剤として使用する程度に：於てに衛生

上有害の璽れ無きものと認め得ペレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭オロ16年8」目6口）

へ　1－
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豆腐凝固割としで伎角ぜる隙の君蕎の毒性1三關する調書

技．’師寺田安一

豆腐ゐ凝固剤として石膏を：使用老る製品の化三三試鹸に等し七は襲きに服部技師より報告せり．

俵って共毒性に回する知見を．調査報告す．

1．石膏の毒性に關する知見．

　石膏め毒性に干する星群は殆ど之を認めす．－

　只僅にKobertに依れば焼石膏を大黒鼠叉は南京鼠に服用せしむるときは水と黒馬．して含水歌の

凝塊となり，其浩化管を閉篤して発死せしむる由にし「ご，此作用は屡々鵬鼠剤として心用すられ；

人間に乏しても亦薄様，胃内「に結石を形成することは古くより知られたる所なり．’

　石膏を含有ずる硬水は有害なレどの読あり1『　　　　　　　　●

Ga士tner「凾ﾍ石膏刺青の硬毒魚に生存壱る芽胞の作用によ妙で十痢を誘起すと述べ，文・：Rose’は

多量の石膏水を飲用せば滲透塵の作用によりて宇痢を講起するこ乏を述べ1園圃斥はカルシウム剤

は」般に利尿三三あるも石膏は其作用なしと報告せり．

術ほカルシウムイオンは牧敏作用を有するを以て冑腸b沿炎剤とし下敷果あり：『・痘瘡の撒布剤と

して本剤を使用するは此機能を利用せるものなるべし．

2豆腐の凝固劃として使用せる石膏の琴性に關する考察

　上述の如く石膏の毒性に關する詳細なる文獄を歓如するを：以て，豆腐の凝固剤として使用された

る場合果して人髄に遷して有害作用を：與ふるや否やk關レては適確なる断定を下す能はす．

然れども簸繭と共噸騨らるる硝の量三部技師の軸に働ば燗が潮重三49

の豆腐1箇宛食するものとせば，α869にして，而も含水物なるを以て既述の如き沿化三内にて凝

塊形成の危険なし但し水に極めて難溶性（黒氏15度にて500倍の水に溶解し35度にて370

回目水に溶解す）鴎を即陽管内に購隅石を彰成ずる齢あるも・徐確溶解して撚又は

排泄せられ，又大量なる場合は下痢を招來せしなる可能性あるを以て叙上の懸念は殆ど杞憂に過ぎ

ざるべし從て予等の考慮し得る算三内にては石膏を豆腐の凝固剤としで使用する程度に於τは殆

ど衛生上有害の虞なきものならん．「層

　　　　　　　　　　　　　　　　　丈！．、

1・第5改正日三三局方

2．H：ager；Handbuch・der　Pharm㈱utischeΩPレ

　axis　574．

3．　Kob3rt；　1‘ehrbuch　d．　Intoxikatione職II　Bd．

　231●1906．

　　　　　　　　　　　　（昭和16年．，月，

　蹴

4．Rose；　Z．　Bdh．6．41．．1913．

5．H．　Vogt：Lehrbuch　der　Bader－md　KIima－

　heilkunde　43，227，430，445．

6・W・y1・互・・db・・h寧・［ 奄凾№宴ﾏ・・Bd・エ16伍

　1919・・撃d・・V叫12ウ零・．1918・

．日）．．
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’石粉を混合せる食昂ρ芸州に關する調査報告『

技手遠藤與作 技手小幡利勝

　屑粉の問題は堆の精気に之を供用したる時代に於て最ら食品界の注目を惹きしが・二陣は右と清

勢を異にし事攣の影響に依り澱粉類の供給窮屈となるに及び招來せる現象にして澱粉類の飾約に石

粉を供用する事實に基因せるなり．本來鑛物質を食料として播取する．ことは近代科學に於ても夢想

ぜざりし所なるが固より衛生上に及ぼす之が危害は豫測を宥さざるものあるべし．

　本調査の結果に現れたる所に依れば菓子類の内には石粉の含量として組成上10～20％を占むる

駒畝甚三三り．ては30％に近経営するものあり・併も三等の蔚は三二の嗜好殿

ぜる品種なるを以で特に保健衛生の立場に於て吾人の直心を喚起ぜしむ，今石粉に就て斯の如き意

外なる歌況を旧知したるに因り，或は石粉以外にも不衛生的物質の食品生産に流用さるる場合無き

を惧る．識する三食三界に斯る驚嘆に値する事件の装生せるぽマ面に於で各種の食品に凹し品質上

の標準ども見倣すべき成分の限津に齢する範瞬の與へられざるが三三とせん，三って食品製造原料

の入手困難に回りては往々にして代用品奨働の聲を曲解して衛生上の三三を無硯しで回すべからざ’

る物質を流用し以で増産の目的を達成せんとするるの在りと推測ぜざるを得す．本調査の結果に鑑

みる．養右の如き時代傾向は現欺の取締方針の下に在りては容易に違を根絶し能はざる庵のと思惟さ

るるが故に此の非常時局に際しては速に之が随止翁忌樹立の高点な．る奪痛感す》　　　　　　　　　　’

　本調査の結果は次記の如し．

　本報告に於ては珪酸及炭酸二二を併せて石粉と証す．

　　　試験晶・類　別　　　　　　　　品
　　　番號

穀粉類、

．1．

睾．、

、3．

‘4

「5

6

7

8

9

10

U
12

13

14

き

そ・

な・

〃

ぱ

〃

う　　ど　ん

〃

豊．せんべい

　　　〃

　　　〃，

　　　グ

沖塑飛んべ超’
き・、なし粒も適〆

き　な粉菓子

カステラ菓子

　　　　『検　査　成　績　表’

　　　淘汰法網施によP残留せる物質
　　　　　（石粉の含否定性検査）

種　　一幽石粉組成　　　　　　　　　　　　　鍍酸に調’　　存　否．　．外．　魏
　　　　　　　　　　　　　する反墨

画多1景1白点勝．末獲泡全溶
　　不検出’一．　　一　　　　層・一

　粉少．量白色三三獲泡全溶
　　木検出　　　一　　　　一
：粉　　〃　　・　　一ドー　　　．　叩閥、　　一

　　　〃　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一

　　多量鵠曇霞恵存鍵

　　苓鹸串，　一　　　一
　　　”　　　　、　　一　　　．　　　一

　　　　〃　　　　　　　一　　　　　　　一

　　　〃　　　　　　　　一　．　　　　　一　　　　　一

　　　．〃　　　　　　　　一　　　　　　　　一

　　　〃　　　、．『一，　　．　一．’

　　蝿鵠二丁麟’層不時

　　　　　　　　　備　考
　　　　　石粉　　＿
　　　　　語縛簾撃

淡油石次「．21・0　24・0　全　　溶

炭酸蕨　a6’4・o杢溶

無水珪酸14・014・0不　攣

無水珪酸　0・8　0・8不　攣’



石粉を混合せる傘品喫騨進醐する誇聴報告 ヲ1

菓子類 、15．・

16

17

18

19．

20

21

22

23

24

マ　シ　ニら　マ
　（バナナ型）

マ　　シ　昌　　マ

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

ボ　　　　一

　　、〃

・口

　多　．最，白　色、粉

口

”

チヤイナマ｛プル
　（i翻り球）

キ　ヤ　ン　デ　r一．

〃

〃

〃

〃

〃

〃．5＝’・

〃

〃

〃

〃

．〃

〃

〃．

〃

〃

〃

　　　ら
末：．饗泡歪溶

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃層

炭豫駐オ葺ヵミ「』　18．0

1＝グ

、〃

〃

〃

〃

ノ・

ガ

　　　〃　　　　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　・

欝欝粉鳶殆ど穫．舞廼馨

　6。0　』

－’

P2．5

24．0

10．0

27。5

10．Q

12．〇

五8．0、

　8．6

　4．6

122．0

　8．G

13．0

25，0

12，0

28．0

12ρ

．・ P4．0

20．0

　．90・

全　　溶

〃

〃

〃

〃

〃

〃

グ’．

〃

殆ど不攣

二二鞠汰法とある嗣二物鉢’熱湯及びア㌍・唖に幽幽理するζと鳳P此の際不溶物置
　　磯謝る紛あ醐之姥難し玖で拷にク叩ホル砥岬翻嵌勲力・へ比重の鵬を稗・

；r石騨噸麗しむる聯云ふ1働騨即r轡の瑚∫解

レ磯姶黙熱嘩獅雄P聯ものに勧ては可灘咳分申に於脳躍り勲常法に由
　　珂求翠縁螺酸砿嘘を鋼即石粉嵯灘騨即も饗却て嗣榊の次黛騨酔
　　を以で鹿回し共の不溶性残渣を秤量して之に禿回す・

　可園圃中マシュマロ・ボ胤ロ及千ヤイナマーブル（憂り球）等は見繕用菓子にして其の外観次の
　　　　　　，
如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料より抽離せる石粉類

■

　　　炭酸石灰×59　　　　　　　　　珪　砂　×50

せんべい．第14號のカステラ菓子及第24號のキャンデーにして他は何れも炭酸三友の使用に係

るものなり・

　　　第第三第三第
　　　一三衰i…七颪
　　　號　號　號・號　號　號

　検査の結果に於て石粉の含有を淘汰

法に擦り叢回したるものは試瞼晶第1

號，第3號，第7號及第ユ4～第24號

の14種なり（挿入圖参照）．右の内珪

酸盤の含有に属するものは第7號の塵



？2 遽藤・小・幡

　　　　　　　　　　　　　　　　　の1珪砂と炭酸三友とは淘汰物の外観よ・り容易に之を鑑別し得るも三三鏡下に之を翻察すれば挿入圖

隅るるが如き差別姓す媛．、

　石粉の混合量とじて最大なるは27．5％を出す第20號のマシ’ユマロなり・20％以上のものは此

の他に郷號伽シー▽あり・大部分は10720％の旧離存す期5％以下なるものは

第2號の「きな粉翠第14號のカステラ菓子の2種に過ぎす・惟ふに此の低度の可三物は石粉を混合

したる不良晶と純良品との再混合されたるものを原料に供せ二りと認む．

　表上の試料中最も悪質なる加工の行はれたるものは珪酸自Pち土砂の海合された為品とす．純良な

る炭酸石衣ば屡々馨藥品として播取されること在るも，、土砂は如何なる場合に於ても食將に供すべ

き一ものた非ヂ．此の鮎に於て第7號ゐ塵せんべい」及第24號のキャンデー庶注目を回すL前者

は1勉簿は．1a2％の揖に翻す麟匹田回れた四三るもρなり・
其鈴寧三三僅少脳三三Q汐壇・回報同様旧地よ贈むべきものとす・・
　本調査に於て前記の如く興味ある結果を言出するに至りしは共の原因主として石粉の多量含有品

を試料として蒐隼’し得た藤三鷹くもの潔む．之の黒讐に揮斯轡三三頒を聯された

る旧規磨衛生検査所長三雲技師並京都府聴宮崎装師丞小林技手諸氏の好意に封し予等な鯨に右の衣

第を登載して謝意を表するものなり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和16年8月

．．

Y・’

，

、■　’・
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蹟泉の鰯媒作用に關する研究（第2報）

・呈色学窓に依．る鯛媒作用の鑑識に就て

技師　服r部　安　藏

　　　　　　　　　　　　　　　　　内　容．概．醗

　磯泉を疾病の治療に慮甫するに際し其湧一瓶地に於でのみ特に卓越ぜる毅果を有し之’を他ば韓邊ずる

か又は湧出後繭を幽するときは署、しく其の蘇を減損する・ことは從來熟知の事實1くして其一端は儂

にラヂウも費『ナチォンの作用ド曇りて説明サらる，Lド過ぎず共ρ犬部分は不明孝せら劇たる所なッ然．

るに近年之に關す珊即し町歩し其の本態は鎌軟勧て簾に鮪するマ躍ン或繊等の特
殊め化合物の鯛媒作用に基くこと明瞭となれP從って從來分祈學的成績のみによψて解決し得ざりし潭

泉の二曲舳敷果に申し有力なる説明を與ふるに至れP・

　本研究は救上の問題解決の基礎的硯兜として源泉に於ける極めて微鼠・のマンオン及鐡の存在に基く侮

媒作用牽容易に鑑識し以て温泉り治療的野用の完壁に資ぜんとするものなP・　　　‘　．　　　　　　．。

一緒． 言

鑛泉の急心作用はオキシダーゼ及バーオギシダーぜ等の如邊酵素類の作用に類似するを以て二二

此等の呈色反鷹を鑛泉の燭媒能力の鑑識に磨記せる業績枚暴に邊あらす其中より主要なるものを學

ぐれば次の如し．

　19⊥1年・R，Gle㎎rd（1）氏はVichア鑛泉の研究に際し其の鰯媒作用の鑑識の爲めに1908年．

Kastle　and　Amboss（2）雨氏に依りて血液の鑑識試藥（血液は極めて強き燭媒作用を有す）として

考案せられたるアルカリ性にて還元難色せるフェノーノレフタリン溶液を過酸化水素の存在に於七使

用の結果論二水は強二二媒作用を有す・るこ，とを瞼記し其の作用は水酸化第一鐡に基’くものなりと報

告せ抄．

1925年0．Baudisoh　and　L　A．　Welo（3）爾氏はFranzen鑛泉の老成現象に就き研究し固形

三分の析田に依る鰯媒能力の沿失と野際網野ぜる重炭酸亜酸化鐵の平門を研究し鰯媒機構の読明に

封．し極めて有力なる實瞼的根糠を與へたり伽ちFranzeα鑛泉より湧出する鰐媒作用を有する新鮮

なる天然鑛泉中に含有せらる製鐵は悉く重炭酸亜酸化鐡として溶存するものにして之を室氣を遮断

・して保存するも其の能力は次第に油失し此際光線を照射すれば其の清失を著しく促進’し叉探酌直後

には無色澄明なるも開放容器中にて20～30分を経過すれば大部分の炭酸瓦斯を逸散して蛋白石濁

を呈することを験回し同氏等はこの現象を一水の加水分解と自己酸化に基くものなりと読明せの次

で同氏等はベンチヂン試藥を鷹用し重炭酸亜酸化鐡の示す鱗媒作用の研究に三頭し途に硫酸亜酸化

鐵の水溶液に計算量の重炭酸ソーダを添加して明せる重炭酸亜酸化鐵は著しを鰯媒能力を有するも

其の作用は僅々数分にして潰失することを認め更に活性及非活性型鐵化合艦に就き研究の結果其作

用を立罷化學構造によりて読明せり・

1929年B・udi・ch・・d　E・lr・（4）駆はフ・ノー〃タリン試藥を用研てS・1・七・g麟泉の三三
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作用を三三し純粋のヘモグロビンー定量を含有する水溶液め呈する反慮を標準として其丁度を概言

し更に本門働四脚諭麟㈱蝋廠め翻糾“三三三蹟磁鑛泉は最も蝿
燭媒作用を有することを認め銅璽も亦多少本呈色反回に關與することを報告せり．

　ユ930年－Fres・円周u9・hd且壁面εr（5）繊匝諦ibs碗磁健於ける2種の鑛水を夫々開放

容器申に採産し前記B鐵disch氏等の方法に從ぴフニノールフタリン反鷹を劃したるに群口後24

時間を経過すれば安堵は完全に沈降し其の濾湛ほロダンカリ辰窓により鐵の存在を認めざるに至る

も尚ほ爾後5目蘭は陽性を示せりこの實験により鑛泉中本反鷹に饗して陽性を雌與するものは鐵以

外に他の重要なる化合罷の存することを認め二・定量の硫酸亜酸化鐵と重炭酸ソーダより製せる人工

黙酸亜畔鱗液と淀量ρ岸壁拶ンを思する男茎嵌醐斯糊入して黙る人踵
炭酸軍醐困ンが踏液の爾都就き奉反懸を駆るに前者は蝋画にして稀に陽蹴示すこと
あるに1過謬ざるも後者ぽ常一に強陽性を；恭しヲζ三三；泉中に於げる含量：乏向程度ば重炭酸亜酸イヒマ’ンガ

ンを鮪す諮灘雄もよく蜘鵬性を持回するを以て撚の九ノ伊ブ妙シ反三主と

して其：中に含有するマンガノィオンに基くものなりと報告せり．

　鑛泉の鯛媒作規の鑑識法としては前掲ペンチヂン反鷹及フゴノ声ルフタソン三悪以外にグアヤク

．脂反照（6），インドフェノール反慮（7），メヂレン青反癒（わ及ヂオギシフ出二副ノレブヲニン反慮（7）

等酵素に謝する呈色幽趣を共儘利用することあり又近年フ出田イオンは鑛水の鰯媒作用の重要因子

たるに鑑み共の鏡敏なる鑑識法たるクレンケ反慮（8）愚亦之に襲用せらる玉に至れり・

　今次試瞼に於ては前記諸反鷹を塊較考査の結果耐久力無き干与又は操作煩雑にし』ζ臨地試瞼用と

9て重爆ρもの礁外の終漁ら心チヂン購及フ・ノゆフ列ン購を潮脚にマンガ
　ノイオンの鑑識の修めにホルムァルドオキシム反慮（9），フ雪線イオンの鑑識の爲めにクレンケ反

影を慮用し前同報告（10）の方法に導きて調製せる人工活性液に就き時間の経過に俘ふ呈色の攣化を

』プルフリヒ光度計を用ひて測定したるに稻々興味ある成績を得たるを以て之を一括して第2報とし

て報告す．

二試験　方　法

今次試験に於て實施せる：方法次の如し

　（A）　フェ、ノールフタリン反鷹（4）

　豫め376に加1診せる導水10ccを試験管に取り之にフニノールフタリン試藥5滴及30％酷酸3

滴を添加し静に混禾ロすれば検水中にダイレクトオキシダ「ぜを含有するときぱ直ちに赤色に攣す之

を厚さ20mmの液暦に於て濾光板（S＝51）を用ぴ試藥添加後正確に20分経過時に於ける吸光係

数を：測定せり若し此際赤聾せざるときは3％過酸化水素液3滴を添加するに赤聾すればインダイレ

クトオキシダーゼ（パーオキシダーゼ）含存の徴とす．

　フ出ノーノLフタリン町明　フニノールフタレエィン29を水100ceに溶解し之に苛性カリ209

及亜鉛塵109を添加し煮沸して完全に脱色せしめ冷鋒之を遮光町中に帳入し亜鉛片を投入し密栓

欝嚇す．

　（：B）　ホルムアルドオキシム反撃（9）

　本法は19＄2年Deuig6s・琉にま．錠ごマンガノィオンの：鏡敏なる試藥として報告ぜられ允るもの
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にして其の：方法訳の如し．

　豫め37。．に加回せる検水1060を試験管に取塾之に，カリ滴液025ecを添加したる後本試藥3

滴を加へ欝かに混和すればマンガノィオンの存在に於ては葡萄酒様赤色を呈す之を厚さ％mmの

液暦に於て濾光板（S＝66）を用ぴ試藥添加後正確に20会経過時に於ける吸光係藪を測定せり．

　ヵリ演液苛性カリ409を豫め煮沸して炭酸を駆除したる水100ccに溶解実

　ホルムアルドガキシム溶液　トリオキシメチレン209及硫酸赴ド・ロオキシルアミン479を：水

100ecに煮沸溶解す・

　（C）　ベンチヂン反感（3）

　豫め37Qに加温せる鉱水10CGを試験管に取り之に2％ペンチ・ヂンアルコール溶液，30％酷

酸及3％過酸化水素液各1滴を添加し艀かに混合すれば鵤媒性物質を三三の場合は直ちに藍色を

呈するも殆ど瞬間的に紫褐色に攣ず之を厚さ2αmmの液暦に移し濾光板（S＝53）を用ひ試藥添加

後正確に10分経過時に於ける吸光係数を測定せり．

　（D）　クレンケ反磨（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　豫め37。に加温せる撒水10ecを試験管に取り之にイソニトロゾァセトフ土ノンクロロホルム

溶液1cc及N／ユ0σ第2燐酸ソーダ溶液1ecを添加し振盟するに九血イオンの存在に於てはク

ロロホルム暦青色を呈す之を厚さ10mmの液暦に於て濾光板（S＝66）を用ひ試藥添加後正確に

20分経過時に於ける吸光係数を測定せり庇際往々にして呈色濃厚に過ぎ測定困難なることあり此

場合にはクロロホルムを用ひ一定倍率に稀薄の後測定せり．

三．試験「成績

　（甲）　マンガン溶液を以てせる試写

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　前回報告（10）の：方法に基きて調製せる1）種のマンガン溶液に就きブ出ノールフタリン反懸及

ホルムァノをドォギシ’ム反鷹を検せる成績次の如し．

街ぼベンチヂン反慮は総て陰性の成績を示せるを以て寒中総て之を省略せり叉フゴノールフタリ

ン反慮は総てダィヒクトオキシダー販慮の成績のみを揚げたり本反回陰性の場合更に過酸化水素

液を添加すれば多くは更に微赤色又は痕跡程度に呈色しインダィレクトオキシダ幽ぜの反慮を示し

たるも溶液の稀繹度講瞼時聞等に特別考慮の必要を認めたるを以て之に聾する比較研號は別に報告

する事とせり．

　（1）硫酸亜酸化マンガン溶液

検水1δ1巾の

皿11の含量

0．1

検水の外親

』無色澄明

纒過時
聞（分）

　0

6σ

1、20

1180

24σ

300

フエノhルフタリン反慮

辱，調矯三三吸三度1吸点数

2

〃

〃

〃

〃

〃

48．2

51．8

52。9

56．5

58．8

61．2．

0．317

0．286

0．275

0．248

0．230

0214

0．159

0．143

0．138’

0．12壬

α115

0．工07

ホルムアルドオキ’シム反慮

母，m）厚導f闘吸（誉）黙轡

2

〃

〃

〃

〃

〃

37．8

38．9

42．3

50．0

53．4

57．8

0．423

0．410

0．374

0．301

0．271

0．238

0．212

0205

0．187

0．151

0．136

、0．119

pH

7．0

〃

〃

〃

7．1

〃



76 i．1．　　Jl服．．一旨　　部：

α01． D珂．．．上

0．001

0．0001’

0．00001

同上

同．上

同．上

　0　　　　〃　　　　　　68．2　　　0．167　　　0．084

　66　　．・’〃　　　　一’∴76．6’　，0し152　1．．0．076

・120・　．．．〃・　　　・70ピ6一　．o．152・：　Olo76　・

・180　　　　〃　　・．　　72涯）㌃　　0ユ36．　　・q．068

240．．　一〃　　　　　76．5　’0．i16　　．0．058．

30〔）　　・　〃　　　　　　’80．0　　　：0．097　　　0．049

　0　　　　〃　　　　　　68。2　　　0．166　　　0．083

　60　　　　〃　　　　　　75，3　　　0．123　　　0．062

120．㌧〃　82．4．0葺084．．・0．042

．．180．．　　グ’．　　．8L7　　　0qO72，，　0●03¢

240＿，グ「8761．o・030．o・030

300　　　．．〃　　　　　　91．8　　　0．037　　　06019

　0　　　　〃　　　　　　　84．7　　　0。072　　　0．036

　60　〃　．8乳1’qo60．．岬0
120　　　　〃　　　　　　　89．4　　　　0．049　　　0．025

180　　　　．〃．　　　　　91．8　　　0．037　　　0．019

．ぞタρぞ，．．辮．0捌．．、qo13

300．〃　100．00．000．0．000．

　0　　　　〃　　　　　　89．4　　　0．049　　　0．025

　60　　　　〃　　　　　　9168　．．．＝．0．0137　　　．0．019．．∫

120　　　　〃　　　　　　94．1　　　0．025　　　0。013

．180　“　96．50の15　0．068

240　〃　100．0 0．000　0．000

（2）硫酸々性硫酸亜酸化マンカン溶液

〃

〃1』

・〃．．’

．． V．

〃、

〃二

〃

〃

〃，

”．

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃』．．

〃

〃

．グ．

〃

〃

58．7　　　0；232．　　0ぎ1：16　　　7．0．．

5819・．　0．島6　　　0．115　　　〃

．58・9． ｿ23σ0．1151．．．ノ．

．’ V1．1　　　』FO．150　　．0．075．　　〃

　　　　　　‘
．：72．2』 @．．0．コニ4皇’∫．0．｛｝717．1　．7．1

　　　　　　　、
76．7　　　061i5．．　0．058　　’　〃

57β　　　o」238　　　0ρ119．　．「λ（〉．

70．O　　　Q．155　　　0．078　　　、〃

82．2．． @0．085　　　0。043　　．〃

83」3　　　0．079　　．0。040　　　〃

844　　．（ト074」．　0●037　．　7．1

褐ﾁ・1．μO荏0．0・020”

82．2．　　0．085．　　0。043　　　ワ，0・

84・4．μρ74’0・037グ

83・70・06笥．qo31．〃

8＄．9　　　0050　　　0．025　　　7．1

91．1　　　0．040　　　0．020　　　〃

100・oo・oqo．9ρOo・：7・0

87．8　　　0。057　　　0．029　　　グ．

88．9　　　0．050　　　0．025　　　7．0・

X262　　　（恥035　　，0ρ18　　　〃．

．96．7　　　0。014　　　0．007　　　〃

10“o m．“000似000ロ．

．　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

蟹纒工水・嬢幽咀
　　　　冒F7並ノールフタリン反癒　　　　　　　ホルムアルドオキシム反鷹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

間（ﾓ、調帯劉吸尚度i吸瓢敷置7，。）厚理博吸（誉）塑黒月
．pH

0。1 ．無色澤明

0．01　同　上

　．0

　．60

　120．

．180

．240

・名00．．

　　0

　60．

　120

　180

　240

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

47．1　　　0．327　　　0．164

61．2　　　0，214　　　　0．107

61。2　　　09214　　　．0，107

64b7　　　0．i89　　’　0．095

64。7　　．・．0．189　．．0。095　．

65．9　　　0ユ82．　　0．091

70．6　　　0。151　　　0，076

72、9．　　0．136　　　0．g6＄

74．ユ　　1．　0．130．．　0．0コ5

・牲、．α、3。。。651．

76．5　　　0．116　　　0。058

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

、乳8q423． P

38．9　　　0，410

38。9　　　0410

38．9　．　0。410

38・9　．　0410　　．

38．9　　　0．410

55。6　　　．0．255

．与5・60・256

55．6　　　0．256

55．6　　　0。256

57。8　　　0．238

0．212　　　4．5．・

0205　〃

0．205　〃

0．205　．　〃’

0．2051 V

0．205　〃．

0．128　〃「

0．128．〃

0．128　〃

06123　〃．

0．119　〃
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．竹

0．001 同　　上

．0．000r．同　上

0．00001

4

’

同、上1
　　　　匙

300

　0
　60

120

180

240・

300

，　0

　60

　120

　180

　240

　0
　60

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

〃

’〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

82．4

90．6

90．6

91，9

94ユ

95．3

100．0

94．1

96。5

97．6

97．6

100．0

97．6

100。0

　　　1
0．085　　0043

0．043　　　0．022

0．043　　　　0．022

0037　　　0．019

．0．026　　　0．013

0．0『1　　0．011

0．000　　0．000

0．026　　　0、013

0．015　　0．008

0．011　　0．006

0．007　　　0．004

0．000　　0．000

0．007　’　　0．004

0．000　　0．000

〃

〃

〃

．〃

〃　’

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃　．

〃

64．4

88．9

88．9「

曾1．ユ．

922

94，4

100．0

91。1

9L1

94．4

94．9

100．0

94．4

10α0

0．191

0．00

0．050

0．040

0。Q31

．0．025

0．000・

0．040

0。040

0．025

0．022

0．000

0．025

0．000

（3）炭酸々性硫酸亜酸化マン頭ン溶液’

　　　q）37．．に耀帳酸瑚樋入せざ生水嘱きて獅せる購

0．096

0．025

0．025

α020

0．・016

0．・013

0．000

0．020

0．020

0．016

0♂011

0．000

0．013

0．：COO

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

グ

〃

亀〃

〃『

〃

k　．

絵水∬中の
皿取の含量

0．1

0．01

0．001

検水の外槻

無色澄明

」

同　　上

同　　上

’

’

経過時
聞（分）

　0

60

120

180

240

お00

　0

60

120

180

240

含GO

　O

60

120

180

240

3qo

　O

フェノール7タリン反回

厚　　厚
（伽）．

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

透光度
（D％）
吸光度
　（E）

49．4

　●
49．4

49．4

．50．6

51り8

56．5

ε8．8

64．7

・68．2

70．6’

74．1

・82」4

74．1

77．6、

　82．4

　8盛。7

　88．2

　91．7

　76．5．

0．306

0．306

α306

0．296

0．285

0．248．

0．231

0．189

0．167

0．151

0．130

0．084

0。130

0．110．

0．084

0．072

0．055

0．037

吸光係敷
　（K）

．0．153

0。153

0．153

0，148

0．143．．

0．124

0．116

0．095

0．084

0。076．

0．065．

0．042．

0．065

0．055

0．042

0．036

0．028

0．019

．0．058

ホルムアルドオキシム反慮

1
1

層L　厚
（cm）1、

q116｝

，1

1

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

邊光度
（D％）：

38．9

38。9

41．1

41．1

．42．3

’49．4

52．2

55．6

56．7

ξ8．9

172．2

83．3

72．2

77．8

83。3

84．4

86．7

88．9．

　72。2

吸光度
（E）

0．410

－0。410

0．386

0．386

ro．374

0。306

0．282

0．255

0．246

0。230

0．142

0．079．

0．142

0．1G9

．0．079

吸光係敷
　（K）

0．205

0205

0．193

0．193

ρ・187

0．153

0ユ41

0．128

0．123

0．115

0．071

0．040

0．071

0．055

0．040．

αe7壬1α037
　ロ　　　　　

0．σ62　…　　0．091

0．051

0．142　　0。071

pH

1、

　4．5

　4．6

　4．8

　4．9

　5．0

　5．2

　4．5

　4．6

　4．8

．．〃

　5．1

　5．2

　4．5

‘4。6

　4．8’

　4．9

巨1
…261・・

4．5
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D．・『C服二．．・．部乙．
’

　　　βσ
1．・　　120
0．0001向上

　　　工80
　　　240〃
　　　300こ〃
　　1．．．1．．1：．．ll

O．00001． D．〃　　　　〃．　　　120　・　　〃

　　　．180”

〃・．｝＄2・4．

4・・＄82
〃　　・・　．　88．2

　91．8．

　94．1
　88．2．

　91．8
　94．1
　97．6
　100．0

0．084

α055

0。055

0．0ε7

0，026

0．055

．0。037

0．026

0．011

0．000

．0．04a、　　〃　　・　　83．3　　　．ρ．079

0．028」　　　〃・　　・．　　85，6　　　0．068

0，028．　　　〃　　　・：　　86．7　　　0．062

0．019　　　〃　　　　　88．9　　　0二〇51

．0．0工3　　　　〃　　　．　　92，2　　　α035

0．02S　　　　　〃　　　　　　　87．3　　．0。057

0．019　．　〃　　　　　　92．2　　　0．035

．0．013．　　　〃　　　　．　　94．4　　　0．025

0．006、　　〃　　　　　　100．0　　’Q．000

0．000〃　 一　一
．、　 、　∴（ロ）37Qに加温中炭酸瓦斯を通入せる楡水に就きて施行せる成績　．　　・

0，0盗0．4．6

．’

ｿ0344．8

0．031〃

0．0265．1

．0．oi8‘6．2

　’．0．029　　　4．5
0．018　　．4．6

0．018　　　4．8　　・

0．000〃

一辱・0

検：水H申の、

．．斑nの含最

　　し　
0．1

0．01

；二

ドのロ　　 @

一〇．001

　、　噛
’．0．0001
　■．．’

検水の外槻
経過時．

．間．（分）暦．厚透光度

　ぐcm）．（D％・

．フェ．ノールフタリ．ン反慮

　　　2
　　　．．ノ．．

　　　〃無色．澄明、．．　　．，

　　　一〃

　　　〃．．；

同上

同．上．

同上

　0
60

．120

ユ80

．300

　0〃・
60．〃．

120”．
180”
2≦0〃

300〃
　0．〃
60．〃

．．120〃

1＄0ク．

240〃．

亀300〃

　0〃
60〃
r120〃、
180・〃．．

240〃・．．

．300〃

吸光慶
（：E）

49，4

49。4

49．4

50．6

752，9．．

52．9

58．8

δ8．8

61．2

．62．4

◎3．5

64．7

77．6

77．6

W0．0．

80．「8

82．4

82．4

76．5．

76．5

81．．2．「

．81．2

94．1

9壬．1

吸光係敷
rK）

Q。306

0．306

0．036

．0．29S

O．277．

．0．277

．．
O，232

0．232

0．214

0。205

0。197

0．189．

0．110

．0．110

0．097

0．097

0．084

0．084

．0．116

0．116

0．091．

0．091

0。026

01Q26

麺ムアル擬キシム反回

暦厚（cm） 透光度（聖％） 吸尚度i吸欝数．

0；1ε3．　　　2　　　　　　自8．9

0・1昌3　〃　．診8．9

0．153　　　．〃　　　　　　40．0

0．149　　　　．〃．．．．、．　　416エ．

．04婁｛）　．．　　〃　　、　　　42．3

・　0．139　　　　〃　　．　　　42．3

　■
0．116．　　　〃　　．、．　　　52．2

0．116．　　　〃　　　．　　　52．2

0．io7　　，　〃．　．　　　．53．4

0，103．　　　〃　　　　　　53．4

0．699　　　　〃　　　　　　54．4

0．085．．　　〃　　　　　　55．6

．0．055　　　　〃　　．　　172．2

0．055　　．　〃．　　　　　72．2

0沿49．　　　〃　　、　雪．　73．3

0．049，　　〃　　ボ　　　74．4

0．（囚』2．．・　　〃　　．　　　7与．6　．

0．042〃．．77．8
0．058　　　　〃　　、　　　　72．2

0．058　　　　グ　　・．　　　　72．2

0．046　　　　〃　　，　　　　74．4．　　．

0．046　　　　〃　　、　　　75．6

0．0＝1琴　　　　〃　・，．．　’　75。6

0．013．〃・．．．80．0

o．41Q

O．410

0．398

0．386

0．374

．q・374

．0．282

0．282

α273

0。273

0．265

0．255

0：142

0．142

0．134

0．工29

0．工21

0．109

0．142．

．0。142

0．129

0ユ21

0．121

0‘097

1

P耳

0．205

0．205．

0．199

0．193

．0．187

0．187

0．141

0．141

0．137

0．137

0．133

0．128

0．071

0；071，

0．067

0．065

、0．061

0．055

0．071

0．071

0．065

0．061

’0．061

0．049

4。5

〃　．

〃．

　　＼’〃

〃

〃

〃．．

’

〃　．

〃．

〃

〃

．〃

〃

〃

．〃・

〃

〃

〃　．

’一

4

・’　．

〃．．
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0．00001

1
’

　　　　1

同上

．0

60

120

180

2生｛｝．

300

レ

〃

〃

〃

〃

〃

88．2

188．2

89．4

89。4

91．8．．

94．1

0．055ヤ

0。055

0．049

0．049

0」037

o・02昏’

0．028

0．028

0．025

0．025．

0．019

0。013

〃．

〃

〃

〃

〃

〃

87．8

87．8

88．9

88．9

9σ．0

90。0

0．057

0．057

0．051．

0．051

0．046

0．．O46

0．029

0．029

0．026

0．026
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〃　　　　35．5　0．450　0，450

〃　　　　40．0　0．398　0。398

4　　　41．2　0，385　0．3臼5

〃　　　　4β　．1．319　L319

〃　　　　14．0　　0．854　　0．854

〃　　　　18．8　0。726　0、726

　〃　　　　24．0　　0．620　　0。620

〃．　　25．9　0．586　0，586

　〃　　　　30．6　0．514幽O．514

〃　　　　47．1　0．327　’0327

・〃　　　．48．2　0．317　0，317

　〃　　　48．2　0．S1ケー．0．317

．〃　　㌦　48．2　0．317　06317

　〃　　　55．3　0．258　0。258

〃　9　　56．5　　0．2盗S　　O．248

〃．　．8ゴ．406084・0．084’
1、

　グ　・　82．49α084　0：0S4

　〃　L　　82．41．0．094　0。084

　〃…　　L84ρ7　　0●072．0二〇72

〃・100．010．000． 早D000

4．5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃．

グ　　・

〃

〃

〃

〃

〃

〃『

・沙

〃

〃9

〃’．

〃’

〃’

（9）重炭酸亜酸化鐵溶液
曳

鹸永1Z申

のFeめ
含：量

0．1

検水め’外割

微黄色潤
濁歌を呈
す

睡爵
間（分）

　0

60

120

・180

240

300

フェノ｛ルフタジン反慮

暦日
（cm）

2

〃

．〃’

〃・

〃

〃

透光度
①％｝

84．7

gi．8

・94．1

91．ユ

96．5

98．8

響i叢欝

0．074

06037

・01026

0ゼ026

0．015

0．005

0．037

0．019

．0．013

0．013

0．008

0．QO3

ベンチfン反慮

閣灘

1

2．

グ　．

〃　．

〃

〃

〃

饗誉劉叢欝

8．4　1．076

8．4　　1．076

ユ2。0・0．921

14bO　O．854

14．0　0．854

16．9　0．772

0．538

0．538

0」461

0．427

Q・427

0．386

クレ著ケ反慮

等厚
（cヌn）

1

〃

〃

〃　．

‘〃

4

透光変
（D％）

■

饗翻雛1

0．鍬

α

1．4

L4』

7．1

15．3

2。301

．2．180

1．854

1．854

．19149

0．815

2．301

2．1．80

1．854

’1．854

L149

0．815

．pH

6．21

5．9

5．6’

5．a　　ρ

5．1．

〃
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F

α01

ユ

0．00r

潮入｛．誘

　　　　　　0

無色澄明　　60

　　　　　120

〃

〃

2

91．8

100，0

100，0

0．037

0．000

0．000

0．019　〃

0．000　〃

　一、〃

0．000　〃

　　　〃

　　　〃

　aL3

　96．4

100．0

　90．4

　95．2

㌃100．0

0．504　0．252　〃

0．016　0．008　〃

0．000・0．000　〃

0．044　　6．022’〃

0．021　0．011　〃

0．000　0．000　〃

17．6

94。1

100．0

．71．0

100．0

・0，755

0．026

0。obO

O．149

0．000

0，「

10．026

0，000

0・149

0．000

64
6．5

6．6

6．8

〃　「

〃

〈m）重麦酸卑酸化攣油酸ジーダ溶液

’

桧永1坤
のFeの
含：最

0．1『

槍水のタ臓 経過時雨（分）

淡黄褐色八

白議劉・

ブエノ｛ルフタリン反二底

闘窪甥重鉢暴糖

’2　・100．0 0．000

　　ペンチぐン反鷹：

離弁嚇騰鷺欝

0．000』L2 100．0 0：000

闘湛劉讐膿鷺

0．000’1 1．000 0．000 01000　9．5

¥

四　試験成績に封ずる考察

輝鋤鹸を看るに⇔物溶鷺心チ“・譲燭して朧ての場合陰弊岬するも
フェンrヲレフタリン試藥に帰しては鏡敏に呈色ぜり次に各マンガン溶液の嬉野作用の安定度を看る

に硫醗亜酸化マン塑ン溶灌は時間の経過に伴ひ極めて徐々に薄型能力の減退を示し之を稀硫酸叉は

孝鯵にて酸性（餌4・5）となすも特に安定性の璽大を示峯聖るも炭酸心性溶液に炭酸瓦斯左通入g

つ幽試験せるものは梢安定性を；増大レ炭酸自性重炭酸亜酸化マ著ガン溶液に於ても亦之と同一關係

を示せり．

　水酸化亜酸化マンガン溶液，．炭酸亜酸化守ンガン溶液及重炭酸亜酸化マンガン溶液等の微弱アル

ヵ、リ性（pH　7．1～7・6）或は之を＝苛性ソ・一ダ叉は炭酸ソーダにてアルカリ性（P耳9・5）となせるも

のは硫酸亜酸化マンガン溶液等の酸性～申性溶液に比し稻速に鯛媒能力を減退したるも鐵溶液に於

けるが如く其の作用を全く酒失することなく庇較的強度の能力を保有せり．

　似上各種のマンガン溶液に就きて施行せるフ出ノールフタリン反回による鯛媒作用q成績を看る

に其の作用の強度はホルムァノレドオキシム反鷹を以て測定せる二債のマンガンの含量に略一致する

ことを認めたり・

　鐵溶液に就ぎて施行せるフニノールフタリン反慮の成績はマンガン溶液に於けるものと趣を異に

『し中性～酸性に於てのみ呈色しアルカリ性に於ては全く呈色せす且つマンガンに比し著しく鈍感に

して・2ンガン溶液の槍水1Z中マンガン量0，0001～0．0000ユ9に於てもよく呈色したるに反し鐵め

場合は検水1Z中鐡量α1～0．019に於て僅に呈色せり

　ペンチぐジ反慮も亦ブ禺ノールフタリン反論と同榛に中性～酸性に於てのみ呈色しアルカリ性

（pH　9・5）に町は呈出旗の厳は水酸樋酸化鱗論詰酸化鰍鰍灘酸化画幅
’ノールフタリン思慮之於けると殆ど等しきも硫酸亜酸化鐵溶液及其の硫酸又は表昏々性（pH　4・5）

溶液虹重炭酸亜酸化鐵の炭寸々性溶液（pH　4めばフエノβルフタリシ配慮に比し感度を著周く増

大し槍永μ中鐵量ρ．600ユ9の微量に：於ても皇回せり叉クレンク反恋の呈色の強度は概してペン
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チ・“ン反慮と一致したるも稀に極めで僅薇め本反磨を呈する場合ベンヂ塗ン反慮陰性の結果を示せ

リゲ『 @．　　　’　　　．　　．‘　　　　：『　　’　　『．　　　　　’一

　以上の威繕に依ればフェ・／一ルブタリ潔反慮及ベンチ・“ン心慮による鰯媒能力の強度はホルみア

ルドオキシム心慮及クヒンク反鷹に依りて鑑識し得べ’き2便に於けるマ．著ガン高高の含：量に略比例

するもの忙して此際特に興味ある之とはフエン．一～レフタリン反慮はマンガ眺溶液に封し鋭敏に作用

し漏水1Z申0．0001～0．00001用9の如き極めて微量の1マ潔ガンを含有する溶液に在りでもよ．＜血色

し其の作用は時間の経過に封し比較的安定にしてアルカリ性（p：H9・5）に於ても街ほ相當強力な

る鯛媒能力を有する黙は第1．報の成績と全くデ致するところに：して丸払を治療上に慮出するに當り

大ひに考慮すべき黙なりと思考す．「　　パ．、1

　鐵溶液は総ての場合呈色の感度はセンガン溶液に比し微弱にしてナルカリ性（pH・9．5）に於℃は

全く諭せざる韓は無慮御の主髄たる・・吻ヤ㍗捌材助嘆イヒし易くし
てアルカリ性溶液中に在りては瞬聞的にフエ野イオぞに攣化し同時ζ鯛蝶能力を滑失するものと認

め得べく本成績も亦第1報に於けるものと略一致せり．

　叙上の如く前記呈色反慮によりて得たる域績はカメレオン滴定法によりて測定せる鰯媒性物質の

過酸化螺分解能力試験厳・略一致し而かも本脚・．・オ嘩瀬，し其繰作旧く鞭に

して短時間に旅行し得る輩以て臨地誰瞼に於サる鯛媒能力の定性的試瞼法とレ丁三値あるものと信

ずるものなり。　　　、　’　　　　　、〉　　・’　「．　　　　　　　，　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨi総　　　・　’括1

　　前記成績を総括すれば次の如し

　　（1）第1報に於ける方法に基きて調製せるマンガン及鐵の人工活性液：に就き三三鑛泉中の鯛媒性

　物質の鑑識に鷹用せられたるフ昆ノールフタリシ反回及ベンチ・“ン反慮と共にマンガノィオンに封

　しホルムァノレドオキシム反恋及フエロィオンに封してクレンケ反鷹を雷丸し時間の経過に「伴ふ呈色

1の磁化をプノレフリヒ光度計を用ひ測定したるにフエノー・ルフタリン反鷹及ベンチ・“ン三鷹によりて

　鑑識せらる玉直感能力の強度嬬ホルムァルドオキシム払出及クレンケ反証に依りて鑑識し得べき2

　便に於けるマンガン及鐵の含量に略一致することを認めたり．

　　（2）マンガセ溶液はペンチ・“ン試藥に樹しては総ての場合陰性なるも7ニノPルフダリン試藥に

　封しては鏡敏に作用し玉水1z・中マンガン量0．00Q1～0．0000ユ9’の如き極微量に於てもよく呈色し

’期㈱は醐の髄に凱比韓安牢にレてア”力雌（pH鋤に於ても尚鷹群論なるこ
　とを：認めた一り．

・（3）鐵溶灘・・ノー・・フタリ「 q慮及ぺ愈愈鷹記するも・・ノー・・フタ・ン購はマ

　ンガン溶液に於けると異り中性～酸性に於てQみ呈色しアルカ2性に於ては呈色せす其の感，度はマ

　ンガン溶液に比し著しく劣り検水ユZ中鐵量’0．1（・0・019含有液：に於で僅に呈色せり次にベンチ・尋

　ン虚病も亦急性～酸性に於てのみ呈色しアルカリ性（p：H9．5）に於ては呈色せす其の感度は中性又

　は微弱アルカリ性に於けるよりも硫酸叉は炭酸酸性（pH　4・5）に於ては著しく強烈にして桧水1Z

　中鐵量0100019に於ても呈色ぜり。

　　（4）クレンク二二の成績は略ベンチヂン反磨の成績に噌致し稀に極めて微量のフ出ロイオン含存
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の場合クレング反鷹陽性を示しベンチ・“ン反慮陰性の成績を示せり∵

　（5）フェノールフタリン反慮及ベンチ“ン反磨による三三能力試験球績はホルムァルドオキシム

反鷹及クレンク反慮による2債のマンガン及鐡の試験成績と密接なる關係を有するを以セ此等の4

種の反回は鰯媒性物質の鑑識試藥として重幌し得べく今…欠試瞼に於て第i報に於て報告せるカメレ

オン滴定法に於けると全く同一の人土活性液に就き試験せる成績と比較するに雨者の成績略一致す

るを以て本法は鑛泉の臨地試瞼に際し鱗媒能ψ㊧定性的試験に鷹用し債値あるものなることを信ぜ

しめたり．

　本研究は衣笠博士の御指導を得たるものなり謹んで謝意を表す．
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鑛泉の鰯媒作用に關する研出（第3報〉

伊豆地方の温泉調査虻其の鰯媒作用に就て

技・．師服部安藏

　　　　　　　　　　　　　　　　　内1容　概．融．

　本報告は伊豆地方の温泉18ケ所に就き完量分祈を施行し同曝に第1報及策2報k於て報告ぜる閥媒

㈱に關す磁礎識妨法面地に翻せるものに尽其幟績磯外鰐聯泉の恵騨湯及門曜
川温泉は其作用最も旧く之を其の分析成績より二二すれば前者は2債あ鐵に後者尽2債のマンガンκ：基

因するζとを認めたり其他從來軍純温泉と回せられたるものに於ても勃れも多少の鯛媒能力を下し其の』

作用の強弱は嶽しでラ・エロイ’かンの含量に比例するも時に然らざることあ篁他の因子の存在を思惟せし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のめたり又前記鯛媒作引剥竜強き2種の鍍水を密栓貯藏σ揚合船原温泉の如き2償の鐵によ’る作滑は著し

く不安定なるも門川温泉a如き2債のマ・ンガン・によるものは著しく安定なるこどを認めだ凱

一緒 言

　竣泉の鰯媒作用の基礎的試瞼と認むべき．人工活性化水に押する報告は第4報及第⑫報忙：於て之凄

詳述せり。’

當槍面部に於では温泉の依韻試験の爲め各地に畠張する機會あるを以て之を禾翻し直接源泉にて一

三酌ぜる新鮮垂水に既報の試験法を慮用せんことを企圖し先づ伊豆地労の源泉’18ケ所に就巷共の

鰯媒能力を試駿迂り1儀ρでi其の成綬を一括し之を第3報どして報告ず・　　　　　『　　　　　’

二　試験　成．績，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）船　原　温　泉

　船原温泉は静岡縣田方郡中狩野村瀬上船原船原川の藩論に在り・此等源泉中3箇を撰びて敢験サリ

共概況及分析域績を示せば女の如：し．

　　　　　　　　　　　第1號泉　（恵比判断上船原澤尻518番地湧出）　　　　　　’

　本泉は河岸約6：nの地山より自然湧出し24時間に於ける湧出量は168．5h1・にして源泉温、度39Q

を：示し泉源にて探寵せる鑛水は無色澄明微弱酸性反癒（ロゾール酸）を呈し室氣に接幽せしむれ

　　　　　　　　　ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ば赤褐色の浮游物を析出す其’pH値は18’に潤て6．40（比色法）・を示し比電導度は18Pに七

α000947なり分析の結果軍純温泉に属す共成績次の如し，　　　　　　　　　・．

　本鑛水1kg中に含有する成分拉共分量

　カデオ暫ン　　　　　　　 ’　　　．　　・　　・　　　「

カリウムイオン
（Kつ

ナトリウムイオン
（：瞬の、

，カルチウムイオン
（（恥●’）

グラ　ム

0．001286、

0。0973S

0．04517

ミリイオン∫ミリヴア
及ミリモル　ル

0．03289　　　　0。0328曾

4．234

　、
1．128

4．234

2．255

マグネシウムイオ
　　　　　　　　0．000218ン（M9つ

フエロイオッ
（Fe’つ　　一　　　　’

ζ摘鼻勢赫α雌・8

0．008965　　　0．01793

0，0036工8層　　0．ユ185　　　　0237－

0．01801　　0。05402．

計 6．831・
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アニオン
クロールイオン
‘Cり　　’　　　、㌧

硫酸イオン（SO4’つ　0・223

舐誘酸イオン・磁22・・、

0跨05309…　ら上497．

　通　　　　計　・　　　　0．4695

濫諾5切　・…92

2．321

0．6918．．、

　静
10．05

0．04382

1．497＿”，

4．642

，0．6918．

’6．831

翫臨タ）　α・27・・馬・糊

　合　箭　　b呼率．10・磁
遊離炭酸（GO2）　0．01647　　0。3743

　．縛　壁．．0・5149　10・81

δ躍イオン痕跡　㍉．
き讃。攣夢イオン痕跡

泉源に於て捕集せる瓦斯1000cα（28。門門7肱5mm）申に含有する成分蚊共量次の如し

　　　　　　　　　　　　969Cc
以上各成分の分量に基ぎ算定するだ本品品は其集成に於て・1、kg・中次の豊類を含有する溶液に概

窒素（N2）．

略言當す．

クロ辱ノレ．カリ・ウム　（K：CI）

クロールナトリ．ウ’ム，（NaCl）

砧酸ナトリウム（Na2SO4）

硫酸カルチウム（caSO4）

重炭酸カルチゥム〔Ca（H：CO3）2〕

郵鞍マグネシウペ〔Mg（HCOき），〕

グ？ム

0．002452

0．08559’

0．1968

’OJ238

0．03541

0。001312

酸素（02）

重最早車酸化銭〔Fe（HCO3）2〕

硫酸アルミ昌ウム〔A12（SO4）3〕

瑚　　酸（メタ）（H：BO2）

珪　酸（メタ）（H2Sio3）

　合・…　計

遊離炭酸（CO2）

　総　　計

第2七二　（香玉湯，上二三湯ノ干511番地湧出）・

31cc

0．02108

0．003083

0．00192

0．02701

0．4984

0．01647

0．5149．

、奉泉綜河岸を回る約20mの年素地に在る深さ約8mの三二より器械にて揚水し24時間に於け

る最六揚水量は1944Uにして源泉温度45鉱を示し泉源にて探乱せる鑛水は無色澄明後二二レカ

リ性反慮（ロゾール酸）を呈す其pH：．値は18。に於て7・70（比色法）を示し比電導度は18。にて

0．001774なり分析の結果軍純温泉に属す其成績次の如し．

　本鑛水ユkg申に含有する成分拉其分量’．

カデ才ン

グプパ潔｛蕊

カリウムイオン
てK●）

ナトリウムイオン　　　　　　　0．2057（Naり

・カルチウムイオン
て。窃つ

マグネシウムイオ
ン（Mgつ

フェロイオン
でFeつ　　　、

アルミニウムイオ　　　　　　　0．00053ン（Al’つ

0．000965　　　0．02468

8．943

0．04与17　　1．128

ミリヴア

ル

0．02468

8．943

2．255

0．000262　　　0．01078　　　0．02155

0，000838　　　　0．01501　　　　0．03001

0．01956　　　0，05867

　計　　11．33

　ア昌オン
クロールイオン　1　　　　　　　0．1188（C1’）

硫酸イオン（SO4”）0．3473

細細酸イオンα・4脳

　合　　計
棚酸（メタ」
（HBO2）

珪酸（メタ）
（H2SiOl∂

　総　　計
ヒドロ燐i酸イオン
（HPO4”）

遊離淡酸（CO2）

0．7655

0．0008

0．03376

．0。8001

痕跡

痕跡

3．35

3．615

0．7529

　計
17．86

0．01826

0．4324

18．31

、3．35

7．23

0．7529

11．33

　泉源に於て捕嘱せる瓦斯1000αq（28。氣歴75生5mm）中に含有する成分拉其量次の如し

　窒素（N・）　　　　970・p’　㌧　．酸素（0・）．　’　　30cc
　以上各成分の分量に基き算定するに本細水は其集成に於て1kg庫次の盤類を含有する溶液に概

略相當す．
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クロールカリウム（KC1）　　　竜

クロ〔ルナトリウム（NaC1）

硫酸ナトリウム（Na2SO、）

硫酸カルチゥム（磁SO4）

重炭酸カルチゥム〔C」（HCO3）3〕

　　　　グラム　　　重炭酸マグネシウム〔MgぐHCO：3）2〕

　　　　0・00184　　　　：重炭酸亜酸イヒ早しFe（HCO3）≧，

　　　　0・1944　．　　硫酸アルミニ1ウム〔Aユ2（SO4）i｛〕

　　　　0．399　　』．　砺　酸（メタ）（HBO2）

　　　　0・1058　　．　　珪　 酸（メタ）（II2Sio3）

　　　　0．C5384　1’総計
第3・號泉　（上船原字道方畑470番地湧出）

α001577

0。002669

0．003348

0．0008　’

0．03376

0．8001

　本誌は河岸より約81nを距る高所に在る地下約10mの撃泉より器械にて揚水し24時間に於け

る最大揚水量は1166・4hlにし℃源泉温度52・5。を示し泉源にて採飽せる鑛水は無色澄明後弱アル

カリ性反慮（ロゾール酸）を呈す其pH値は18。に於て乳60（比色法）を示し比電導度は18。に於

て0・001975なり分析の結果芒硝性苦昧泉に屡す其成績次の如し　　　　　　　　，、

　本鑛水1k9中に含有する成分拉其分量

カチ才ン

　　P
カリウムイオン
（K’）

隷3ウムィオン・・6・8

カルチウムイオン
てCa．’）

マグネシウムイオ
ン（Mgつ

フェロイオン
（Fe●●）　　　㍉

アルミニウムイオ
ン（A1…）

　　　　ミリイオング．ラ　ム
　　　　及ミリモル

ミリヴア
ノレ

0，003698　　　　0．09458　　　　0．09458

11．43

0，06432　　　　ユ．605

11．43

3．21

0．001005　　　　0．04133　　　0．08265

0覧001533　　　0．02746　　　0bO5壬91

0．000424　　　0．01565　　　0．04694

計　　．14．92

　ア昌オン
クロールイオン　　　　　　　　0．1808（C1’）

欝）オン　・4625

樋誘酸伽・㎝・2

　　合　　計．

棚酸（メタ）
（HIBO2）’

珪酸（メタ）
（H謁iq3）

　　総　　計　　、

ヒドロ燐酸イオン
（HPOノつ

九二炭酸（CO2）「

019888

0．00128

5，099 『5．099

4．814・　　　9．628

0。1921

　計
23．32

0．0293

0．03843ヒ@　　0．4922

1．029

痕．跡

痕．跡

23．84

0．1921

14．92，

：泉源に於て捕回せる瓦斯1000c島（28。氣歴7595mm）中に含有する成分三共二次の如し

　　窒　素（Nの　　』　　　　　　　　　　　　』　　　1000Gq

　以上各成分の分量に基き算定するに本鑛水は共集成に於て1kg中次の盤類を含有する溶液に概

略相噛す．

クロー・ルカリウム（KCI）．

クロールナトリヴム（NaCIり

．硫酸ナトリウム（Na2SO4）

硫酸カルチウム（（】aSO4）　　　●

　　　　　　　　　　　　　○重炭酸カルチウム〔磁（宜COき）2〕

グフ　ム

0．007052．

0．2926

0．4565

0．2148

0．004418

重炭酸マグネシウム〔Mg（HCO3）2〕

重炭酸亜酸化餓〔：F姪HCO3）2〕

硫酸アルミニウム〔A12（SO4）3〕．

珊酸（メタ）（正田02）‘

珪　酸（メタ）（H：2Sio3）

　　総　　計　　　　　　　〉

前記鑛水3種に就き探酌直後に施行せる論証作用試験成績次の如し

0．006048

0．004883

0．002679．

0．00並8

0．038盗3

1。029

H202分解能　力　試験 呈　　色　　反　　癒

検水

ﾔ號

試　験
?闌繻
o　過r時　間

i分）

最初の

@（a）

　　　t時間後
g・噛a鑛　　　（a－x） 同左の

刀@　量噛　’

t’

驕f］i1202

痘ﾊ　．

　　　t時間申
B募灘　　　　　　一次反慮　　　に分解せ　　　る　Hl。O。　　　　　印　　　　　印　　　％：量

速度恒撒
iK110、）

フましノー

求Eフタリ

灯ｽ慮

ホルムア

ﾗ鵡・雌
べ：ンチぐ クレンケ

102a652＆6510砿00
0 0 。D罫せ片せ猫脚色

　1同

〆



藪6，
服 部・

第1號泉

高唱舞泉．

．第3號泉

30

60

120

180

240

・0

30

60

120

’180

240

0

1　30

1　6ρ

　120

ほ80

1…盗o

i

23．00

22．85

2工・6舞・

29・2弓

1学．84

16．96

16．00

23．00

22．87

22．75

22．61

22．46．

22．35

22．85

2L87

21．08

19。66

19．36

1＄．73

9ユ・嬉7．

85・67

’75．43

71，71

67．65

100．00

・99．43

98．91

98．30

97．65

97．17

100．0）

95．71

92．25

86．．04．

84．73

a1・97

8β章

β？oq

10．24

3．72

4．06

0

0．57

0．52

0．61．

0．65

0．48

0

4．29

3．46

6．2ユ

1．31

2．76

8．3δ、

14．33

24．57

28．29

32．35

0

0．57

1。09

1．70

2．35

2．82

0

4．29

犠75．

19。67

10．98

13．74

1．223

1，120

1．020

0．8’2

0．790

　0
0．C87

0．C80

0．062

0．058

0．052

0

0．633．．

0．585、．

0．543

0．400

0．330

・騨せ
1、同

白色せ

r同

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色ぜず

痕　　跡

附．記ω前面フニノールフタリン反慮中Dはダイレクトオキシダーゼ反鷹1はインダイレクトオキシダμ

　　　　　ゼ反面を示す

　　　（2）検水の加温は総て浴湯を用ひ可及的3㌍に保ち恒温槽に代用せP

　　　（3）前表中試験著手後の輕過時阻は過酸化水素溶液添加後の紹過時間を示せるものにして本例に於け’‘

　　　　，るが如く検水探山廊の経過時間を明示せざるものに於ては探酌と同時に過酸化水素溶液を添加せ

　　　　るを以て試麟手後の髄鯛と嚇探月後の経過醐とは殆ど同一硯て可なるも後表の検水

　　　　探酌後の輕過時間を男工暫るものは雨三王豫せず＿

　前記第1號泉に就き一酌後槍水を無色硬質共栓硲子野中に密栓貯藏の際の時間の経過に：よる隅媒；

作用の養化を試験したるに次の成績を示せり．

検水操
酌後の
輕過時．
間．『

2壬畦間

検水の外
回及pH

褐色漏濁
歌を呈す
pE　6・3

試験．
署手後
紹　過最：初の

時下H琴02量
　　　　ω（分）

1’

0

30

60

120

180

2荏0

0．．

’30

H2Q2分解能・力試験’

22。69

3Q・94

t時聞後
の残存
H湾02最
（三一x）

22．69

22．49

22，36

22．10

21。86

21．67

20、94一

20。84

同左の
％　　量

100．ρ0

99．12

98．55

97＝40

96．34

95．50

100．00

99．52

t時聞中
に分解せ
る　H：。O。

．％量

0

0．8S

0．57

1．15

1。06

0．84

0

0．48

t時聞中
に分解せ
る　H。α，

％最

0

0，88

工、45．

2．60

3．66

4．50

0・

0．48

一次反慮
速度恒数
（K103）

　、0
　

0．127

0．108

0．09β

0・090

0．083

　0L
O。068

「呈　色　反　慮

フ轟．ノ

・「ルラ

’タリン

反慮

ホ．ルみ

アルド
オキシ
ム．反慮

離隼

1

’ミ．ン：チ

ぐン反

呈　色
せ　ず

クレン’

ケ反慮、

塁　色
せ　ずと・
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鯉時
J環病癖　　揚・　＝　　叢・羅　　：；ζ：　　：：ζ：

　　　　　　　　　1801　　　　一、　　20．72　　．　98．95　　　　0篭19　　　　1．05

　　　　　　　　　240　　　　　＾孟一『　　30．69’　　98㌃81　　　　0．14　　　　1．19

　　　葡言誠績中K1α値舳細を以て示せば次の油画

0．055

0．028

0．024

0．021

も

心

’112　κlo3趣義
』7ゴ』

7．0，　　　　I

o9　　　　、

08

σ7

「働6

0，5

ゴα4

α量

0．2

0．1

　　σ601207罫0β40’
　　燦屍9（稔κy為

　1　第1號泉操歯重後
　1［・　同　　24時間後
　皿　　伺　　264時間後

　カチオ1ン

　　　　　　　　グ脳潔1葺

・潔）ウム4オン’…騨・15・8

麓ろ刺矛ン・…7・・・・…

醐ウムイオン・・麟・…

四諦イオ・b伽・繭
解与骨ン’、α・QC558α。1

アル、』うムイオ
　　　　　　　　0，000319　　　0，01177ンてAI●つ

　　　　　　　　　　　　　　計

　　　　　　　　　　て止）舌端友嵯鹸藻濫集

　舌秦盤泉ほ町回三田が鄭上灘爵村吉奈lllゐ漕岸に潅抄嵯醸漂濫象は

吉奈湿泉を粘ること約2km同郡同村療醇1晦浩岸雌三等融湶

中雨量温泉にて7箇嵯峨澤島巡に℃1箇に就き試瞼せり共概況及分析

趨示せ脚如しい『．『，：．　　　・ご

　　　第4踪．（掬永の湯三階麺本1・幡地回湧甲）

　本泉は河岸まザ約4mゐ地に在る三三より湧出し24時間に：於ける

湧出量は259．砦璋にしそ濠泉二度はご7。を未‘し泉源にてi採酌壱凄鑛

水は無色澄明微弱ナルカゴ性反回（官ゾール酸）を示ず其並H値ほ

，18・に激給二色淘輪ゆ忌回避は趣たてα6b働〆勅

分析の結口話純澱泉に属ず其成績茨め如し

　本四氷】kg．中に含有する域分拉其分：量

　　　　　　　　　　　ア富オン．

ミリヴア
ノレ

0．1508

7．591

k87

’olbゐb4

b，62

0．03531

9．746

趣ルイオン・・6348

欝f∵，・35・8

減，誘酸イオン・。38・7

　　合　　　　計　　　　　0．6737’

雅鰹）メタ）…b蓉・・

漏壷・ジ1騨
　　総計　0．学3窃

澁醐酸イオン痕跡

離撒（co，Σ痕跡

1．79

3．662

0．6322

　計
14．82

0．608763

0．8248

工5．65

1．79

7．324

傭32皇

9．746

・泉灘於て副肝せる瑚1000ご。綿8・氣墜759二尉靴評せ繊籏韻・塞十一

，窒，．素てNを）　　　　．　　　　1400。6b・．一笹「．

旧記量麟定する麟は辛蘇於嘆丁丁聯る下下



98 腹‘ ’部’「

ひ

略栢當す．

ク・一1ルカ’リウム（K：CI）

クロ〔ノレナトリウム（NaC1）

硫酸チトリゥム（N・，so、）

硫酸カルチウム（CaSO4）

：重炭酸カルチウム〔α（HCO3）2〕

グうみ
0．01138圏

0．09582

0。4227

0．C91

0．0432

，職酸マグ野瀬〔Mg（HCら）・〕

重炭酸亜酸化蛾〔Fe（HCO3）2〕

硫酸アルミ昌ウム〔ム12（SO4）3〕

砺酸ひタ）（HBO、）

珪　酸（メタ）（H2Sioゆ

　　総　　嵜　…　　　　　　　　1・

0．OC5ケ83

qOO1779

0．002015

0．000384

0．0644

「0．73冒5

　　■

　　　　　　　　　　第5號泉（東の湯，吉奈温泉の本104’番地の1湧出）

本官翻融痢2導碗嘩罎泉‡．叫出し2鱒間に献血嘩は2592h1にし礁ド
源泉温度は52・5。を示し泉源にて採酌せる鑛水は無色澄明微声アルカリ性中興（ロゾール酸）を呈

甥再三脚8d．眼で．・匹8｛堵鮮）・叫て雌三三89眼でα001661回忌艦果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’騨蹄鳴す斯轡鯵ヒ㍗・，・．・、、＿．
、調lkr三三糊三三．・：．・

　・カチオ・ン　　　1・．　　　　　　　　　　・、　　ア．満凱才ン　　．　　　　　．∫　　 ン

　　　　　　　　‘グラ　ム

召～）ウム伽・…66・
くロ

濫17ムィオン…36

　　　　　　　　　カルチヴムイオン　0．04831
て（為つ・

譲端ムィオ・・…86・

7エロイオン
（Feつ

アルミ昌ウムイオ
ン（AI’つ

ミリイオン
及§リモ．夕

　0．04248

9。287

1．206

0，03232　、

ミリヴア　　クロールイオン
ル　　　　（CIつ．．

・艦・4・、難狸ン

・・8・，．． `照込酸イオン

．2．412

0．06464

0．001375　　r　O．02463　　　0．04926

0。000213　　　0．00786　　　0。02358

計．　11。88

　　合　・計・

碑　酸（乳タ）
（正田02）

珪酸（メタ）
（H2S103）

　　総　　計

0．C7397　　　層2．086

0．2547

0．274

0，8686

0．000384

’0．0792

0．9482

謹δ携酸イオン痕跡

遊離炭酸（CQ2）　　痕　跡1

2．651

4．491

　計
19．83　1

0．008763

1，014

20．85、

2．086

5．302

4。491

耳・88

　域上1各成分の分量に基き算定するに本三水は其集成に於て1k；中次り盤類を含有する溶液に概

略相慨す一　　　　　．　．　　　・，　　ぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　グラム　簸酸マグネシウ・〔Mg（耳CO、），〕 0・0㈱’

’如一励リウ・（Kc1）1・　’：：・Q…3・67　蝦灘酸化鐵〔F・（HgO、），〕．，．“ρ・438・’

ク・一・・ナ・釦ウ・（N・cl）』■．・∵・4・95　鍛アル・一ウ・〔A1（S・∂・〕　　・・…窓46

硫酸ナトリ肱ぐN・£0、）　　・．、．0．375’　瑚酸（〃）（HBO、）・一．　・’・α00り3畢』

重炭酸ナトの・〔N・ぐHCO，）、〕　0・165ン　珪酸（メタ）（H多i（ゆ　　．．μ0792

重炭酸カルチウム〔α（IICO践）2〕　　　　0・1955　　　　　総　　計　　　　　　　・　　1　．ρ・9483・，

　　　　　　　　　　　　第6號泉’（元湯，’温泉の本98の1番地湧出）

　本管は通解岩湯と臥し河岸を距る約26m．’の地に在る唖聾より湧出し24時間に於ける湧出量は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ240U」匹」して源i泉温度は’39㌧を示し泉源にて採酌せる鑛水は無色澄明微弱アルカリ性反磨i（ゴゾー

ル酸》’・を呈す』pH値ぼ18つに於て7二80（比色法）にして比電導度は18。にてα001022なり分析

“の結果軍純温泉に濁す共成経次の如じ・1　ジ　　’：・．’：※．・’＼　　』旨∵・∵・三『’”
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　本二水1kg中に含有する成発拉其分量’

　カチオン
　　　　　　　　グ・・鳶尾魏がヴア

謬）ウム．μ監∴囎・39幾．餌・ρ・・，卿・8・

融1ウム昏晦5岬騨、
趨ウ三惑噸㌧噛1．』・鋭．、

；糊ムィオ磁2し∫脚6：．騨1

翻曾ン・…299・．噸・・←．⑩・ロ

被盆1＝yムィオ・・…。・…39h醐・・3

　　　　　　　　　　　　　　計’7．219

　　．』引　ム㌦．　　　　　　，　　　　　．　‘．’し　”　1

　ア昌オセ．　　　　．．

餌ルィオゾ』・・42・5L・9・・

灘護）駐、・ごα2餅

減誘酸イオン・…55

　9’合・計　0．5046i

瀦5メ＝タ）’・・…3・

浅醐ク）・・39・・湿

　　総計　0．6弼一1f．63・

二黒酸㊥鋤
遊離炭酸（902♪　・：癖跡∵

・・ H197：9

・2・638・5・27巨

0．7466　　　　『0，7466：，1

　　計　　　7・219

11。12

jo．0σ727窓　　　　’

’0。5055　　　　　　．、

泉源に於て捕集する耳門1000餓（2串。二二75曾，5｛｝m）・中年含有する成身拉三章家の苅レ．．、

、奪．・乗（N・）∴「＿て．．．∵9多§cc．…∵『鯵』素．（9・ユ．　＿．．14ec，．・

　以上各成分の分量に基き算定するに本野水は共集成に於て1kg』中来の堅類を含有する溶液に機

略相當す・　　　　　　　　㌧　　　　　　　　 　　　　　　　　』3、
　　　　　　　　　　　　　　　、グラム　重炭酸マグネシウ9ム〔皿9（宜CO、）、〕　0．00お683・
クロールカリウム（Kdl）　　　．　　　　0・007516　　　重炭酸亜酸化鐵〔Fe（；ECO3）2〕　　　．　：0・000952

ク・一・けト艸ム（N・q）．』’．③06408・．・鍛アル尊舛脚，（SO、）、〕．　　0・000669

硫酸｝トリウム（N・£O、）　　　．0認1駁し．砺酸（メ．タ）（朋O，γ　　　　0・OCO32

蟹二四職査，賊，’1：灘．亨黙劇鴛（H劃．。一躍7．1

　；＿　　　こ．　『・’第7號泉’（大島吉奈温泉の本96の2番地湧出）　　　　㌦　　∫コ

　本泉は河岸を距る約26mの地に在り從來は浴槽中に自然に湧出するものを利用し來りたるも近

時期雌の瀧と激鰹のた野田傍咋三三せ為ものよ騨の鰍を専ら飾態2塒
聞に於ける湧出量は311hlたして供試鑛水はこの新旧泉より探酌せるもめなり其源泉温度は50儀

を示し泉源にて採酌趣る鑛水は無色澄萌律弱アルカリ性の反慮（ロゾール酸）を呈し共p三値ぽ・1S。、

に於て7．70（比色法）を示し比電導度は18。に於てα0043り9なり分析の結果軍純温泉に属す三

門績次の如し

本冠水1kg中に含有する域分拉其三章∫

カチオシ冨．
　　　　　　　　　　　　　ミリイオン　　　　　　　　グラ　ム　　　　　　　　　　　　及ミリモル

カリウム’イオツー‘α005897》 @δ．15b8
．（K：．）

茜惣イオン．・・q・1・

蘭ウ轡ン聯
多儲鍔ム材α・・偽’－

誌y鯉　・…5・6’

ミリヴア「
ル

6．1508’

亀笥ρ喜7：．，8・卿，

‘’．

k188　　’　　2。376

．0．e3Q55．　kρ．Q6111

0。01014’0．02027
　　　†

・アルミ昌ウ込イ努
　　　　　　　　0．0）qc64’1ン（・虹…）

レ　　　　　1』’－’

　ア「・昌オン

餓ルイオン・鵬961・973

欝ゲン・387・じ騨
趨押オン軌・9・・↓≧坤5．，

．合：1計　軌瞬1’i誹“

　’0．002362　，　0．007085

　　！．．．：1’「　　　、

　　評’　11．53
㍗雪　＝、　　　　　　　　　　　　髄　　【幽τ

1．973

　－

8．061∫

1螂・．．

』11．昼3　：’

ノ



’1丈0 1搬． ．・

濫調）”）・・・・・…9。・・　　～乳堤呂1響伽・痕跡

鵠編タλ・…63．・・蜘＝・2・騨酸（。09・画一．
　　総　　’計　　　0．8796　　18．71

以上各成分の券量に基ぎ算定するに本鑛水；は共集成に於て1kg「中次の盤類を含回す’る溶液に概

略相堕す．

　　クロ帥ルカリウム　で］KCユ）

　　クロ・一ルナト．リゥ毫ム（NaC1）

簡　　硫酸ナトリウム（Naメ304）

　　硫酸カルチウムでG註SO4）「

　．重炭酸カルチウム〔伽（Hα03）2〕

グラ　ム

0．01ユ24

～0．工065

0．504

10JC6529

0．1148

重炭酸マグネシウム〔Mg（HCO出》2〕

重炭酸亜酸化鐵〔：Fe（HCOIρ2〕

硫酸アルミニ励ム〔AI2（SOむ）泌

醐酸（メタ）（HBO2）

珪酸（メタ）で瑞βio3）

　　総　　計

0．004471

0．001803

0．000婆P4

0．OOC4

0．07G63

0．8796 ρ

第8號泉（媛0湯吉奈盗泉の本101番地の湧出）

　平泉は河岸を距る約4mの地に在る三下よ：り湧出し124時間に於ける湧出量は155・4h1にして

源；泉温度は5f。を示し泉瀕に於七回酌せる鑛水憶無色澄明微弱アルカリ性の技磨（ロゾ」ル酸）を

呈す共pH値はi8。に於て7．80』（比色法）を示し比電導度は18。に於てα01514・なり・分析め結

果軍純温泉に薦す其減三次の如し』

　本鑛水1kg中に含有する成分蛇其分量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　・

勇乎謄ン

グ・・．姦覇魏ジ岬

a～）ウムィオン・備89・

．猷野伽・・986

濫3ウ汽イオン・・C…2

マグネシ．ウムイオ
ン（M；9”）

フエ冒イオン
ぐFeつ

アルミ三ウムイ『オ
ン（A1つ

「0．1508　　　　脚0；15－8

8．635

1．074

8，635

2ユ49

0．00：437　　　0．01797　　　0．03594

q．000ツβ2　　　　0．01401　　　‘．0‘σ2802囁

0ゴ000255　　　　0．00941　　　　0．02823

計 11．03

　ア．温・貯ン

るF∫ル伽α・鰯・珊・

欝ノy　卿・2・・66
紬δ秀酸イ押…9…　9ア8

　　’合　　計

恥曝（メタ）
：（HBO2）

珪酸（メタ）
ぐH巨Sio3）

　　聴　計

ヒドロ燐酸イオン
（HOP4”）

．遊離炭酸・（COり

0．7697

　計
16．76

0．000384　　　06008763

；0‘06881

・0．8389

痕　跡

．痕・跡

0．’8813

工7．．65

1．テi6

8．332幽

0．978

1LO3‘

泉源に於て捕集せる瓦斯rOO臓（27。氣歴758nm）中k含有する面分蛇其量次の如し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　窒　素ζN2）　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ0（Occ　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　．

以上各成分の分童に基き算定するに本鑛水は其集成に於て1kg申次の璽類を含有する溶液に概

略相當す　　　．，　　　　．

　噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　凹

ク貢一ルカリウ巳 ?E（荘（α）

如一ルナトリウム（翫Cり

硫酸チトリウム（翠「a2SO4）』

硫酸涛・ル子ウムて（騰。、）

重炭酸カルチゥムでな（HCO£》2〕

グフ　ム

001124

．00915

0．5022

0．084

0．07腔07・

重炭酸マグネγ1ウム〔Mg偉coρ・〕

重舞醇三酸化蜘甲一（且coρ坦，・

硫酸アルミニウム｛A12（SO4）3〕

棚換（メタ）《騨02）

珪酸（メタ）（且£io9

　　総’計’

0．00263

0．002492

0．001．611

0σ◎e384

0．G6881

0．8389、
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　　　　　　　　　　　第9號泉で喜久め湯，吉奈温泉の本101番地湧出）

　本泉は河岸を回る約40mの地に在る二三より湧出し；34時間紀於ける湧槌壁は％Oh1’に↓℃

源泉温度は47。を示し泉源に於て置旧ぜる鑛永は無色澄明微弱ア．ル卑リ性反慮（ロゾール酸）を呈

す其pH値は18。に於て7・8り（比色法）を示し比電導度は18。に：於て0・00重395なり分析め結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍純温泉に厩す共成績次の如し　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　本義水1kg中に含有する放分無毒券量

　”．チオン　　　　　　　「「一　　　『ア唱オン　　　　・．・

　　　　　　　　　　　　　ミリイオン　　　　　　　　グラ　ム　　　　　　　　　　　　及ミリモル

ご1裂野赫ン・IC。鰯’・二（蜘

猷ダウムィオン…8・…8

離τ脇イオン・・¢舗

磁禦ムィオ…C699

『耽∫㍗　蝋…

ζノそ査鍔ムイオ葡ω・・6・・・…8・・

　　　　　　　　　　　　　　計

ミリヴア
ル

α02468

7．778

・（㌧80茎｝9　　　　11．62

002874」　　　αC5748・

’．’

O∬11C5　　　り．62211

0．002435

’9「652

荷∫ルイオン…6・

欝）牙γ　細殆

描δ瀞イオ紘鵬

　　合　．計

尊卑デタ）

珪’ _（「メタ）

（H島Sio詔）

　　総　　1計

・ヒドロ燐．酸イオーン

てHPO4”）

遊離炭酸若CO2）

0，6525

0．0032、

6．C6959

0．7253

痕’9跡

痕跡

3．291　’　　　3毒291

・’

Q｝ラ85

0．7905

　計
16．12

．・ O，07273

0β913

17＝C8

15．571

0．7905

9．652

物上群賊醗轍麗恥す雛轍永な熊勢州亜9’軟哩顛を顕す囎液蘭
賂相営す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　グラ　ム

クロ・一ルカリゥム（Kq）　　　　　　　　0．001764

クロールナトリウム（NaCl）　　　　　　0．191

硫酸ナトリウム（N拶。、）’‘ @　b，9952
硫酸カラレチウムて（鴻0・）．　．1’0・0晦02、

重炭酸力・レチウム｛三三co・淘　　。鶯翻

　　　．　　　．　第ユQ號泉1（芳泉温泉

重炭酸マグ1ネ」シサム’〔M9ぐ1工CO3シ2〕

謹炭酸亜四花餓℃恥CHOO3）」

硫酸アルミ昌ウム　〔AI2（SO4）3〕

棚・酸（メタ）（HBO2）

珪　　潔く’メ　タ）　 〈貫1］亀∈…io3）　・　　・　　　一

　　総　　計　　　　　　　　　　　。、

α003153

0．001965

0．000139

’0．OO3重～、

0．06959

0．7253

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉奈古摩久保1¢5，番地湧出♪．

　本泉億河岸を回る10mの地に在る盤泉より器械にて揚水し24時間に於ける最大揚水量は’1555・

2h1にして源泉温泉は4715。を示し銀源に於て採酌ぜる鑛永は無色澄明微弱．アルカリ性の友態’（ウ
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ゾー・・酸）確旗雌値は，18？・に斡℃柳（比触）を宗：し購鞍は…18．に於て⑳σ1236

なり分析の結果軍純温泉に属す其成績次の如し

　本潜水1kg中に含有する域分疏某秀量　　　　　．，　、　．＿．．　　1　　．，

カチオン

カリ「ウ・ムイオ『ン

（Kつr

ナトリウムイオン
（Naつ

カルチウムイオン
（（為●つ

グラ．’瓢

≧0ゴOG16b8

ミリイオン¶ミリヴプ
汲ミ！ヌ・｛セ〃’ル

’⑥；ね並琶『α04血S・

0．1632　　　　　7．096　　　　　7．096

0．03159　　　　0．789　　　　　1．578　　噂

’マグ冬シラムイオ

ン（Mgつ

フニロイオン
（Fe’つ

ナノジミニウムイオ
ン．（A1’つ・

0．000699　　　　0．02874　　　　0。05748

0．◎00782　　　0．01401　　　．0．02802

0．00C467　　0．0172

・計

0。b516

8、852



102 服∫　一』部議．．』　，，

樋誘酸伽・・561’αるi8二…8…－協讐イオン・鋤、、∵・・．．

　　　　　　　　　　　　　計　　　8．852　　　遊離炭酸，てC92）　．痕　跡．、、．．　一，．

　　合　　　計　　　　　0．6174　　　　13．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　「　　　　’　　r”

　泉源に於て捕集ぜる瓦斯100Qd6；（：27。㌔氣歴758mm）中に含有する成分拉其三次の如し

　』窒「・素（N分’1　　　　　　　　・工000cc　’

以上各成分㊧分量に基き算定するに本鑛水は共集威胆診て1ミ9中次璽臨琿客含有する三三に概

略相當す．
‘　隔　　．　A

クロールカリヴム（K：CI），

クロールナトリウゐ（NaCl）’

硫酸ナトリウムー（Na…£04）　．．

硫酸カルチウム（（hSO4）

重炭酸カルチゥム〔馳（HCO322〕　　　℃　　　　な

　　　　　　　第11搬（嵯囎田上三三r野原坂下400醜の1灘）
　本島は河岸を上る約β0憩の地に在る盤泉まり湧出し24時間に於ける湧出量はユ555hlにして

．聯淋は581叙し顯喚叡慮多鑛越雑誌鐸㍗レ刺無二（冥ごrノ蜘駕
す其pH値は18．に於て乞70（比色法）を示し比電鞍は18．に於てα002666なり頒9堺

芒硝憐苦味泉に犀す共勲績訳4）如し．』．．　．．

　本鑛水1kg中に含有する成分三共分量．，・　　㌔　　．　　　　　　　’　．　　　・　一一

疲オジコ・．冠い．ア三わ．L，．．⊃一町』＼三，
グラ　ム’

δ～）ウム伽α…66・

醐亨ムィオン…6・6溺’

’鰯ワム伽脚『襯
・購誇イオ卿26・卿・8

謎5イオン　α・・・…似・・…

ζノそ講ムイオ・側・66

る．，’ @　1∵　　　　　　　　計

グラ　ム’

0．003067

0，08225

0．4042『 D〉

　＝　　　、

騨07歌．

0．06748

ミリイオン　．ミリヴア

及ミノレモル・ル・

0，1193　　　　　0．1193

16．35

6．184

0．02155

0．04001

0．C4303　　　0．1291

22β41

重炭酸マグネシウム〔M：9（HCO3）2〕

：重炭酸軍酸イヒ鐵‘Fe（HCO3）2〕．一，

硫酸アルミニウム．〔Al，（SO、）2〕

碗酸1メめて曲。，ジ』　　』

珪馨（・タ）伊卑iO・），．．

　　総　　計

0．004206♪

・0．00聾92「

0．002945’

0．0ρ0352’・

ゆ．0筋54罫・

0．6832’マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　－　　　、

以玉目成秀め分：量に基き算定するに本三水は共集成た激て1kg中次の塵類を含有する溶液に概

略相卜す．　　　　・　　．・　　・　　　　．　’』’　　い二　　…　∴・・て1’ジ「＝『’癖隔

る7∫ルィオン・・2・9，3仰　・二

野騎レ．b捌・8燭・6溜’
撮踏酸1オ紘f・島i・…653・・6・

　　　　　　　　　　　　　．一一計、”鉱s4虚

　．合・．　　計：　　　　1，603　　　　、’34β婆髄

程離タ）・q・・侶…側．22

層浅鑑ダ）㌧…触・・、・脳・・

　　絡・F計…’嵐．・82・一一35・お6

品。る讐イオン痕跡

遊離炭酸ζC（房　痕跡’
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　　　　　　　、　、　，　　　　グヲみ　i重炭酸マグネシウ．ムξM9（HCO弱》2〕

；＝：認卸量P、…灘白5｝一難甲所：鶉・：’

硫酸ナト艸ム（N・£O、）　，　0・9278　；棚’酸（〃）（HBO，）

硫酸力・ルシウム（（ぬSO・）』 @　0鋤ア　』1珪騨樫）但3鼻io・）
重炭酸カルチウム〔磁（HCO3）2〕．・　0．2515　i　・総．計

前記三水8種に就き探酌直後に施行せる鰯媒作用三三成績次の如し

ρ、001577

’0．003558

ρ．007368

’0．000448

0．07842

注．682
；；

H202分解能　力　講験　　　　　　　　　　　　　ト　　　　、　　　’　　， ．，呈　色　三十　　　　　　　、1　　　　，

・絵水．

@　ド�

試　験
?闌繻
o　引
栫@間
i分） （の

鵡購　　　　（a－x）‘

同町の
刀@　鼠

t’時二一

ﾉ分解せ
驍g202％最

t時間中に分解せ

驕@瓦X）。　　噛　　一　　　　印

刀F量

憎弐反慮
涛x恒藪：
ﾏζIO3）

フ；エノ・副

泣tタ餌
灯ｽ回

ホ欺ムア
汲茶hオキ　　　　ペンチf
齡ｽ慮ン反圃反鷹

クレンケ

隼4號泉

第5號泉

錐6暁泉

鎮7號泉

鯵8號泉

0　　　22．89　　　22．89　　100。00

30

60

120

180

0 0

一　　　22．83　　　99三74　　　　δ。26，　・．σ。26　　’0二〇31

一　　　22．80　　　99．61　　　　・0．13．

一　　　22，76．　9943　　　’σ．18

一　　　22．76　　　99．43

0　　　23．03　　　23．03　　100．00

・30

．60

120

180

皇40

0

0：

・・蝶鰭壁画
　1間

り．39　　　0ご028

0。57　　・0．021　　・　　　　　　一

0

一’ @、22．45，　97．48　　　2．52　　．「，・2．5匿

・r　　．21．53　　9349　　　3涯）⇒

0

艶せ謄齢ず
臆、1．　．
　　　ξ

㌦冠

。．〕。D墨色せ艶せず興せず痕跡

　　　　　耳同．、　　　　　　　　　　・
　二．6．ぢ42：

6こ511　＝’．σ」荏70」．

一　　　21．02　　　91．27　　　　．222　　　　8，73　　　0．321

一　　　20。64　　　8g．19’　　2．09㌃　．10。81」　　0270’

一　　　20．34　　　88．32　　　　0．87　　　1L68

0　　　22泓7　　　22．47　　100．oo　　”0

30

60

120

1ε0

0．

一〒．　　22．43　　　99．82　　　　0．18・　　　O．18

22．41　　99．73　　　0．09　　　0．27

τ　．

惚轄呈色ぜ藤豪聴

器
22．39　　‘99．64　　　　0．09　　　　0．36－　　0．013

22。39　　　99．64・

0　　　？3．77，　　23。77　　100．00

30

60

12σ

180

0

0

0

・0

0

。ρ季解門門呈琶せ肥せず
　・1伺

23．69　　　99．66　　　　034　　　　0。34　　　0．048

23。63

23．61

99．41層　　　0。25

99。33　　　　0．08

23。61　・　99．33

0　　　23．86　　「皇3。86　　100．00

30

60

12α．

180

1，・3ε 23L77

23．74

23．67

，23．64

23。64

23。77

2340．

0’

0

99．50「『 @　　0．50

99」三｝0　　　　0．30

　99．08

　99。08

．10σ．00

99．71

0。5）　　0。040

0．67　　　0。024唱ド・・

’0．

0

0　　　　　　　　　　　’

・D下色せ回せ回せず呈色酵

　1同　’｝，．　’「　　　　　
0．50　　　0．069

・0．80　　　0●05S

0．12　　　　0ゴ92　　　、0．032

『0

ん，0

0

0

“29　　0・29
　　　亀　¶　∴，

0

。細細記せず艶せ濡色せず
　1同

．．0．041
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・∫

．i

第10號泉

第11號』泉

60’

120

180

・0

30

60

120

1語0

　0

30

；60

ユ20

180

240

2盛．01

勉1．4き

23．64

23．61

・23L61

・2径．01

23．92

2＄．86

23．81、

’23．81

勉11塾言

二21漉

’晒6

20二7ア

20．71

20．69

　　　　　ゆ・99，45　　　’0．26

噂99．33　　　　0。12

匂9。33，　　　　：0

100㍉0σ　　　　・0

§9．691　　　0．37

99．38　　　　0．25

99．17，　　’0．21

⊆9．17　　　　0

～100；00　　　　　0

・．98f55　’　　L45・

．97。53　　　　1．02

96」92　　　　　0．61

9（ミ‘64　　　．．0．28

S〔夏畜5　　　　0．09

0．55

0．67

　0．

　0
0．Sヤ

0．62

α83・

　む

　0
工45

2．47

3．08

336

3．45

0．035

0．023

　　0

　　0

’b．052

0．045

0．1瘡1，

　　b・

　　b

’0，2101

0‘寿80

0．111

・0．082

つ・063

D血色せ

1同

凹凹
丁向

呈琶巷：ヂ

皇轡忌チ

皇色ぜず

呈色竪ず

呈色’ぜ望

呈色せず
、

　　　　　　　　　　　　　　　（三）長岡及畑毛．温泉

　長岡温泉は灘陶町田が郡伊亘長岡町に在・り又畑毛温泉は同母函南村に在；り長岡温泉より1約7k皿

を距つ長岡漉泉たて1箇i湖畔温泉にては4箇の源豪に就きて試験ぜ’り典概況及分析成績を示せば次

の如し・　　　　　　　　　　　　　　．　　　　・　　．　　　　　　　・

　　　’　　　　第12號泉　（長岡温泉，・伊豆授岡町勢長岡10065番地湧出）

・本泉は盤泉よ：り器械にて揚水し：を4．・時間た於げる最大揚氷量は層777：6h1忙して源泉温度69。を

禾・し泉源にて操酌畦る鑛水は無色澄明微躬アノレカリ性反町（．ウゾール酸）を回し其かH値は18。に

て8．30（比色法）を示す比電導度は1Sつ忙七〇．0σ1288な・・り’分析の：結果軍純温泉に属：す其成績次の

如し．

　本鑛水1kg中に含有する成分拉共分量

カチオン

カリウムイオン
（Kl’）

ナトリウムイオン
（Nの．

カルチウムイオン
（（：h’●）

ヤ・グ’ネ』シウムイ矛

ン（Mgつ

フ1エロイオン
（Fe・つ

アルミニウムイオ
ン（A1・・う

グラ　ム

0．0009盛5

0．2031

ギリイ牙ン
及ミリ．モル

’0．0勇366

8．83

ジヴア

0．02366

8．83

0．0142〕　　　　0．3566　　　　0．ナ133

0．0005艶　　　「0。σ2155　　　0，04309

0．0011i6　　　0．01999　　　0．03997

0．000149　　　　0。0054¢8

・計’

o．δ正磯9

9，ぎ⊥9

　ア昌ゴ．オン

クロ・一ノレイオ●ン

（c1り

・硫酸イオシ
（骨。・”）

0よ668b8　　　　L92

、

4

・1．£2

0。3382　　’　　31519　　9　7．041

1樋5お酸イオン・・㈱・三55・8

　合　　計
砺酸（メタ）
（HBO2）・　・

珪、酸，’メタ）

（H2Siqo

　総　一・計

0．654：1

0．00α32

　　　　　　　0：06盛

　　　　　　　．0．ヤ1曲

四十酸伽紬
’灘炭干てcO塗）・痕跡

‘〆

　計
14」65

01007273

〇三8248

1514わ

0．5578

9，519

泉源に於て捕集ぜる庇斯1000cゑ了27。氣塵75＆猷血）’昌昌含有す藩成6｝鐘其量茨め如も
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　　窒康・（醐．　　　9晦、　’昌’酸素（Q・）．’』’・’∴1q・・

　以上各成分の分量に基き算定するに本三水は共集成に於で1『㎏中次の盤類を含有する溶液に概

略相當す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　グラ胸　　：重炭酸マグネシウム〔Mg（HCO3）2〕・・0．004206

ク馬・「々カリウ．ム（耳C1）　　　　　　　0≧001eタ・・　　重乱言豆酸化鐵’〔Ee（HqQ3）3〕．　　　　0．003555

クロ．一ルナトリウム（NaCl）　　　　　0・1108　　　硫酸アルミニウム〔A12（SO4）3〕　．　　　0．000触1

鍛ナトリウ・（N・・SO、》　『．．．0温179「．砺酸C・タ）・CHBO，）．　’　．0・00岬

磯馳チ躯（暉0、）　　　⑩7ア2・　珪駿〃．（H・Sio、）　　　0・0644’
重炭酸カルチウム〔磁（HGO3）2】　0．63875一”総．計　　．．　0．71S8

　　　　　　　　第13元三　（三毛盗泉・函粛村畑毛城ケ下244の2番地湧出）

　本泉二丁塞亀喚：湧出レ24時間に於ける湧出量は229hlにして源泉温度は38・7。を示し泉源に．

て舞馳せる鑛本は無色澄明弱アルカソ性三鷹（ロゾー々酸）を呈す共pH値倭1S？に於て＆70（比

色法）を示し比電導度は．189・にて． B0004223なり分析の結果輩純温泉に囑す共成績家の即し

　本鑛水1kg屯に含有する威分蚊其分量

　カチオ｝ぞ　　　　　　　　　、　　　　　　ア量オぞ

　　　　　　　　グラ　み．

葎1）ウムイオン．・…38・

猷P今イオン・；・描

蘭ウムィオン・鵬・

マグネシウムィォ
ン（M9つ．

フ、工し．亘．イオン　　’

（翠eつ

ア．ルミ昌ウムイオ
　　　　　　　　0．00161ン（AI’●●）

ミリイオン
及ミリモノを

　0．009877

　L£5

Gr357皐

ミリヴア
ノレ

0．009877

1．95

G、7143

0．0010．3　　0．04494　　0．08988

ObOOO673　　　　0．01205　　　0．0240，

0．0594

　計

0。1782

2．966

御∫ルイオン’・…＄・2

欝）オン　・・4399

三管況　q旧
離ろオン　・…4・5

読誘酸イオン‘・・378・

　　’合　　計

・．廟醸．タ）

（HBO2）・．

珪’ _（地タ）
（H粛i儀）．

　　総．．計

ヒドロ燐酸イオン
（HPO“”〉

0．1866

0．000β虹

0．02302

0βユ9輩．．

痕　跡

0．3ε41　　　　0．3ε41

0．4579』　　　0。9158．

0．4043　　0♂8080　　　　・

0。2含817：1　　　声0．2381．

0．6197　　　　6；6197’

　計　　　2．966

4．5375

0ρユ4弓2

0，2781

4．83

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉　　　　　、．

泉灘於て三幅る聯1QOQq“鰐騨・766鯛・中姶慮る噸蝶慰の亥・し
　　窒素（N・λ．．・　　’985¢c・　’　酸・考㌧（0・♪．　、　　　15阜ρ．

略欝獅騨記す嫡水漏幽晦蜘騨有する溶潤

クロ陣ノレカリウム（K：CI）

クロールナトリウム（NaCD

硫酸ナトリウム（N3§04）

嶽ナ四ウ・てN・HCO、）

重炭酸ナトリウムでNaH；CO；蚕）

炭鱒・けウタ． メi鵬0

　　　　　　　　第14號泉．

グ　7　ム

0．000736

0．b2188

0．0524

0．01286

0・05qq4・

Q鰹33、

水酸化カルチウム〔磁（0二旺）2〕

：水酸化マグネシウム〔Mg（OH）2〕

重炭醇専酬ヒ鍵〔恥（耳oo幽｝：．

硫酔アルミ⇒ム〔A1・（SO・）・・〕

瑚酸（メタ）（HBO，）

珪’1酸ひり．．（耳興9・）∴：ご

．、．．稗．．訂

（野毛温泉，函南村野毛沖城ケ下256「の3番地湧出）

0．005493、

0，002622

0・09毘42‘

0．01017

0．000641．．

0．02302

012103．

本町は墾泉より準出1し零時間に於ける湧出量は836細にして源泉温度は40。を示し泉源に

r



ユ06
’．

@一服 1．

て並並ぜる鑛水は無色澄明弱アルカリ性貰年（ロゾrル酸）を呈す其pH値は18。に於て8・80（比

色法）．を．示し比電導度は”18つに於て0．0004304なり分析の結果軍純温泉に属す其成績次の如し

　本鑛水1k；’中に含有する成分蛙共分量

力宇才ン’

　　　　ミリイナン　ミリヴア
グテム　　　　及ミリモル　ル

潔野イオンα・・雌 0．01647　　　　0．01647

濫・1ウムイオン…3・6・・87・

濫ぢウムイオン・…7・53

一マグネ．シウ．ムイオ

ン（Mg●♪

フエロイ矛ン
イFcつ

1．877’

0．1785　　　　0．357

0，00303　　　　　0．1258　　　　・0．2516

0。00053　　　　0‘01003　　　0．02003

多摘考ムィオ・…635 ．0．02343　　0．07028

計 2．592

　ア昌オン
クロールイオン
（Cl’）

硫酸イオン
（Sq”）

炭酸イオン
（cq”）

7k酸イオン
・（CH’）

0．0＝65g　　　　σ．468．　　　　0468

0．04407　　　　0ド4588　　　　0。917r5，

0。005771　　　0．09619　　　0．1924

0．001305．　　0。07672　　　0．076712

樋勝酸イオジ・伽躯・糊

　　合　　計

瑚酸（メタ）
σ｛BO2）

珪・酸（メタ）
（H2Sio・∂

　　総　　計

ヒドロ燐酸イオン
，（HPO4”）

　　　　　．計
0．1802　，　　、4。269

0．00073　　　　0．01644

0．04157　　　　　0．5324

0．2225

痕跡

4．818

0．～㌔378

2万92

へ

　泉源に於て捕集せる瓦斯1000c島（18・5？氣塵7弓5mm｝中に含有する成分三三量次の如し・．．

　窒　　素　（N2）　　　　　　　　　　　　　　　　　989cc　　　　　　ご　　　　　　　酸　　素　（02）　　　　　．　　　　　　　　　　　　11cc

　以上各成分の分量に基き算定するに本滞水は共集成に於て1kg中次の盤類を含有する溶液に概

略三門す．

一クロールカリウム（K：CI）

ク：ロールナトリウム（NaCI）

硫酸ナトリウム（Na2SO4）

．重炭酸ナトリウム（NaHCO｛」

：：重炭酸カルチゥム〔伽（H：CO3）2〕

淡酸カルチウム（CaCOβ）

グラ　ム

0．001228』

0．0264

0．06019

0ボ04858

．0．02751

0．000876

；炭酸マ幽グネシウム（MgCO3）

：水酸化マグネシウム〔Mg（OH：）2〕、

重炭酸亜酸イヒ餓〔Fe（HCO3）2〕

疏醇アルミニウム〔A12（sg4♪3〕

醐「酸（メタ）（H：BO2）

珪酸（メタ）（璃Sio3）’

　総　　計

σ．007375

0．002238

．0．001784’‘

0．004012・

0。000721

0．04157

0．2225

　　　　　　　第『15號泉（畑町温泉函南村学三毛沖ク誠£56の4番地湧出）’

　本割は盤泉より湧出し24時間に於ける湧出量ば532．6Hにして源泉温度は41。．を示し泉源に

：於て採回せる二水は無色澄明弱ナルカリ性反鷹（ロゾール酸）を呈す共． 垂g値は18。に於て．8・70

〈比色法）を示し比電導度は18。に於て0．0004069なり分析の結果三二温泉に回す共成三次の如

　し．

　本鑛水1kg中に含有する三分鼓其分量　　　　　　・　　　　　　　　　・『　　．　’

．カチオン　・　．’　1．．，　　・　　　　．・
　　　　　　　　グ…長1纏荒リヴア濫3ウムでオン・備・2・・…8・．・翻、

潔）ウム伽．α01032∵ρ0823－1二QO823．1；欝31イ銅11306．◎1セ58“2516．

献ろウムでオン・岬・・h迎　捌．・～罰イ㌣，．．・・・…1b，・｝￥・・？烈
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ζセ鍔ム材δ166d・2．．’・輪・．砿b・968

　　　　　　　　　　　　　　許．　2．558

　ア身オ曹ン．

クロールイオン
（G1つ

硫酸イオン
（sg・”♪

淡白イオン
（cg・1りし

泳酸イ’オン
（OH’）

「0．01461　　　0。412

0．02619　　’　0．27126

0．017肇3　　　　1．0」2905

0．005き47く．　6．3437　．

0．412

0．5452

0．5S1

．0．3437．

櫛秀脚本・bl・4・2ド

　　合　．　．計＿．』．、q．i597　：．

濫醗）切　…磁・

珪酸（メ．タ）
（H鐸io3）

　、総・r寵

凝δ鯵イオン

α6ウ611

　寵
辱4．21989∫’

0．01096

o・02728　．　　Q3494

0．1865．

痕　跡ξ

．「

O．6761

2．558

泉源に於て捕集せる瓦斯100σc島（22。li氣塵766mm）1中に含有する成分蚊其三次の如し．

窒素（N2）　　．　　　　　り98cc．．：　　　　Ψ酸素（02）　‘・　　・．．　2cc

の

以上各鉛の樋磁き算定する鉢切水は其集成晦て・k騨麺購を鮪する溶液噸
略相當す．

ク・一ル籾ウ・（K：cり．

クロールナトリウム（NaC1）

硫酸ナトリウム（Na鐸0∂．

炭酸タトリウム（Na2Cqう）

重炭酸ナトリウム（NaHCO3）

炭酸カルチウム（磁CO3）

グ　ラ　ム

0．000613

α0236

0．03307

0．02054

0．05487

0．009679　．

水酸イζカ♂レチラム．て伍（OH：）2〕．

水酸イ駆グネ汐ム〔Mg（q耳）・〕

三脚酸化鐡申・（Hqo・）・〕・

硫酸アルミ昌ウム〔A1姻。、），）‘

砺酸（メタ）（H：BO2）

珪　　酸（メタ）（H£：Q3）

　　総計

0．003414

0．007339

0．00204

0．00‘547

0．00048

0．02728

σ．1865

第16油壷　（畑毛温泉・函南村上畑上諭ク下249番前湧出）

　本泉は馨泉より湧出し24時間に於ける湧出量は］220．4h1にして源泉温度は34．5。を示し泉源に

て採捌せる鑛水は無負澄明弱アルカリ性反響（ロゾール酸）を呈す共pH．値は18。に於て8．90

（比色法）を梨し叢記は15．．眼てα0003793賦払鑑果鞠温泉に囑す獄一次の如

し・　　　　　・

　本鑛水1kg中に含有する成分拉其身量．「
　　　　　　　　　　　　　「

　カチオン
　　　　　　　　グ・・繋事霧．ジヴア

．欝ム伽α000タ51。α01ユ53・α・116・

融タウムィオン・…892・・69・・伽

濫3ウムィオン．・…436…6・・．．α…2

磁ろシウム　・侃・・…　53・・…8

猛yオン　・…6・…　潤・・盟・5

ζ樹ムィオ1・…711・・2651．．騨

　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　2。235｝　．

　アニオン
　　　、
クロールイオン
（C1つ

硫酸イオン
（SC弓”）　・

炭酸イオン
（904’ン．

水酸イオン
（OH’）

ヒドロ炭酸イオン
（ECO3’）．

　　合　　計

翻酸（メタ）
（H：BO2）

珪酸（メタ）
（H£ioゆ

　総　　計

ヒドロ燐酸イオ、ン・
、（HPO4’つ

0．01114

0．03436

0βi42 0．3142

0．03577　　　　0．7153・

0。007073　　　0，1179．　　　0．2358

0．001864　　　0．1095

0．05249　．

0．1554‘

0．00072真

0．02302－

0．1．791　　’－

痕　跡．

0．8603

　計
3．716

0．0164生

0．2948

4．027．

0．1096

0．8603

2．235
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泉源に於で捕上せる瓦蜥c1900脇（18離三面、7G5n鱒）申に食塩疎る成燃三下の如し

　　毒素（Nρ・　　　　994cc　　　醸素（0・♪．・　　　　　Ccc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　以上各成僚の雑に基き鉾出するぽ本止水は其集成に於て1kg中次の璽類を含有する溶液に概

略相當す．’

ク・一ル畑ウム（KCり．

iクロールナトリウム（NaCI：）

硫酸ナトリウム（Na…多04），

重炭酸ナトリウム（N吾H：CO3）

淡酸カルテ・ウム・（侮CO診射

重炭酸力～レチウム〔α（H：CO3）2〕

グラ．・ム

0；00083

0．01769

0。Q45茎5・・

α06332

0・01179．

0．00β779

フ水酸化カルチウA．〔91て0耳）2ユ、

コ水酸化マグネシウム〔Mg（OH：）2〕

重炭酸亜酸イヒ鐡・〔Fe（HCq弱鴻工

硫酸アルミニウム〔A12（SO4）；1〕

砺酸（メタ）（HBOρ

珪酸（メタ）（耳邸。ゆ

　　総　、計：

0争00CO37・

0．003145

0～OQ2Q41

0，0（コ45峯＄

0．000721

0．02302

0．1791

前記三水5種に就き一酌直後にて：施行せる二一作用試験成績次の如し．

検、水

悉．號．

第12號泉

試　験
著手後
の経過
時　間
．（分）

第13號泉

第4號泉

第15號泉

　，0

　30

　60

120

1＄0，

240，

　0
　30

．　60

120

180

24りr

　O
　30

　60

120

180

　0．

　30

　60

1勿Ω

180

240

H292，分1，．解能・1カ、試験

最初め
II202量
　（畠）〕：’

23．65

16．98

i6．98’

18．86

囎熱・左。
H：毫0⊇量％二　量
（a－x）

2＄．65．．

22」66．・

2盆．01

・2‡45

21．27

21．14．，

16．98

16．88

16．80

ユ6．69

16．65

ユ6．63

1台．98

1β．91

16。88

16．84

16．84

18．86

18．64

18。47

11S，19

1S兜q6

18！03

t’時間申

に分解せ
る’g：2C2

％最

、10Q・qQ、

95681・

93．07

9α70、

89．94＝

89．39・

10」，00

99．41

98．94

　98．29

98．06’

97．9盗

100．00

99．59・’

．99・倶

99．18

　99．18、

100．00

98．83

97。93

　96、．45・’

　95．78

：9516Ω’

t時…間中
に分解せ
る　H2Q2
％量

　0
4．19

2．74

2．37…

0．76

0．与5

　0
0．59

0．47

0．65

’0．2＄

0．12

　0
0．4‡’

0．1§

0．23

　0

　0
ユユ7

0．90，

1r48

0．69

α16

一次反言
速慶恒藪
てK：且03）

　0：

4．19・・

6。93

9β0

10、06，

10．q↓

　0
0．59

1．06

ユ．71

1．94

2．06

　0
0．41

0．59

0，82

　0
　0’

1．17

2．07

3．55

4．14

蜘「

　　0

0．625

0．522

0，β5婁・・

0，255．．

0も20皐．

　　0

0．C84

0．C77．

0。062

0，048

0．03ア．

　　0．

0．C57

0．04S

O．032，．

　　0

　　0

0。169

0．152

．0．13珍1・

0。105

0．C82

呈　　色　　反　　慮

フエノ〔
ルフタリ
ン反鷹

・季色せ

1同

D季色せ

1同・

D季鮮

1同の

b量注せ

1同

呈色：せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色すず

　馳●画酔

呈色せず

呈色せず

クレンケ
反1奮

呈色せず・

呈色せゾ

呈色¢≠

呈色せず・

、
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第iβ號泉、

　0
　3Q

　60

120

’180

240

17．oS 17．08

16．88「

16．71

16L47‘

16：磁

16．39

1ρ0．00

9S．83

』97．83

96．43

9625』

95．96

i’

　0’

1．17

1。00

1．40

0ユ8

0．29

　0

1。17

2．17

3．57

き．75

4．C4

　。博蟹
　　1伺
0．170

0。155

0．129

0．092

0。075

呈色せず 呈色せず 呈色せず

　　　　　　　　　　　　　（四）’湯ケ原及門川温泉

　湯ク原及門川温泉は共に示申奈川縣足柄下郡湯海原町に在り湯〃言及門川温泉に於て各1箇の源泉

に就きて試験せり其概況及分析成績を示せば次の如し．

　　　　　　　　　　第17號泉　（湯ク原：町宮上橋上558番地湧出）

　本泉は三三より湧出し24・時間に於ける湧巨糧は731脚にして源泉温度72・5。、峯示し皐源に

．て採酌せる鑛水は無膿轍弱アル卑喉鵬（・ゾール酸）を呈棋二値は18b』に於て（比

色法）を示し比電導度は18。に於て0．004591なり分析の結果石膏含有弱鰹泉に屡す其成績次の

如し．

本鑛水1kg中に含有する成分三共分量

カチ…ポン

グラ　ム

a～）ウムイオン・熾・3’

醐ウムイオジ・融

蘭ウムイオン・甜・

マグネシウムイオ
ン（1旺9つ

フェロイオン’
（Fe●つ

アルミニウムイオ
ン（Al…）

ミリイオン
及ミリモル

0．8217

22、1曾

ミリヴア
ノレ

0．821ア

22．12

5．1851　　　10．37

0．oe生823　　　　0．1｛）83　　　　診0．3965

1）．600224　　　　0．004012　　　0．008023

0，0C4915　　　（、．1814　　　　0．5441

計　　34．26

　ア昌オン　　　　　　　　　’

爾ルイオン・韻・潮

灘狂ン　・翻　価
三三酸イオン・欄・・42・3

　通　　計　　’？，103

研1酸（メタ）
（HBO2）

浅錦タ）…63
　合　　計　　　2．237

遊1難炭酸（CO2）　　0。0274ユ

　総．　　計　　　　　　2．婁64

廊解伽痕跡

　計
58．（5　．

．0。（＝0992　　　　　0．1824

1．618

・59．85

0．623

60，47

24．39

・9．449’

0．4213

34．26

9以路成分の分量嘩き算定するに本三水三三に於て1kg中次の壁類を干する溶液三

略相當す．

　　　　　　　、

クロPルカリウム（KCD

クロールナトリウム（NζC1）

クゴールカ～レチウム（（〕aC12）

硫酸カルチウム（CaSO4）・

1重；麦酸カルチウム・〔Ca（HCO3）2〕

重炭酸マグネシウム〔Mg（HCO診）2〕

グ9 堰@ム、

0．06127

、1．293　，

0．08038

0。6C62

0．001＄61

0。G29〔｝1，

重炭酸亜酸イヒ鐵　〔Fe（H：CO3）2〕

硫酸アルミニウム〔AI2（SO4）3〕

翻　酸（メタ）（HBO2）

珪　酸（メタ）（H：2Sio3）

　　合　　計

．，遽i離炭酸（CO2）

　　総　　計　　　　　　臨

0。000713

0．03105

0．00ア992

0．1263　・

2．237

0．02741

2264
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　　　　　　　　　　第18興泉　（門川温泉，湯ケ原町門川耳30番地湧出）

　本泉は海岸より約300mに位置し深さ約720皿の馨泉より器械にて揚水し24時間に於ける最

大揚水量は6948．7hlにして源泉温度は45。を示し泉源にて探離せる鑛水は殆ど無色澄明微弱アル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　
カリ性の反感（ロゾ・一ル酸）を’呈す其pH値は18。に撃て7・50（比色法）を示し塊電導度は18。

に於て0．007046なり分析の結果ヨ、一ド，プロム及竪化土類含有苦味性強食高高に吊すi其成績次の

如し・

　本誌水1kg中に含有する成分三三分量

　カチオン
　　　　　　　　　　　　　ミリイオン　ミリヴア
　　　　　　　　グラ　ム　　　　　　　　　　　　及ミリモ～レ　ル

潔）ウム僻・・88、・366弘36r

猷タウムィオン・聯・田・27H

駕ウムィオン・聯

・、；面諭ムィオ・細

フェロイオン
（Fe●・）

31．77‘　　　63．55

14．06 28ユ2

0．000441　　　0。0079　　　　0．0158

δ鵡”オン・伽・58・酪・3・32％

ζ窩yムィオ・鵬・5・α・2・6・3827

計　　370・8

　7昌才ン
クロールイオン
（Cl’）

ヨ陶ドイオン
（1’）

ブロームイオン
（Bエつ

硫酸イオン
（SO弓”）

11．87 334．7 334．7．

0．002974　　　　0．02343　　　　0．02343’

0．01125　・　　　0．1408　　　　　0．1408

1．58

紬勝齢ン・・88・‘

　　通　　計

砺酸（メタ）
’（HBOρ

珪酸（メタ）
（H2Sio3）　軸・　．

　　ガ　計

遊離炭酸（CO2）

　　総　　計

21．8

0．01181

0．896

22．71

0．0125

22。72

舐誘酸イオン痕跡

16。45

3。C93

679．0

32．89

3．093

計　　370．8‘

0．2695

11．48

690．7

　0．2841

691．0

　以上各成分の分量に基き算定するに本鑛水は其集成に於て1kg中次の塵類を含有する溶液に概

略相営す．

ク自一ルカリウム（KC1）　　’

ク・’一ルナトリウム（NaCD

ヨードナトウウム（Nal）

プロームナトリウム（NaBr）

クロールカルチウム（（弛CI2）．、

硫酸カルチウム（CaSO4）

擁酸マグネセウム（M琴SO4）

重炭酸マグネシウム〔Mg（HCO3）2〕

グラ　ム

0．5492

15．84

0．00353

0．01449

3．13

0．4961

1．527

0．2015・

：重：炭酸亜酸イヒ鐵〔Fe（HCO謬）2〕

：重炭酸亜酸イヒマンガン〔MR（H：CO3）2〕

硫酸アルミ昌ウム’A12（SO4）3〕　　。

瑚　酸（メタ）（且：BOの

珪酸（メタ）（H：£ioρ

　　合．　計

遊離炭酸（CO2）

　　総　　計　　　　　　’

前記鑛水2種に就き採酌直後に於て施行せる濁媒作用試験成績次の如し．

0．001405

δ．02853

0．02184

0．01181

0。896

22．71

0．0125

22．72　　．

検　水

番『號’

f

試験著
手後の
経　過
時　間
（分）

0

H202分解能力試験
最初の
耳202：敗
　（a）

21．88

’

t時間後
の残存
H202：歳
（a－x）

21．88

同左の
％　　量

100．00

t’時聞中

に分解せ
る　H：202
％：壁

0

t時聞中
に分解せ
る　H：。Q，

％量

0

一弐反慮
速度恒藪：

（K103）

0

呈　　色　　反　　慮

フ晶ノF・

ルフタリ
ン反慮

D呈色せ
　ず
1同

ホルムア
ルドオキ
シム反慮

呈色せず

ペンチミ
ン反慮．

呈色せず

クレンケ
反慮

呈色せデ
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第17號泉

第18號泉

1 　　1．
30

60

120

180

240　　　－

　0　　21．58

30

60

120

180

240

300

361

420

21．58　．　98．63　　　　1．37

21．42　　　97．90　　　　0．73

21．39　　　97」76　　　　0．14

21．18　　　　96．80　　　　0．96

21．02　　　96。07　　　　0．73

21。58　　100．00　　　　　　0

19．72　　　91．38　　　　8．62

17．83　　82．58　　’8．80

1≦．！8　　65．71　　16．87

11．03．　ξ51．11　　　14．60

6．60　　　30．58　　　20。53

4．44　　　20．57，　『［0．01

2．64　　　　12．23　　　　8．34

1．17　　　・5。42　・　6．8i

1‘37

2。10

2．24

3．20

3．93

　　0

8．62

1742

34．29

48．89

69。42

「79．43

87．77

94．58

0．198．

0．155

0．082

0．078

0．075

　　0

1．305

1．378

1。520

1．832

2．143

2．290

2．532

3・．001

D趣微紅
　色
1淡紅色
微赤色 呈色せず 呈色せず

＼

前記第18號泉に就き採酌後引水を無色硬質共栓硝子対中に密栓貯藏の際時間の経過に依る鰯媒

作用の攣化を試瞼したるに塗の成績を示ぜ．り．

検水操酌

後の貯藏

←時　　間

4時』ｷ
無色澄明
（P：旺7・4）

試瞼著
手後の
輕　過
時　聞
（分）

24時聞
無色．澄明
（pH　7・勾

　0

幽30

60

12q

180

240

300

360

420

　0

30

6，

120

180

240

300

360

王［202分解能力試験

最初の
H202：量
　（a）

23．48

23．07

＼　　　　　　一

t王氏後
の残存
H202量
（窃一x）

一1

7i

同日の
％．、量

23．益8

21．46、

19．60

16．27

13．24「

1e．55

7．58

4．55

2。692

23。07

21．13

19．29

ユ5．99

13．05

10．48

7．13

5．45．

t｛時日申

に分解せ
る　H202
％．量・

100．00

91．40

83．48

69．29

56．39

44．93

32．28

19．38

11．46

100。00

91。59

S3・61

6q・31』

t時間中
に分解せ
る　H。0。

％量

　0
8．60’

7．92

14．19

12．90

11．46

12．65

12．90，

7．92

　　0

8．41

7．98

14．30

獅7112擁
些5．43　　　11．14

30．，1　　　14．52

23．62　　　　7．29

一一沐ｽ底
速度恒：数
回，103）

　　0
・8．6

16．52

30．71

43．61

55．07「

67．72

80．62

88．石4

　　0
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　　　　　　3」　、　　　一　　　20。78　　　95．94　　　4．06　　　4．06

　　　　　　6）　　　　　一　　　19．94　　　92．C6　　　　3．88　　　　7．94

　　　　　工20　　　　　－　　　18。53　　　84。63　　　　「7．43　　　15．37

264時間
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　　　　　360　　　　』一　　　12．54　　、5フ．89　1　　7．62　　　42111

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　1449＋臥7ゴ馴4翫188乳49

前記成績中K103値を曲線圖を以て示せば次の如レ

ll

l：．κがナ蜷．

　　　　　　　　　正
難

鴛　　π巫
　　　　　　　　　アが
猛　　　・．
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ρ・626

1．第18號泉　 萄ミ酉勺直後

五　　同　　　瞬間後

■・　．同　　　24時聞後

W　　同．　48時聞後

v．同　72時聞二一．一

暫　同．　96時間後’

理　　　同　　　144時間後

田　向　26鱒聞後

　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験成績に封ずる考察’

前郷媒作用の厳より繊醐（り申に於て分醗る恥嚇糧繊水中の噸の㌣
ガン及鐵め含量を4種の呈色反磨之共に総括表示すれば家の卑レ

泉 町泉一背黒毒璽1灘弱；叢難憲

第1號泉　　　’　　　　Fe國●0・OO6618
（鍛琵馨鋤箪純温泉6’4遅・ぼ・痕跡

　　　　　　D呈色せず
24む　32．35　　　　　呈色せず

　　　　　　1呈色せず

ベンチぐ
ン反磨

藍　　色

1クレン．ケ

反磨

藍　　色

・輸温泉 7．7

：Fe・…0．090S38 ’246
2．82
D呈色せず｝　　｝　　1第2號泉

i馨、噸 　鴨
ln覧’
A一昌’

・劉ド色せ轡「細

芒硝性” 7．6「 F餅似O（脚3． 24ゆ 弓13．74

@り　　　　　　F

　　二㌔1

ｭ．勢
二第3號泉’

熬燻G〉 三味皐 M騨り層一．． 」一色ぜず「
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欝…騒）細帯攣
7．8

Fer．0．0013ア5，
1　2盛0

11．6S
D呈色せず 　「　層ρ

謳Fせず
第5號泉　　’

i叢奈あ温謝
軍純温泉

M：n・・1　＿ 1呈色せず
呈色せず

1 1

第6號泉
　　　　　　　　翠純温泉
（吉奈温泉元　湯）

　　Fe…　　0．00｝299
7．8

　　Mln∴　　＿・・

一；量墓暮呈畔色難ず

　　　　　　D呈色せず　’
120　　Q。36　　　　　呈色せず呈色せず
　　　　　　1呈色せず

錐7晶晶　　　　　　　　　　　F。…　0・0566

（吉大奈、㌦泉）鞭臨7M…「
　　　　　　D呈色せず
12）　　　　Ob6r「　　』●　　　　　　　　　　　呈色せず旱色せず
　　　　　　1呈色せず

第8號泉　　　　　　　　　　　　　　　　Fe・・　0．OOO7a2’

（鈍重。噸軍購7’8Mぜ…
、2。。認D艶蛭ず

崇囃嘯ｹず
　　　　　　寛呈色せず

　　　　　　　　　　第9號泉　　　　　　　　　　　　　　　 Fe・・　0600C617
（吉奈温泉喜久の湯）軍純温泉 @7’8　M・∬・　一・

　　　　　　D呈色せず
1200’67 A呈色せず艶泊＄Fせず

第10號泉　　　　　　　　Fe’．0・COO782

薩齢軍純温泉牝9蜘・一
　　　　　　D呈色せず
120　　0。83　　　　　呈色せず呈色せず
　　　　　　1呈色せず

簾1乾瓢温泉）丁丁簑’「7」．嵩≒．000呈117 　　　　　　D呈色せず
240　　3．45　　　　　呈色せず呈色せず
　　　　　　1呈色せず
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D呈色せず

第・4號泉　　　　　．F・・0。・・656
（畑毛。温泉253の3番地の湯）輩雛泉8’8M埋・一
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第18購泉　　　軌皇姦

㈹川温泉）綱開
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．．前記購蹴きて考射律供二水・8種中240分間に辮せるH・0・量10％以上のもρ聯

・嚇，第3嫌・獅三三・第13二丁第一3嫌ρ曜ゆて榊第3搬の齢酷遇心

酔・8撚の・ザプ叫寸止一隅有明二上壁除けば他の3種騨純髄な奴其

⑳騨號鋤鰯凱て共榔く働ルでリ性を示麟同じく’ユ％以キ麻
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滞のものは第2號泉，第11『號泉，第】β，號泉，，第15號泉，第‘16温泉及第17高温の6：種た：：し

て其中第11號泉の芒硝性苦昧泉及第17號泉の石膏含有弱食盛泉の2種を除けば他の4種は軍純

温恥して敦れも翻・励雌を示せり樹麟他癩のもめ繭れも礒。・辮荊鶴1％以下ゆ

して120分置て鯛媒能力を沿：失し殆ど問題とするに足らす斯の如く鯛媒能力梢著しきもの総計11

種中7種は輩純温泉にして其の大部分は弱アルカリ性を示す事平な甚だ興味夢ることにして鰻媒作

用の強弱は必しも鑛泉門に含有する常成分の含量の多寡に一致せざるものと認め得べし．

　之等燭媒性鑛泉を前同報告に於て明瞭となψたる鰐二丁因テ帥あ二二マンガンの含量より吟味す

れば前記総括表に示すが如く最強の燭媒能力を示せる第18號泉は「2債のマンガンとして検水1Z

申0・0088589及2便の鎌として同0・0004419を含有しべ，ンチ“ン反慮及クレンク反慮を呈せざる

もフェノールフタリン三鷹及ホルムアルドオキシ’ム反鷹を著明に呈色するを以て本鑛泉の燭媒能力

，はマンガノィオンに由來するものと認め得べく其：K103値は第1報人工活性化水に就きて施行せる
　　　　　　　　　　　　　　　　　の
威績に於けるが如く時間の経過に俘ひて低下することなく或一定旧聞は却って上昇せり又其の作用

之に重ぎて著しきものは第1號泉にして2便の鐡として楡水1Z中0．0066189にして今次試験に於

ける供試鑛水中フェロイオンの含量最多量を示し且つ痕跡量のマンガノィオ・ンを含有せり叉ベンチ

・“ン反慮及クレンケ反鷹共に著明に呈色しフェノールフタリン呼声及ホルムァルドオ．キシム反磨共

に陰性を示せるを以て本下水の賜媒能力はフェロイオンによるものと認め得べし次に第3號泉，第

5號泉及第12號泉は共に240分間に10％以上のH20，を分解し叉2債の鐡として西水1Z中

1－1方皿9を含有し共中第3號泉及第5號泉はクレンケ尊慮¢〉み痕跡程度の呈色を：示したるも共他

の反鷹は全部陰性にして3者共にマンガンノイオンを楡出せざりしを以て其の鰐媒作用はフェ戸イ

オ・肥るも9と認め学べし次に第15號泉第16競泉・第17壁泉1第11號泉・第2搬・

第13號泉の順序に梢著しき燭媒能力を示レたるも4呈色反磨総て陰性を示し2便の鐵ξして検水

1」中1mg以下を含有せり3ζ共の燭媒作用を看るに干しもフェロイオンの含量に比例せす第11號

泉と第12平泉に於けるが蝋明明15號泉第16號泉及第17號泉幽す騨10搬第
8競泉及第9號泉等に於けるが如く鰯媒作用は必しもフェロイオンの含量に比例せす却って反甥の

現象を示すことあり平等の鮎より考察すれば鰯媒作用に關與するものは2便の肥馬マンガンのみに

非す他に重要因子の存在を想像し得べし．

　　　　　　　　　　　　！　　　　四　線　　　　　括

　前記成績を絡括すれば次の如し．

　1．伊豆地方の温泉18箇に就き其の鯛媒作用を試験しだるに船原湿泉（恵比壽湯）及門川温泉妹

其の作用最も弾くして之を其の分析成績より判断するに前者の作用は2便の鐵に後者の夫れ抹2債

のマンガンに基因することを認めたり叉其他の鑛水の鯛媒作用は敦れもフ三ロインに謬るものにレ

て検水1Z中フェロイオンとして1mg以上を含有する場合は稻著し：き作用を示する　1　mg未滞の

場合は共の作用比較的微弱なり又其の作用は回しせフrロイオンの含量に比例せす之を左右する他

の因子の存在を思惟せしめたり．・

　鉱『前記船原温泉及門川温泉より探酌ぜる鑛水を夫々無色硬質共栓硝子忌中に密栓貯藏し時間の

維過に伴ふ鯛媒作用減弱の程度を検したるに前者帥ち2債の鐡に因る二二二三は著しく二二にし．



ユ16 『根：． 部、・

で遽に減弱するも後者帥：ち2便のブ詫ガ1ンに因る作用麟著．しく安定にして髭較的長時間の保存に堪

零）る．ζとを験1回せり・　，　1　　』．．　　　　　1．1・．’．・　訓1’デ、　　　　　．

ン三三雄博≠の郷鱒を得た．るものな職んで謝意醸す・”：ビ．、・・

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和17年1月
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∫

工場三水による河水（多摩川）φ汚染に封ずる化1

、學的試験成績報告

蔑莇服部三三 技手ゴ武　田義．這

　　　　　　　　　　　　　　　　　内・容　概誰
　　　　　　ウ　
本儲は漸隔て獺鋤として多劇ll河水の工撒水駄る汚継烈ケ唾通じ網試駅る
竜bにしr三等は之に多少丁丁的補足を加へたる結果工揚密集地熱・於ける腹水1配る河川の汚濁は想’

像以上著しきものにして特に水流停滞するときは一種の汚水溜の作用を夢み殊に夏季には腐敗甚しく之

，等ひ汚水は潮つ干瀞に際し流出して河川を汚濁すること甚し依って工揚慶水の放流に際じてはホ流停滞　．

の一所を可及的準けて放流せしむるζとの極めて緊要なるを認めたりこの事實は河川浮化の参考資料た

るの債値あるもρと信じたるを以て鼓に之を報告せんとす・，

’　　　　　　　　　　　一絡　　　　言　　　　　’・

　近時多摩川の浴岸には化良工至宝噛して夫等の工場の慶水によb河水は著しぐ汚濁せられ早めに

期放瀬髄酌紛細腕啄命的彩響旗　＿．，　呑　＿
ふるに至れり．　・　　．　　　　　　　　　　　　．．

　本試験は多摩川下流の一定の位置に於て1ケ年を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粁’
通じて4同着明せる楡水に就き水道協會協定下水試

論に準櫨し化面的試験を施し汚染の幽暗無爵の経奈」μ．

跨の究明に資せんことを目的として施行せるものな　川　暗、

り・、・ @’』　．，　　　　　　’縣．市㌧．

．．

@　＿＼一；一打」駿三蔵L績L孚一午一ご「一…　∴．．．

　　　　　　　　　一＝～　1　　　＝　翼　　　　　　　－；ε
　（1）雨量位置及探酌方法　　　　．　、こ：｝　　　　　　肇

槍水の採酌位置は第1琴姻圖に示勲ミ郷第1・～。

號より第5號に至る計5箇所にして共方法は河の中

央表面下約1mの深度より二二器を用ひて、．二二せ

り・　　　　　　’　　　　　　　　　　　　．．　東

　（第1表）

　　　　面
　　　　橘
　　　　　河◇
　　　’　港風
　　　　　　　ホ
　　　　…歴P
　　　　　　　場　囑

一よ二三＿　三富
　　　　　　　　　ロコ　ヨレ　　
　　　　　　　　　箋

鞠）∠

京「

鳶

河

東

東’

蒲京京
田

朝市府

産業道路　．

羽田町

　濁老敢刑

　　　　摩
　　　　ll〔　”

．第　1　號 第・・號L第・聴
　　　暑下

第　4　號 第　5　號

第4藤購院隊
第2．同同＝幽　上

第3同　同ド　　上

第4回　同．＝　∴上
　　　1

河　港’水

　同　　　　上

．同＝’　　　上

威■，・、上・

廉の素河岸排ホロ下
2澗の距－離．・

　同‘：　　1上

．耳，：．　．一上

1同∵，、』∴上

大師橋下中央
　同　‘　　　’上

　同　「層　　．’上

　同　’．　　ひ上

三三駿樽騨
「同∫．，・　　　上

　同　’，　　　上

i同’」ド’，上、
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（2）画素日時（第2表）

1箪・號・4 鎮一2’魏 1・第・號一 第・號「第・號

隼1同
第2同

第3同

第4同

昭和ユ5年’1月25口
午前11時25分
昭和15年5月23日
午前10時40分
昭和15年7月24日
午前11時20分
H召ラ和　15年12月　18日

午前10時2U分

同目午前11時45分

曜日午前11時25分

同同午前11時53

同日午前11時

同日午前11時35分

同日午前11時1C分

同日午訂11時40分

同同午前11時45分

同日午後⑫時「5分

同日午後12時　　’

同’卲ﾟ後12時25分

同日午前11時25分

同肝午後12時30分

同日午後12時20分

同日午後12時35分1

同日午前11時40分

（3）天， 候（第3表1

i第・號 第2號 第3號 第4號
第1同

罪2回
第’3回

第4同

晴・沃．微、風

曇天後風
晴天微風
晴天微風

同

同

同’

同・

左・

左’

左

左

同

・同

’向’

同

左　洞　　　；牟．

左　　．同、、　　’∵左

左’・P同’　・・左

左　　同　　　　左

第5號
同．・

：伺

同

同

：左

左

左

牢

（4）氣　〆　温し第4豪）

第1號 第2號 第．’鱗レ’第・號牛第・・號・二

男1同

第2回

第3同

第4同

　8。

’25。

32．5。

　9。

　9。．

210

32。3。

　7。．・

9．1。

21。、

32．6。

7．5。

9．3。

126，

．32．3。

　8。

’9。

21。

31．55・

　8。

（5）水 温（第5表）

第1魏 第2．號 1第・號 ・第4「號・L＿第5號

第1回
、第2四

壁3回
第4同
軍　均

　5。
22．5。

、31．3。

　8。

192，

15拓

’含5・

32。8．

10。

20．7。

10。

26。

34．4。‘

】3。

20．9。

　5。・

23。

30．4。

　8㌻

16．6う

5．5。

22．5。

30．2。

　9。

16．8。

（6ノ潮の干浦（第6表）

第1號 1第・號

第91回干

第2回．干

第’3回干

第4同rF

潮

潮

潮

潮

㌔．時

圃．時

．時

，時

同

同

同

感

左

．左

冒，：左

．’ 鼾ｶ’

第・號1第・號
‘1司’

同

同

同

日

∴左

∴左

同

同

日

同

左

；左

左

1．左

第5倉
入

同’

同・

同

潮． 時

左

左

左
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（7）検水の外観（第7表）

第　1　號 第吻號■第・號1第・號 ’第　5　號

第・同仁三二纏写

　（8）透三度（第8表）

雛三隅鍵隷褐色・呈・少許・

熱色。呈。醐簾髄・呈・三
川黒色沈澱物を有す

す

類黄褐色を呈し浬濁
ナ

同　　：左

雛轟呈。潤

濁す

第1蕊と同じ

第1號と同r

同　　　左

回1號と同じ

同　　　；左’

同　　　左

1第1號 第乳號i、一一「
第1同
第2・同

第3同

第4岬
亭　　．均

5’

6。

6。

9。

6．5。．．

2．5。

　1。

　2。

　5。

．2．6’

　1。

1．5。

2．5。

1．5。

1．6。

10。

4。

6。．

　6。

6．5。

第　5　號　・

10’

　7。

　’7。

、』 X。

8。3。　』’

（9）臭 ’氣　（第9表）

1第・號

第1同

第2同
第・3向

第4同

書・號．上第・號

異臭なし

尿尿臭を有す

犀尿臭を有す

殆と異臭なし

鷺草拉硫化水穀同
氏二季並硫化水素巣．．同

騰拉硫fヒ水親同

三巴轍同
（比色法〉≦第晒ρ．黍）

第　4　號 第　5　號

（10）　水素イ・オン濃度

左異臭なし

左　三二臭を有す

左幽 wと異臭なし

．i左・・殆と異臭なし

同　　左

異臭なし

異臭なし・’

同　　左

1第・號1、第・號．卜第・ 3一號9 第・4・號L’第・號

第1同

第2回

第3同

第4同

7．15

5．80

7．40

7ユ0

（1D　メチレン青脱色時間

　　6．45

　　5．8q

　　6．00

　　5．80

第11表）

お．6ガ

5．80

5．80

5．80’

6．7σ．

6．90’

7．00

7，10

7．15

710ぴ

7120

7150

第1同
第2向
隼，3同

第4伺

24時間

90時間

720時問以上．『

　3分

3券

前聞’

　45分

144時問

24時間

’　　　59分

　　3時聞40分

　　　144時聞

20時聞

％時間

720蒔聞以上
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（12）蒸・畿　残　渣　（100萬分中の含量）’（第12表）

　第1同
　1第2回
　1第3回
　1第4回
’　本’1均

1第・剰第・號．L彙．3號レ第・剃第・號
24870

．25820

30652’

30028

27843

26100

27388・

崩』144’

30236

34467

26490．

28700’

．33196

314（》0

29947

一・ i13）酸素消費量　（100萬分中の含量）’（第13表）．

3295）

31324．

34ε3愈

33196’1

32952

34050

37448

・39704

1．3678多

36997’

1・第・表．ド第2・盤一．十集・・一曲…一ト回心・・一レ第・脱

略1引

高2同
第3同’

第4回
卒　均

13．00

10．00．、

．8．00

8．40

9．85

90。00

115．00

35．00

46．00

71．50

165．0り

250．00

100．00

300．00

　／203．75

（14）宥機性窒素（100萬分中の含量）（第14表）

16．80

20．00

10．00

14．00

15．20』

21．40’

8．00

6．20

5．60

jo．30

1第・號1第・號・第・鳴滝　4「ボ1第・面
繋1同’

：第2臥．、

第3回．

第4同
李　縛

縄ユ6

2．34・

3．90、

1．17

2．14

3．エ1

5．65 　17．74

、．．・、の‘L p－層、

「” A！∫．’　「．　1．56

　　127

∴㈹・7ン鵬ア躍鼠．（鵬金上り罎扇籔勲．．

0．78

3．12

2．34

・1．53

1．95

1第・瞑 し　　　　　　　　　　　　ふへに　　　　　　ヤ

第2一ρ號一一　第3號　　 第4號　　 第5號
第昇回

第三
第a．．回

第4同
卒　均

5．60

11．56

i3・51＿、」

11．17．

2．96

i1．95

1　隙・ご
3．90

1．95　’

・、2．92

23．33

702

5．07

13．901

9．83層

K16）亜硝酸性窒素、（100萬分中の含量）．（第16表）

17．11

1．56

3．12

1．56

5．84

3．11

1．17

2．73

0．78

1．95．

「箋・廃　第・號降・號　第・號1第・號
第1回．

第2回
第3同』’

0．dワ，・

0。01．『

0．01

0．09．

0．01

0。01

0．C6

0．011

．0．01．．

、

0。14．

0．02．

0ρ工

0．09．

0・0聖

9，01「
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第4同

卒　均

0．06

0．C4

0．10

0。C5

’0．20

’0：07

0．06

0．Cσ

0．08‘

0．05

d7）硝酸性窒棄1 i100萬分中の含量）（第17表）、

t・第．・號：1．第・號・1第・號1第4號・ 第一5號一

第1圃』

第2同

学3同

第4回

卒　均

0．08

勉．67

6．80

1．41

2、74

0．3り

0．88

2．90

£．07

1．5盈．

0．20

0．88

2．90

2．74’

・1。68

0。10

4．44

4βo．・、

’・1．41

256

0．e5

、4．00

3．60

1．39

2．26

（18）幽化物（100回分中の含量）（第18表）

1
　第1號　　第2號 第3號　　第4號　　第5號

第　　1　’同　　　　　　　　11489　　　　　　　　　　　11843　　　　　　　　　　　12340

第2同　　11134　　　11772　　　12127．’
第　3　同　　　　　　　　13120　　　　　　　　　　15602　　　　　　　　　　14893

第　4・直1　　　　　　　　9829　、　　　　　　　　　　10180　　　　　　　　一「　　10883

　　1

．d9）硫．化」水素（100萬分中の含量）（第19表）

13546

12907

’16099．

1念340．

14397　k

’14751、

・16879．

1404鼠‘

第’ E二一第・號’1’第・號・i．第『・・號 第5続，．

第1同

歯2同

旨3同
第41司

卒　均

0．27

0．51

0．51

3．41

1．19

0．72、

53。34、

㌔49。93・　．

66．£9・

42．57、

0，65

31．18

27。78

66．29

31．48・・

0，17

9．03

’7．33

、14．31

．7．71，

0．10　　、

7。33

5．62・

14、31・

6．84

・（20）粗’油　脂（100萬分置め含量）・〈第20表）
一1

’第・號陣一2・㌧L．第．§塗　第・號1第・號・二

第1同
趣2’ ｯ

、第3同

第4一
挙　均

22．00・　　　　　58，00
　　ロずコロ
’25．20『’　　　　　　　　　ig20

8。20　．』　　　　　　　　　　　工0．80　　「

「42．00’． @　「30．40’．

24．3与　　　　　　　　　　　29．¢0

20．00

’』」 T9．20．’

12荏．σ0’．

28．00．

’ユ0．00’幽　　　』裏，06

’17．60　‘‘　　　　　　　エ6；4σ

1240　　　　　　　　　　　2．80　’

13．2σ　　　　　　　　　　　　13．20

10β0　　　　　　　　　　．9・1（》

　　　　●
　　　　　　　　三試験成績に回する考察

．前記成績め各試験項目に就き之を考察すること次の如し．、
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（D水　　　　温

水温及氣温の關係を夫々野照し爾者の差を求め之を一括表示すれぼ次の如し・

第　　1　　號 第　　2　　號 第　　31號1 第　　4　　號 第　　5　　號

水　温氣温
水温と
?ｷとの差 水　温氣温

水濫と
?ｷとめ差
水　温

氣溢1蕪圭　　1の誰

水　温 氣　温
：水温と
?狽ﾆの差

一永’温

氣　温
：水温と

?ｷと
ﾌ差

錐1同　蔦0。　8．0。（→3．0。15．0。　9．0。

滲葎2直1　22．5。　25」0。（→2．59　25。0。　21．0。

壌31司　　31β。　32。0。（≒）0．70　32．80　32．3？

第4回8．0・9ρ・61．0。10．0・7．0・

6．0。　10．oo　　9．1。

4．oo　　26●oo　　21．oo

O．5。　3生．40　32660

3。oo　13．oo　　7．5。

附記前表申←シ：符號のものは：水温の氣温よP低きを示す．

0．go　　5．0。　　9。30←→4．30　　5。5。　　9ρ0

5．0。　23．0。　26．0。（→3．Oo　22．50　21．0。

1．80　3040　323。←ウ1．9　　30．20　31．5

5．5。　　8．0。　　8．0。　　0　　　9．oo　　8．oo

’←）3．5。

　L5’

←｝1．3。

　1．0。

　　．前表を看るには第1號・第4號及第5號水の水温は概して二二よ’り低く稀に水灘と等しきか叉は

　．：嬉かに高きに過ぎざるも第2號及第3號水は敦れも水温な氣温より高くして共の差最高6。に及ぶ

　ものあり．蓋し其の理由は第2號及第3號水を探酌せ、る位置の附近には化學工場及醸造工場等密集

　するため加温せられたる磨水の影響或は慶水中に含有せらる玉化學藥品により惹起せらる玉二二熱

　等によの水温の上昇せるものと認め得べし．

　　（2）外　　　　　観　（第7表参照）

　　前記成績を通覧するに外観は時季によゆて著しき影響を受くる，ことなきもQの如く共の最も不良・

　なるは第2號及第3號水にして殊に第2三水の如きは類黒色を呈し，時には類黒色の沈澱物を含存

　せり．恐らく此の沈澱物は有機物の分解によりて生じたる硫化水素の慶永申¢壇類と化合し硫化物

　・を生成せるものなるべし尚第4丁丁及第1三水の順序に次第に良好となり第5三水は最良の成績を

’示せり・

　　（3）透　　親　　度　（第8表参照）

　　前記成績の二二値を看るに第3野水（1．6。）最も不良，・第2階下（2．6。）之に亜ぎ，第4丁丁及

　9第1二水（共に6，5。）は前記二者に比し著しく良好にして第5雪水（8．3うは最も良好なり・伺透

　親雪と探酌時季との關係を看るに第1同及第4同試験に於けるが如く冬季塞冷の時期に於て丁台せ

　る楡水は比較的良好なる成績を示し，第2回及第5向試瞼に於けるが如く夏季温暖の時期に於て探

函せる断水の一般に不良の成績を示せるは以下メチレ清試騙有機性窒素及アンモニア窒素に於

　盛る威績と共に此の時期に於ては醗酵腐敗作用の旺盛なるための當然の麟結と認め得べし．

　　（4）臭　　　氣（第♀表参照）

　　臭氣は全円瞼を通じ第♀號及第3工水は常に尿忌詞蚊硫化水素臭を併有し最も不良の晶晶を示せ

　り・次に第1號及第4號水は稀に尿犀臭を示すに過ぎす・又第5溢水は最も良好にして殆ど異臭を

　憾知せざりき．省臭氣は試験時季によりて殆ど影響を受くること無きもの義如し．一

　　（5）水捌イオン濃度　（第10表参照），　　　　　　　　　＝

　　前記成績を看るに第1號水は第2同試験に於ける微弱酸性（pH　5・80）を除けば悉く微弱アルカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り性（pH　7．10’）7．40）を示し，山雨4無水は第1回，第2同試験に於ては微弱酸性（pE　6・70～6・90）

　・を示し，第3同及第4同試瞼に於てば中性～微弱アルカリ性（7．00～7．10）を示し，第5三水は至

識燃く二二’一微弱ア・・十二（pH　7．00【97．5つ）を示せり・然るた第2励kは全試験共悉く微

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ1，
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弱酸性（hH　5．80～a45）を示・し；．又第3號水は第1同試験に於てのみ弱アルカリ性三鷹（P耳ap65）

．を示したる梯2同～第4蹴騨於ては二幅門門（pH　580）を示骸・

ぞ上野の域績より考察するに河水は本來中性乃至微弱プ～レ釦ジ性を呈すべきものなるを以て弱アル

拗り性乃至徴弱酸性反慮を示せるものは工場慶水の影響によるものと噺定し得べく，従って第3號，

水は慶水の影響を書くる．ζと最も著しく，．第2號水之に亜巴『又第i號水の僅かに1回稻著：しき酸

性野馬を示せるは偶々探酌時に於て上流より酸性の降水O放流せるに際晒せるものと認め得べく，．

第4號水及第5號水は殆ど或は全く工場慶水によりて影響せうれざることを認めたりゼ

　水道協會脇定席碗下水の水輩標準咋蝶れ揮1．副耳．’¢～許容：限度峠．．◎80哩7・60にして第5生水は全同

樋じ此の鞭内に御謀第1號筆画聯蚊躍雌興雛彫る蝿第2聖水及第聯水
勢同弾じ此の獺に卿るもρ皆無顔うは之等外越辮も工機水に妙で著しく彰響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ・ら栖たるを示すものなり叉、1∴＝．三一　　　　　　　　・　：　，　．　　，．

・（6）メチレ靖陣噸、・、（卿1表興．．．．．、

水翻會樺下水鋤灘蜘ば5a罪過挙る，も噂轄る、もρを灘ζなす嘩カミ故に第

∫11表中陰性と認むべきは第3同試瞼¢）第3潭水・第4回試験の第1滞水・第4駆水及第5孝弟にし

て他騨陽脚・艶言聞嘱騨第、2轡頓聯開脚晦の姫は脚分
，噂醇之繊水脚鵜しきによるものと思考せら、るタ3郷臓し瑚衝聴きも郷
回三里の脱色には著しく長時間を要せり．第4回試鹸の第1買手，第4煙水表第5甲羅の陰性なる

は槍水中遺骨性微生物の少なきを示すものなるべし　　’，．　’層．』　．

　（7）蒸　畿　残　渣　（第ユ2表参照）

澱艘騨購も少く・．第號‘骨組鞍ξ鰍嘩し獅號水回も鐡
り．而して早馬残渣の主成分は海水の主成秀たる食鞭なるを場蔭蒸輩淺渣坐上興部の第1降水最も

少く・第2凱第3撚と下流と脳縦ひ1順雑嘘を轍撮下流部の獅撚の筆墨囎

量最も多き噂馳駅・鄭同識に鮒る第2撚力1著しく墾嫡は鰹吻鍼分嘩議す

る醐かなれども・第3蹴駕鯛9第糠水駅3御曝盤醒購曝髄示さざるを

霧藁繍繋欝纂矯翻さ聯瀬襟脚騨郷よう
　（8）酸素消費量　（過》ンガン酸力リ泄費量）．（第13表参照）

　前記成績を看るに第3雪水及第2號水は爾他の検水に比し著しく多量の有機物を溶存し，．・工場野

水kよる影響著しく平なるを：黒蜜に示せり．撃ち第3號：水ほ酸素学費量最大250．00最小・10翫00

に・して平均203．75・を示し，第．2號水は雫均71．50’にして第3號水の約3分の，ユに相當す。第1埋

水膜噸麺最弾く鞠鰯にし悌3撚の約20勉1に構せり収第5三水聯1．
號水に次ぎ沿費量少く雫均10，30を示し，更に館4野水之に禦ぎ亭均1520を示ぜり1樹酸素溝

費量は試験時季により影響を賢くること少し

　（9）有機性窒素（第工4表参照）

　有機性窒素は全回を通じ第3二水最も多く，．最大3130，最小5・44，準均17・74にして本物質

の最も少激き第4三水（亭均ユ・27）の約’14倍に相當し第3號水は汚二丁：も著しきを示せり・叉

第2號水は5．65を示し，第3號水に比較すれば約3分の1に相當せり．次に第5號水は手均1．臼5
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にして第4七七まり稻多きも第1號永（：亭均2，14）より稻少き載績を示せ鉱〉∵∵．1’こい港

　’（10）アンモ昌ア性窒繁（第i5表参照）ご1．・．’噛’　　、1」、’・：∵．．・’‘．’3

　アシキ』ヴ性窒素竜有機性窒素と同じく其の含量第3號水霜も多くして汚染最竜著しきことを示・

せり♂帥ち最大23．33，最：小3．90，、李均9．83・にして其の含量の最も少なき第5號水の雫均ユ．95

に比較すれば約5倍量に毒言す・文箏2號水（牢均2・92）．綜第1號水（亭均2・96）と略等しくジ

第4號水（亭均5．84）の約2分の1に租當ぜ亟・

　（11）亜硝酸性窒素　（第’16表参醸メ∴一一1’1　「”1：　　．．　　　．　　『’　　、

　一般用硝灘窒素はア・シモニア性窒素拉硝酸膣素に比し其の含量著しく少な．し邑防本試験

醐ζ・1如く脚曝の酬ヒ物辱中騨騨亜脚礁喚聯rと少きを示す．
ものな吟ド本試験項目以外の諸試験に於亡常に歳績不良を示ぜる踏台號水及第2號水は夫々畢均

0．07及0．05を示し，爾者の上流に位する第1軍水の干均0．04に比し多量なるも，第4號水及第

5號水は第2町回及第3號水と略等しき0．06及0．05φ亜硝酸匪窒素を槍出せり・・第4號水は第

3號水の下瀬位レ獅導水は最下瀞に在るを以て第4鋤聯硫水球牒2撚麟3

郷同様瑚慶水の影響を受けたるものなるやは掬燃ざ紬㎜一・・6．の如三三なる鱒

を以て第2導水以下が工場慶水の影響を受けたりとも断定するビとは困難なり・

魑前平の如く本試験項目ぼ河水に於けるが如く著しく流動性の検水中の汚染度の判定標準として大

酪意味を有ぜざるもの遷し、’ @　　　・』1
　（12）硝酸性気重（第17表参照）

本瀕聯1號水・停均λ74）最も多く・第4號丞（雫均馳2．56）第5號水（鞠四6）三巴・

・永（手均1．68）之に亜ぎ・，’第2號水’（牢均：L54）最も歩なし・又夏季に於ける第3回探酌水ボ他’

め槍水に比し其の量著しく多きは，永溢批氣温上昇せるため窒素化合物の酸化現象の促進せられた

るに依るなるべし．　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　．　　一

　（13）塵 化　物（第18表参照）　　　 ．　　　・

　既述の如く本河水の蒸畿残渣の主成分は絡て海水の主成分たる食堅なり．盤素は第1同より第4、・

同に至る前後4回の試瞼に於て，第3同試瞼の第2號水が第3號水より稽多量なるを除き，常に最

上流部の第1翠雲最も少なく，第3號，第3工水と下流となるに從ひ漸次其の量を増し海洋に最も・

近き第与號水に至り最大量に達す・即ち今i欠試験に於けるが如く海水の流入する河水の孫孫に於て

瞳化物甥て工神水による汚染度の判定標準となす能齢

　（14）　　硫　　イヒ　　水　　素　　（第　エ9　表参照）

硫化水素は汚水の醗醐敗により磯生する物質中魚介類の繁殖撮鮪害なる物回して，，工

場慶水による河水汚染の好判定標準たり．

硫化水素曝も輿は第2毒水にし撮大6a291．最・J’α7名物4％7を示し1第3経水の干

均31．48之に亜ぎ，第4風水は之より著しく減少し7．71となり．第5號水の6．84よわ僅かに多

く，第1號水の1．18最も少なし，印ち第2雨水は第1曲水に比し約36・倍の多量の硫化水素を含

有し，工場慶永による影響最も著しきを示す㌔街硫化水素の含量は探酌時季により著しき影響を受

　くることな含ものの如し．

　て↑紡　粗’油　　脂・（第2σ表参照）・】
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　　　　　　　　　主揚簸永による淋（多鰍1の汚染に謝する化學的試験成締告　　　舗

粗湖旨の最も多量なるは第2撚〈最大層麟，「最小10融鴨脚。＞’にしで含董最砂な

き第5：野水（第均磁0）の約3倍量を示す．粥3帯水一（李均2＆0の．膝一分號永ま時限少く第1號

水（亭均24。35）岬町4號水（干均10、80）之に亜く・．尚粗油脂の含量は操酌時季に凄り著しき影

響を受くるζとなきものの如し．　　　　　　　　　　　　　　、「’　・’　＼1・’・

　　　　　　　　　　　　　　　　　．四鷲足試験、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　目上は：依頼試駿彦遜責を集録せるものなるも余等は更に．昭卸ユ羅年3簿17目i新抱に探漏せ為三水

に就き前記試験項目の他に俘游物質，酸素吸牧量蚊蛋白アンモニア性窒素の定量等の試験を補足追
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四点嚇三四験纏麟囎に饗三々蹴欄三略聯・鋤騰繍瞼項四
域緯蹴きで即す：価鰍の如し．、　　　　　　1ご，
・． iイ）．．溝．’游：物鷺　　　　　　　　〆・．　．、　　’

’本試写⑳成綴鷹凹凹竸によウ特に著しぎ差違を認め平押恩第2野水．・（脚⑪最も番良にして

第3號厳御7｛00）区に垂ぎ舞4號水（13翫GO），最1も良嫁に．しで第15號水47LOO）四時聖水0施鋤の



工26 、．．眼部．：粛　田

堵較的不良Q域績を示しなる億毫般的の黒蜜とは矛盾するところな，り、。∴．．　　．．、．．．．．1、．．

　本堅果會鰺定族流下氷㊧水質標準¢平滑ば尊卑町制（濾紙法）ρ許容童は100：P県￥なゑを以て．

之に離婚するも¢～皆無なり哨‘，・：1．、．’．ヤ　．，．．∴、’　『、．．　：、．∴、・・、k㌃∴．

　　（口）酸素吸飛騨　　噛　　　　　　　　　　　　・．♪．・．　∴ン

　前表に示すが如く野水の酸素吸牧量は第鼻號水（58・00）皐多量を示し第3號水（14・00）之た亜

　ぎ第1野水，第4西水及第5二水（各4．00）は敦れも極めぞ少量なり二等の成績を假りに水道協會
、

　協定放流下水O水質標準に徴すれば共の規定（許容量・15RPMI、以下）に抵燭するもり三二2二水

の魏．り・・．．で二昌．’・．、　＿、‘’〆，　＿．．．己．．．・．’、＿’．∴

　　（ハ）蛋白アンモ呂ア性窒素

．蘇略宅4・く蛋即ンモニ三品の量聯2三水’（＆OQ）最も多く・第3撚（98り！・第4

二水（1．80）1第1野水（1．40）の順序に逓減し第5號水（0．04）は最小の成績を示せり水道三三協

定の標準略洲流し鱒下水四白ナ轡雌素の許容量脚R甲なるを以で
上記成績中之晦鮒るものほ第2號水及第ぎ二水の2肥り・

早撃轍に帯酪鍛項賦蹴れも比較的朗焔噸を示せ蝶の幽は騨前日鐘
の降雨ありて水章著しく増：加せるに原因するものなり．

　（ミ）下水’濃度　　　．　　　　　　ガ

　前記開成靴・男雛門下繊麟出の公式に肥し之を計算し一州1撚は26虫第

2號緯1337・第3號水は1614・第4撚に252汲獅號水は250を示す卿ち第3三水最も・

不良叫で辮蹴孝町輝1撚聯2聯に些曙しく朗とゆ學撚及第野水は殆
ど之に近似せる域績を示せり．…　・．．．．　．ボ　∫．、．　　　’，．，、、　ゴ…パ・

型押幅慶水の丁丁鰐流し得る下燃の識度は・…廉瑚て苅
記楡水門く・φ鞭内雌りと賜．之の限三三鵬入前の標回るを以て河三度とし蹴

之より遙に嚴格摩るべきは言を倹たざるところなり況んや本試験に於ては既述の孝ロく三水三三前日

多量の降雨ありだるため河水の三態著しく良好となりたるものにして試みに前記5同の試験成績の

午均値に今次試験に於ける蛋白スンモとア性窒素；酸素吸牧量及浮游物質の成績を：鷹用し下水濃度

を算出したる黒鉱47綿2號水は．292◎第3號水は…悌・號雄β3・聯・號

水は「586にして ?j領しく不良の厳を示骸，

　　　　　　　　…’F　1五結．論

　二上各試回忌の考賊綜合三論を下ぜば次の如し　　　　，．1

　今次試瞼に於ける5種の楡水に就き1ケ年を通じ4同施行せる成績を通覧するに最良の成績を示

せるは第5號水にして第1號水及第4號水之に亜ぎ第2貯水及第3二水は共に最も不良の成績を示

せり蓋し其の理由は第2平水及第3號永ほ工場密集地帯に位置し慶水の流出最も甚しきに反し第5

三水は旧慣中帯下流に位置し各工場の摩水口とは最も遠距離に在りて常に波浪た接ずるを以て慶水

の影響を受くること最も少く叉第1號水は最上流に在り’てこれ亦慶水の影響を蒙る乞と少きを以て

　この爾者は最も良好の成績を示し尋第4呼水は其の中間に位置すゐを以て比較的良好なる成績を示

　し興るものと認め得べし次に第2無水及第3野水に河港附近よ少採適せるも¢）にして附近には大小



、

土揚慶水による河水（多摩川）り汚染にi騰ナる化學的試験成績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

工場密集し共の慶水は河港内に放流せられ奥儘停滞し恰も1種の汚水溜の観≧呈し夏季温暖の時季，

聞灘徽著しく旧臣鵡脚珊に際≒流幽寧旧臣する・と韻ものと思毅
らる故に河川浮化の一方法どし七工場の慶水の放流だ際し℃は河川の三態に注意し水流停滞の場所

ほ可及的避けて放流せしむることの極めて緊要なるを痛感せり．

撚・三等融点を購三四三三四四雑繰歯1∵
　　．　　、　　　　　　　　　昭和17年1月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

「

「

畠紀」褐．
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、
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顔科寧朱φ毒煙仁就索

技師寺田・安ン男， ．賜謹．多「凪二十襲、、・

昭和16年9月17、日付を以て衛生局長より照會ありたる寧朱め毒性試験成績は次の如し．層

　　　　　　　　　　　　　　　1急性症朕に就て

　本剤は水に不溶解性なるを以て，乏にアラビヤゴム末を混じて40％の乳剤とし，注射器を用ひ

て15－20gの健康マウス5匹に該液icΩ（0．4g、を経口投與して其経過を見守りたるに，動物庶約

1時聞牛にし丁本剤特有の赤褐色物を混入せる糞疲を排出し初めたるのみならウしため，更に同一

マウスに1ααを投閉せしが，其糞便が徒らに赤褐色となりたるのみにして何等認むべき二丁畿現せ

す・而も斯る投與量は吾人の與ぺ得る最大量なるを以て，害人は本剤に依る二丁中毒症肥壷に致死

量を知り得’ざりき．

1「譜．　，．　字亜轡毒症状蹴て・

　吾人は本剤の亜急性中毒症1伏を観察せん爲，特に催康下下不安牢なる禮軍1kg前後の未成熟家

兎を選び，之に本師9．（水10・・及アラビヤゴム19を鰯雲圃とす）宛を7繭連績経・投難

しに，表め如く4例中2例は梢軟便を排出し罷重も稻減少せしが投與中同復し，他の1例は探與中

止後稽軟便を排出し残飴¢）1例のみは正常硬度Q糞便を排出す．然るに封稻家兎（7白間水100α

を蓮完投與）の1例も亦實験開始當日既に軟便にして3日目に回復せ’り．街二二家兎に於ては糞便

の色が投與後4時間にして次第に赤褐色に三色し始めしも，尿は憂色せす．皮膚も亦攣下せす．其

他認むべき引歌なし．

　　　　　　　　　　　　　　　家　　兎　　實　　瞼　　表

試験方法．
寧朱5g〔水10ccアラビヤゴム　9にて乳剤とす）
を「ゾンデiにて毎日輕口投與・す

　謝　　　　稽
侮日水10cc投與す

番
試瞼性
@　號

No．1 ♀ Ro． 2 No． 3　ノ合 ．No． 4 舎 No； 5　♀『 No． 6 ♂

髄（謙誘1備考 豊（、劉閥1備考 幣1簡i備考 髄（，細辛1備考 騰（、ヂ鵬圏髄（、ヂ鵬1備考

1　日 1390 ユ95 1270 130 1015 ユ25 980 180 1010 ユ90 U50 180
「

「’F　、’

投 2　1ヨ 1390 250 健 1220 310健 1010 165 健 970 150 健 1030 220健 1140 255 健

3　日 1400 200
凱歌

1150
　　康260欺

1120 200
康歎

1000 200
康熟

1020
　　康110欺

’1200 200
康歌

態 態 態 態 態 態

與 4　日 148り 270 な 1270 200な 1100 210 な 1070 220 な 1100 200な 1280 300 な
も

り り P P り

5　日 1555 230 と 1320 250　と 1175 250 と 1030 170 と、 1150 150　と 1350 270 と
、認 認 認 認 認 認－

前 6　『：日 1535 270 む 1430 290む 1150 310 む 1070 210 む 1120 80む 1330 ・170． む

7　口 1495 350 1判
i、。。　　i

1170 30w 1C50 180
∴型

1140 20
@1・

‘1290 260



叛料寧朱の毒性に就て’ 129

投

與

閉

始

後

便

與

中

止

後

當　日

2日目

3日目

4日．目

5日目

60目

7日目

1

2

念

4

5

6

7

日

日

日

日

日

日

日

1510．

1510

’1590

1525

1540

1415

1480

1520

1480

．1520

1510

1500

15曇σ

1610

70

70

60

8

130

230

11C

200

70

130

330

150

120

230

投

與
申

異
・．ﾌ
な

し

中

止
後
も

亦
異

な
し

1430

14：5

1510

1485

1520

1555

1620

1515

1470

1445

1490－

1475

1460

330

60

150

160

270

310

210

120

10

70

170

330

160

投

與
中

童

歌
な

し‘

｝1

麟

1190

1310

1290

1290

1340

1360

1400

80

210

200

220

180

250’

180

1365

1360

’1470

1500

15GO

1515

1530

160

130

230

270

．140

130

130

軟便

〃

〃

同復
す

中

止
後
も．

異

な

し

1040

1065

9与0．

965

1010

1000

1080

1020

970

1035

1065

1C90

1005

1100

60

70

70

1GO

、140

190

160

210

∫CO

250

150

90

250

2CO

軟便

〃

同復
す

中

止
後
も

異

な

し

1115

1050

1030

1060

1085

1105

1180

1200

1200

ユ140・

1200

1200

1160、

1200

50軟便

10　〃

・早復

30．

80

160

110’

1工0

80申
　　止
60後
　　．も

230…異

280、歌

　．な
150　し

160

1310

1320

1396

1380

1450

1500

1525

1510

1500

1530

1610

1650

1650

1645

350

70

150

140

170

270

290

投

與
中

異

な

し

lll中

繋
ll：嘩
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　　　　　　　　　　　　　　　　　3考　　　　按

　本製剤は記載に依れば3オキシ4（ヂクロノレフーエニルアツオ）ナフタリン2ガルボン酸アニリツド

と硅酸マグ．ネシ亨ムの結合髄にして，水・酸並にアルカリに溶解せざる由なり．

　　　　　　　　從ひて之を鞭と韓綱三物一管よ吸牧され札て全部糞便と共に排泄さるべ回り・

　斯る假定の下に似上の諸實験成績を考按せば，マウスに於ける急性中毒症扶を察知し得ざりし言

及び家兎に於ける亜念準症状の見るべきもの獲現せざりしを思考し得べし而して家兎に於ける輕

度の下痢便は謝稻家兎に於て’ 燒抽l現せし事及び動物め未成熟にして抵抗力弱き三等より考ふれば，

之を其中毒症欺なりと考ふるを得す，

．然れども斯る大量を臨林上使用する場合に嬬依りて依るべき潰化管障害を考慮’ ｷべきも，實際・

上使用に際しては丸藥の衣として最大限其5％を混入する由なれば，今若し丸藥1日の服用量≧

109とせば，本剤はα59となりて，大人の準均盟重を50kgとせぱ，1kgに就き0・019なり・從

ひ℃家；兎］kgに就き59に比すれば實に其50）分の1に過ぎす・依りで常識より之を考ふれば・・

本剤に依る臨鉢上の害毒は之を思考’し得られす．、

　　　　　　　　　　　　　　　　4結　　　　論

『吾人の行ひたる範園の動物国士に依りては本剤の毒性を認め得ざりき．亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和16年12月1日
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